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ャ
ン
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レ
ジ
ー
ム
に
お
け
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プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
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婚
姻
（
一
）

　
　
　
　
　
　

フ
ラ
ン
ス
婚
姻
法
の
法
制
史
的
研
究

土
志
田　

佳　

枝　

　
　

目
次

　
　

は
じ
め
に

　
　

一　

ト
リ
エ
ン
ト
公
会
議
前
夜
の
婚
姻
の
成
立

　
　
　

１　

両
当
事
者
の
合
意

　
　
　

２　

婚
姻
の
約
束
（sponsalia

）
と
秘
密
婚

　
　
　

３　

フ
ラ
ン
ス
改
革
教
会
の
婚
姻
法

　
　

二　

国
家
に
よ
る
婚
姻
立
法

　
　
　

１　

国
王
に
よ
る
婚
姻
立
法
と
カ
ト
リ
ッ
ク
教
会

　
　
　

２　

裁
判
管
轄
権
の
抵
触

　
　
　

３　

民
事
身
分
（état civil

）
の
立
証

　
　

三　

一
八
世
紀
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
の
婚
姻

　
　
　

１　
「
も
は
や
フ
ラ
ン
ス
に
は
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
は
い
な
い
」（
以
上
本
号
）
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２　

荒
野
の
婚
姻

　
　
　

３　

公
論
の
形
成

　
　
　

４　

判
例
の
蓄
積

　
　
　

５　

立
法
に
よ
る
解
決

　
　

む
す
び

は
じ
め
に

二
〇
世
紀
フ
ラ
ン
ス
の
家
族
法
改
革
に
そ
の
名
を
残
し
た
カ
ル
ボ
ニ
エ
は
、
一
八
世
紀
フ
ラ
ン
ス
の
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
の
婚
姻
を

「
法
な
き
愛
（L ’am

our sans la loi.

）」
と
呼
ん
だ(((
。
一
八
世
紀
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
の
「
荒
野
の
婚
姻
」
は
、
秘
密
婚
と
し
て
、
法
の
保

護
を
受
け
ら
れ
な
い
婚
姻
で
あ
っ
た
が
、
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
の
婚
姻
を
め
ぐ
る
議
論
は
、
婚
姻
成
立
の
た
め
の
手
続
を
世
俗
化
さ
せ

る
方
向
へ
と
向
か
わ
せ
た(((
。
国
家
の
目
に
お
い
て
有
効
な
婚
姻
は
、
当
時
、
カ
ト
リ
ッ
ク
の
主
任
司
祭
の
前
で
挙
行
さ
れ
る
必
要
が

あ
っ
た
が
、
ル
イ
一
六
世
は
、
一
七
八
七
年
一
一
月
「
カ
ト
リ
ッ
ク
の
信
仰
告
白
を
行
わ
ざ
る
者
た
ち
に
関
す
る
国
王
の
勅
令
」（
通

称
「
寛
容
令
」）
を
立
法
し
、
カ
ト
リ
ッ
ク
に
あ
ら
ざ
る
者
た
ち
に
対
し
、
裁
判
官
の
前
で
の
婚
姻
を
認
め
た
の
で
あ
る(((
。

本
稿
の
目
的
は
、
カ
ト
リ
ッ
ク
に
あ
ら
ざ
る
者
た
ち
に
裁
判
官
の
前
で
の
婚
姻
を
認
め
た
一
七
八
七
年
一
一
月
「
寛
容
令
」
成
立
の

過
程
に
果
た
し
た
数
々
の
著
作
、
判
例
の
役
割
に
つ
い
て
考
察
す
る
と
と
も
に
、
木
崎
喜
代
治
著
﹃
信
仰
の
運
命
﹄（
一
九
九
七
年
）

の
な
か
で
既
に
指
摘
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
、「
信
仰
の
自
由
」
と
い
う
革
命
的
な
原
理
を
密
か
に
す
え
ら
れ
た
「
寛
容
令
」
の
先
に
は
、
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信
仰
に
関
わ
ら
ず
、
す
べ
て
の
フ
ラ
ン
ス
人
に
共
通
の
「
民
事
婚
」
へ
の
道
が
続
く
と
い
う
こ
と
を
確
認
す
る
こ
と
で
あ
る(((
。

こ
の
過
程
で
、
我
々
は
ア
ン
シ
ャ
ン
・
レ
ジ
ー
ム
の
婚
姻
に
関
し
て
考
察
す
る
こ
と
は
も
ち
ろ
ん(((
、
中
世
カ
ノ
ン
法
の
流
れ
を
汲
む

身
分
占
有
（possession d ’état

）
の
概
念
に
つ
い
て
も
検
討
す
る
と
こ
ろ
に
な
る
で
あ
ろ
う(((
。
ロ
ー
マ
法
に
お
い
て
は
知
ら
れ
て
い
な

か
っ
た
身
分
占
有
は
、
中
世
カ
ノ
ン
法
に
お
い
て
発
達
し
た
身
分
の
証
明
手
段
で
あ
る
が
、
フ
ラ
ン
ス
の
ア
ン
シ
ャ
ン
・
レ
ジ
ー
ム
に

お
い
て
有
用
性
を
失
う
。
何
故
な
ら
、
も
と
も
と
素
朴
に
も
周
知
の
事
実
に
よ
っ
て
立
証
さ
れ
て
い
た
夫
婦
や
親
子
関
係
と
い
っ
た
身

分
の
証
明
は
、
カ
ト
リ
ッ
ク
教
会
に
お
け
る
小
教
区
の
登
録
簿
（
教
区
簿
冊 ; registres paroissiaux

）
の
発
達
を
国
家
が
推
進
さ
せ
た

こ
と
に
よ
り
、
文
書
に
よ
る
証
明
シ
ス
テ
ム
に
取
っ
て
代
わ
ら
れ
た
か
ら
で
あ
る
。
と
こ
ろ
が
、
ル
イ
一
四
世
に
よ
る
「
ナ
ン
ト
の
勅

令
」
の
撤
回
（
一
六
八
五
年
）
後
、
身
分
占
有
は
そ
の
有
用
性
を
取
り
戻
す
。
当
時
、
カ
ト
リ
ッ
ク
教
会
で
挙
行
さ
れ
な
か
っ
た
プ
ロ

テ
ス
タ
ン
ト
の
婚
姻
か
ら
生
ま
れ
た
子
供
た
ち
は
、
内
縁
者
の
子
供
と
さ
れ
、
相
続
権
を
否
定
さ
れ
る
存
在
で
あ
っ
た
。
し
か
し
、
一

八
世
紀
フ
ラ
ン
ス
の
裁
判
官
た
ち
は
、
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
の
子
供
た
ち
の
身
分
占
有
を
認
め
、
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
の
子
供
た
ち
の
相
続

権
を
保
護
す
る
判
例
法
理
を
確
立
さ
せ
た
の
で
あ
る
。

身
分
占
有
を
扱
う
文
献
は
日
本
に
お
い
て
も
数
多
く
存
在
す
る(((
。
な
か
で
も
、
山
田
梨
花
は
ア
ン
シ
ャ
ン
・
レ
ジ
ー
ム
の
プ
ロ
テ
ス

タ
ン
ト
に
対
し
て
果
た
し
た
身
分
占
有
の
役
割
に
つ
い
て
指
摘
し
て
い
る(((
。
ま
た
、
水
野
紀
子
は
、
民
事
身
分
（état civil

）
に
関
す

る
論
文
の
な
か
で
、「
フ
ラ
ン
ス
法
の
身
分
占
有
と
は
、
社
会
や
家
族
に
お
け
る
個
人
の
地
位
、
よ
り
厳
密
に
は
、
民
法
上
の
法
律
効

果
に
結
び
付
く
諸
資
格
、
つ
ま
り
国
籍
、
婚
姻
、
親
子
関
係
、
血
族
関
係
、
姻
族
関
係
、
氏
名
、
住
所
、
性
別
、
行
為
能
力
、
失
踪

宣
告
な
ど
の
総
体
を
意
味
す
る
個
人
の
身
分
な
の
で
あ
り
、
親
子
関
係
は
民
法
に
よ
っ
て
定
め
ら
れ
る
そ
の
一
内
容
で
あ
る
」
と
し
、

「
そ
し
て
身
分
証
書
と
は
、
そ
の
民
事
身
分
に
つ
い
て
記
載
さ
れ
た
法
定
証
拠
力
あ
る
証
書
で
あ
る
と
い
う
の
が
フ
ラ
ン
ス
法
の
体
系

で
あ
る
」
と
論
じ
て
い
る(((
。
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さ
ら
に
、
中
世
に
お
け
る
身
分
占
有
に
関
す
る
学
位
論
文
の
な
か
で
ド
ゥ
ム
ー
ラ
ン
＝
オ
ザ
リ
（D

EM
O

U
LIN

-A
U

ZA
RY

）
は
、

中
世
の
身
分
占
有
を
次
の
二
種
類
に
分
類
し
て
論
じ
て
い
る((((
。
婚
姻
の
身
分
占
有
（possession  m

atrim
oniale

）
と
親
子
関
係
の
身

分
占
有
（possession de filiation

）
で
あ
る
。
前
者
は
夫
婦
が
お
互
い
に
夫
と
い
う
身
分
、
妻
と
い
う
身
分
を
占
有
す
る
と
こ
ろ
か

ら
、
一
般
的
に
夫
婦
に
よ
る
身
分
占
有
（possession d ’état d ’époux

）
と
呼
ば
れ
て
い
る
。
既
に
述
べ
た
と
こ
ろ
で
あ
る
が
、
国
家

の
イ
ニ
シ
ア
テ
ィ
ブ
に
よ
り
、
教
区
簿
冊
と
い
っ
た
証
書
に
よ
る
婚
姻
の
証
明
が
発
達
す
る
の
に
従
い
、
夫
婦
に
よ
る
身
分
占
有
は
ア

ン
シ
ャ
ン
・
レ
ジ
ー
ム
の
う
ち
に
裁
判
に
お
け
る
婚
姻
の
証
明
手
段
か
ら
姿
を
消
し
て
い
っ
た
。
つ
ま
り
、
国
家
の
法
律
の
定
め
る
手

続
（
方
式
）
に
の
っ
と
っ
て
行
わ
れ
て
い
な
い
婚
姻
は
、
身
分
占
有
は
あ
る
か
も
し
れ
な
い
が
、
国
家
の
目
に
お
い
て
有
効
な
婚
姻
と

は
い
え
な
い
「
法
な
き
愛
」
に
と
ど
ま
る
も
の
な
の
で
あ
る
。

こ
の
点
は
一
八
〇
四
年
民
法
典
に
引
き
継
が
れ
て
い
る
。
一
九
五
条
は
「
身
分
占
有
は
、
身
分
占
有
を
相
互
に
援
用
す
る
自
称
夫
婦

に
、
民
事
吏
の
前
に
お
け
る
婚
姻
の
挙
式
の
証
書
を
提
出
す
る
こ
と
を
免
除
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
」
と
規
定
し
、
身
分
占
有
が
あ
る

だ
け
で
は
婚
姻
に
は
及
ば
な
い
こ
と
を
明
確
に
示
し
た
の
で
あ
る
。
そ
の
一
方
で
、
身
分
占
有
は
親
子
関
係
を
証
明
す
る
た
め
に
一
八

〇
四
年
民
法
典
に
取
り
込
ま
れ
た
。
起
草
当
時
の
三
二
一
条
（
現
行
法
で
は
三
一
一

－

一
条
が
こ
の
条
文
に
あ
た
る
）
は
、
次
の
よ
う

に
規
定
す
る
。

（
三
二
一
条
）
身
分
占
有
は
、
個
人
と
そ
の
個
人
が
属
す
る
こ
と
を
主
張
す
る
家
族
の
間
の
親
子
関
係
お
よ
び
血
族
関
係
を
示

す
諸
々
の
事
実
の
十
分
な
集
合
に
よ
っ
て
立
証
さ
れ
る
。

こ
れ
ら
の
事
実
の
主
要
な
も
の
と
は
、

個
人
が
属
す
る
こ
と
を
主
張
す
る
父
の
名
を
常
に
名
乗
っ
た
こ
と
、
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父
が
そ
の
者
を
自
ら
の
子
と
し
て
扱
い
、
か
つ
そ
の
資
格
で
子
の
育
成
、
扶
養
、
自
立
に
資
し
た
こ
と
、

そ
の
者
が
常
に
そ
の
よ
う
に
社
会
に
お
い
て
認
知
さ
れ
た
こ
と
、

そ
の
者
が
そ
の
よ
う
に
家
族
に
よ
っ
て
認
知
さ
れ
た
こ
と
。

こ
の
よ
う
に
、
中
世
カ
ノ
ン
法
に
由
来
す
る
身
分
占
有
は
、
親
子
関
係
を
証
明
す
る
た
め
、
法
廷
に
お
い
て
立
証
可
能
な
事
実
の
集

合
（
証
拠
）
と
し
て
民
法
典
の
な
か
に
取
り
込
ま
れ
て
い
る
、
こ
の
点
、
ポ
ル
タ
リ
ス
を
は
じ
め
と
す
る
四
人
の
民
法
典
の
起
草
者
た

ち
が
、
も
と
も
と
ア
ン
シ
ャ
ン
・
レ
ジ
ー
ム
に
お
け
る
法
律
の
実
務
家
で
あ
っ
た
と
い
う
こ
と
は
強
調
さ
れ
て
よ
い
で
あ
ろ
う((((
。
特

に
、
ポ
ル
タ
リ
ス
は
、
ア
ン
シ
ャ
ン
・
レ
ジ
ー
ム
で
の
弁
護
士
時
代
に
、
一
八
世
紀
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
の
婚
姻
問
題
の
﹃
鑑
定
意
見

書
﹄（
一
七
七
〇
年
）
を
執
筆
し
、
身
分
占
有
に
つ
い
て
論
じ
て
い
る((((
。

こ
こ
で
、
ア
ン
シ
ャ
ン
・
レ
ジ
ー
ム
の
カ
ノ
ン
法
、
国
王
立
法
、
判
例
を
調
査
す
る
に
あ
た
っ
て
参
照
し
た
原
典
資
料
に
つ
い
て
紹

介
す
る
。
ま
ず
、
国
王
立
法
に
つ
い
て
参
照
し
た
イ
ザ
ン
ベ
ー
ル
の
﹃
王
令
集((((
﹄
は
、
一
九
世
紀
に
入
っ
て
出
版
さ
れ
た
も
の
で
あ
る

が
、
今
日
で
は
ア
ン
シ
ャ
ン
・
レ
ジ
ー
ム
の
王
令
を
調
査
す
る
た
め
に
欠
か
す
こ
と
の
で
き
な
い
資
料
で
あ
る
。
し
か
し
、
こ
の
資
料

に
つ
い
て
は
志
垣
嘉
夫
か
ら
の
批
判
が
あ
る
。
志
垣
は
こ
の
イ
ザ
ン
ベ
ー
ル
の
﹃
王
令
集
﹄
に
つ
い
て
、「
王
令
を
参
照
す
る
に
は
便

宜
で
あ
る
が
、
抜
萃
で
あ
る
と
い
う
難
点
も
さ
る
こ
と
な
が
ら
、
テ
ク
ス
ト
批
判
が
厳
密
に
行
わ
れ
て
い
な
い
と
い
う
事
実
、
と
く
に

使
用
さ
れ
た
テ
ク
ス
ト
が
オ
リ
ジ
ナ
ル
で
は
な
く
、
第
二
、
第
三
の
写コ

ピ
ー本
に
依
拠
し
た
と
い
う
集
成
方
法
に
鑑
み
て
一
等
級
の
印
刷
資

料
と
は
言
い
難
」
く
、「
も
し
可
能
で
あ
れ
ば
最
低
の
条
件
と
し
て
他
の
王
令
集
と
の
対
比
・
照
合
が
望
ま
し
い
」
と
指
摘
し
て
い
る((((
。

そ
の
た
め
本
稿
で
は
、
婚
姻
に
関
す
る
カ
ノ
ン
法
、
国
王
立
法
を
調
査
す
る
に
あ
た
り
、
カ
ミ
ュ
の
﹃
婚
姻
法
典((((
﹄（
一
七
七
〇
年
）

を
イ
ザ
ン
ベ
ー
ル
の
﹃
王
令
集
﹄
と
対
比
・
照
合
さ
せ
な
が
ら
利
用
す
る
こ
と
と
し
た
。
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パ
リ
の
フ
ラ
ン
ス
国
立
図
書
館
に
所
蔵
さ
れ
て
い
る
﹃
婚
姻
法
典
﹄
に
は
、
そ
れ
ぞ
れ
出
版
年
と
編
者
の
異
な
る
二
種
類
の
著
作
が

存
在
し
て
い
る
。
ピ
エ
ー
ル
・
ル
＝
リ
ダ
ン
（Pierre LE R

ID
A

N
T

）
が
編
纂
し
た
一
七
六
六
年
出
版
の
﹃
婚
姻
法
典
﹄、
そ
し
て
一

七
七
〇
年
に
出
版
さ
れ
た
﹃
婚
姻
法
典
﹄
で
あ
る
。
後
者
の
﹃
婚
姻
法
典
﹄
は
匿
名
の
ま
ま
出
版
さ
れ
て
い
る
が
、
後
に
国
立
古
文
書

館
（
ア
ル
シ
ー
ヴ
・
ナ
シ
ョ
ナ
ル
）
の
基
礎
を
つ
く
っ
た
高
等
法
院
弁
護
士
ア
ル
マ
ン
＝
ギ
ャ
ス
ト
ン
・
カ
ミ
ュ((((
（A

rm
and-G

aston 

C
A

M
U

S

）
の
編
纂
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
っ
て
お
り
、
婚
姻
に
関
す
る
カ
ノ
ン
法
、
国
王
立
法
の
抜
粋
か
ら
構
成
さ
れ
る
法
令
集
で
あ

る
と
同
時
に
、
判
例
集
で
も
あ
る
。

ま
た
判
例
に
つ
い
て
は
、
前
掲
カ
ミ
ュ
の
﹃
婚
姻
法
典
﹄
の
ほ
か
、
パ
リ
・
シ
ャ
ト
レ
裁
判
所
検
察
官
ド
ゥ
ニ
ザ
ー
ル

（D
EN

ISA
RT

）
の
判
例
集
と
元
司
法
官
ギ
ュ
イ
ヨ
（G

U
Y

O
T

）
が
整
理
し
出
版
し
た
判
例
集
を
参
照
し
た((((
。
ど
ち
ら
の
判
例
集
も
収

集
さ
れ
た
判
例
が
ア
ル
フ
ァ
ベ
ッ
ト
順
の
事
項
別
に
分
類
さ
れ
て
い
る
。

で
は
、
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
の
婚
姻
と
い
う
視
点
に
立
っ
て
、
ア
ン
シ
ャ
ン
・
レ
ジ
ー
ム
を
通
じ
て
婚
姻
法
が
ど
の
よ
う
に
世
俗
化
し

て
い
っ
た
の
か
を
実
際
に
追
う
前
に
、
本
稿
の
構
成
を
以
下
に
簡
潔
に
述
べ
る
こ
と
に
す
る
。
ま
ず
、
我
々
は
ト
リ
エ
ン
ト
公
会
議
前

夜
の
婚
姻
の
状
況
に
つ
い
て
概
観
し
、
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
が
サ
ク
ラ
メ
ン
ト
と
し
て
の
婚
姻
か
ら
袂
を
分
か
っ
た
と
い
う
点
に
つ
い
て

確
認
す
る
（
一
）。
次
に
、
ト
リ
エ
ン
ト
の
公
会
議
開
催
か
ら
「
ナ
ン
ト
の
勅
令
」
の
撤
回
に
至
る
ま
で
の
時
期
に
つ
い
て
追
い
、
国

家
が
自
ら
婚
姻
に
関
す
る
立
法
を
行
い
、
婚
姻
に
関
す
る
裁
判
管
轄
権
を
カ
ト
リ
ッ
ク
教
会
か
ら
次
第
に
奪
っ
て
い
っ
た
と
い
う
こ
と

を
明
ら
か
に
し
た
い
。
こ
の
動
き
の
中
で
、
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
の
婚
姻
の
有
効
性
に
関
す
る
裁
判
管
轄
権
は
国
家
が
持
つ
こ
と
に
な
る

で
あ
ろ
う
（
二
）。
そ
の
後
、
一
八
世
紀
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
の
婚
姻
の
問
題
に
つ
い
て
、
そ
の
問
題
を
取
り
扱
っ
た
著
作
と
プ
ロ
テ
ス

タ
ン
ト
の
子
供
た
ち
の
相
続
に
関
す
る
判
例
を
通
じ
て
考
察
し
、
一
七
八
七
年
一
一
月
「
寛
容
令
」
に
よ
っ
て
、
カ
ト
リ
ッ
ク
に
あ
ら

ざ
る
者
た
ち
に
裁
判
官
の
前
で
の
婚
姻
手
続
が
与
え
ら
れ
る
ま
で
を
追
う
（
三
）。
最
後
に
、
す
べ
て
の
フ
ラ
ン
ス
人
の
た
め
に
信
教
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の
区
別
な
く
、
共
通
の
民
事
婚
の
手
続
を
設
け
た
革
命
法
、
そ
し
て
民
法
典
に
つ
い
て
概
観
す
る
（
む
す
び
）。

注
⑴　

J. C
A

R
B

O
N

N
IER

, « L ’am
our sans la loi. R

éflexions de psychologie sociale sur le droit de la filiation, en m
arge de l ’histoire du 

protestantism
e français », dans Bulletin de la société de l’histoire du protestantism

e français, tom
e 125, janvier-février-m

ars, 1979, p. 47-

75.

カ
ル
ボ
ニ
エ
は
「
法
な
き
契
約
（contrat sans la loi.

）」
の
議
論
を
念
頭
に
置
い
て
い
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
婚
姻
を
念
頭
に
置
い
た
条
項

で
は
な
い
が
、
契
約
に
お
け
る
当
事
者
自
治
の
原
則
を
定
め
て
い
る
フ
ラ
ン
ス
民
法
典
一
一
三
四
条
は
「
適
法
に
形
成
さ
れ
た
合
意
は
そ
れ
を
行
っ

た
者
に
対
し
て
は
法
に
代
わ
る
」
と
規
定
し
て
い
る
。
し
か
し
、
法
に
も
と
づ
か
な
い
合
意
ま
で
が
法
に
代
わ
る
か
ど
う
か
に
つ
い
て
は
議
論
が
必

要
で
あ
ろ
う
。
カ
ル
ボ
ニ
エ
は
一
八
世
紀
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
の
婚
姻
を
「
法
な
き
愛
」
と
表
現
し
た
が
、
婚
姻
が
法
に
も
と
づ
か
な
い
場
合
、
国
家

の
法
に
の
っ
と
っ
て
婚
姻
が
挙
行
さ
れ
て
い
な
い
場
合
に
は
、
法
の
保
護
を
受
け
ら
れ
な
い
こ
と
を
こ
の
表
現
に
込
め
た
と
い
え
る
の
で
は
な
か

ろ
う
か
。
ま
た
、
ア
ン
シ
ャ
ン
・
レ
ジ
ー
ム
の
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
に
関
し
て
、
カ
ル
ボ
ニ
エ
は
以
下
の
論
文
も
残
し
て
い
る
。 J. C

A
R

B
O

N
N

IER
, 

« La R
évocation de l ’Édit de N

antes et le protestantism
e français en 1685 », dans supplém

ent au Bulletin de la société de l’histoire du 

protestantism
e français, juillet-août-septem

bre, 1986, p. 31-57. 

な
お
、「
法
な
き
契
約
」
の
議
論
に
つ
い
て
は
、
一
九
五
〇
年
六
月
二
二
日
破

棄
院
判
決
の
評
釈
等
が
参
照
さ
れ
る
。B

. A
N

C
EL et Y. LEQ

U
ETTE, Les grands arrêts de la jurisprudence française de droit international 

privé, 5
e édition, D

A
LLO

Z, 2006, p. 194-209.

⑵　

フ
ラ
ン
ス
の
ア
ン
シ
ャ
ン
・
レ
ジ
ー
ム
に
お
け
る
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
の
婚
姻
を
テ
ー
マ
と
す
る
論
文
は
少
な
い
が
、
そ
の
通
史
を
取
り
扱
っ

た
学
位
論
文
と
し
て
、
ボ
ニ
フ
ァ
ス
と
ベ
ル
の
学
位
論
文
が
挙
げ
ら
れ
る
。E. B

O
N

IFA
C

E, Le m
ariage des Protestants depuis la Réform

e 

jusqu’à 1789, 1901; réim
pression à N

îm
es, Lacour, 1997, thèse pour le doctorat de la Faculté de droit de l ’U

niversité de Paris ; P. B
ELS, Le 
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m
ariage des protestants français jusqu’en 1685, Paris, LIB

R
A

IR
IE G

ÉN
ÉR

A
LE D

E D
R

O
IT ET D

E JU
R

ISPR
U

D
EN

C
E, R

. PIC
H

O
N

 ET 

R
. D

U
R

A
N

D
-A

U
ZIA

S, 1968, thèse pour le doctorat de la Faculté de droit et de Sciences Économ
iques de l ’U

niversité de Toulouse. 

ま
た
、

国
家
と
教
会
の
関
係
に
つ
い
て
、
婚
姻
の
視
点
か
ら
追
っ
た
文
献
と
し
て
は
バ
ス
ド
ゥ
ヴ
ァ
ン
の
学
位
論
文
を
参
照
し
た
。J. B

A
SD

EVA
N

T, D
es 

rapports de l’Église et de l’État dans la législation du m
ariage du C

oncile de Trent au C
ode civil, 1900, thèse pour le doctorat de la Faculté 

de droit de Paris. 
さ
ら
に
、
婚
姻
は
宗
教
と
深
い
関
わ
り
を
も
つ
が
、
こ
の
観
点
か
ら
近
年
に
著
さ
れ
た
学
位
論
文
と
し
て
は
、
ル
＝
テ
ル
ト
ル

の
学
位
論
文
が
挙
げ
ら
れ
る
。C

. LE TERTR
E, La religion et le droit civil du m

ariage, D
efrénois, Paris, 2004, thèse pour le doctorat de la 

Faculté de droit de l ’U
niversité de N

antes.

⑶　

一
七
八
七
年
一
一
月
「
寛
容
令
」
に
つ
い
て
、
日
本
で
は
、
は
や
く
も
穂
積
重
遠
が
「Edit concernant ceux qui ne font pas profession de la 

religion catholique

、
即
ち
勅
令
の
標
題
に
は
﹃
舊
教
教
職
ニ
在
ラ
ザ
ル
﹄
者
と
廣
く
記
し
て
あ
る
が
、
規
定
の
實
質
は
新
教
徒
の
み
に
關
し
て
居

る
」
と
紹
介
を
行
っ
て
い
る
。
但
し
、 « ne font pas profession » 

は
「
信
仰
告
白
を
し
て
い
な
い
」
と
訳
さ
れ
る
べ
き
で
あ
ろ
う
か
ら
、
本
稿
に

お
い
て
は
、
勅
令
の
標
題
を
「
カ
ト
リ
ッ
ク
（
旧
教
）
の
信
仰
告
白
を
行
わ
ざ
る
者
た
ち
に
関
す
る
勅
令
」
と
改
め
る
こ
と
に
し
た
い
。
穂
積
重
遠

﹃
離
婚
制
度
の
研
究
﹄（
改
造
社
・
一
九
二
四
年
）
三
六
七
頁
注
四
参
照
。

⑷　

木
崎
喜
代
治
﹃
信
仰
の
運
命
﹄（
岩
波
書
店
・
一
九
九
七
年
）
二
三
八
頁
参
照
。

⑸　

フ
ラ
ン
ス
に
お
け
る
婚
姻
の
通
史
を
取
り
扱
っ
た
文
献
と
し
て
、
メ
ル
シ
オ
ー
ル
＝
ボ
ネ
の
次
の
著
作
が
挙
げ
ら
れ
る
。M

ELC
H

IO
R

-

B
O

N
N

ET, C
. SA

LLES &
 collectif, H

istoire du m
ariage, R

O
B

ERT LA
FFO

N
T, 2009. 

ま
た
、
ア
ン
シ
ャ
ン
・
レ
ジ
ー
ム
に
お
け
る
婚
姻
の

問
題
に
関
し
て
は
、
以
下
の
文
献
を
参
照
し
た
。 A

. LEFEB
V

R
E-TEILLA

R
D

, Autour de l’enfant : D
u droit canonique et rom

ain m
édiéval 

au C
ode C

ivil de 1804, B
rill, Leiden･ B

oston, 2008 ; A
. B

U
R

G
U

IER
E &

 F. LEB
R

U
N

, La fam
ille en O

ccident du XVI  e au XVIII  e siècle : 

le prêtre, le prince et la fam
ille, coll. H

istoriques, ED
ITIO

N
 C

O
M

PLEX
E, 2005 ; A

. LEFEB
V

R
E-TEILLA

R
D

, Introduction historique au 
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droit des personnes et de la fam
ille, PU

F, Paris, 1996 ; J. G
A

U
D

EM
ET, Le m

ariage en O
ccident : les m

œ
urs et le droit, Paris, 1987 ; A

. 

ESM
EIN

, Le m
ariage en droit canonique, 2 volum

es, B
U

RT FR
A

N
K

LIN
, N

ew
 York, 1968 (originally published : Paris 1891) ; 

フ
ラ
ン
ソ
ワ
・

ル
ブ
ラ
ン
︹
著
︺
藤
田
苑
子
︹
訳
︺﹃
ア
ン
シ
ャ
ン
・
レ
ジ
ー
ム
期
の
結
婚
生
活
﹄（
慶
應
義
塾
大
学
出
版
会 

・
二
〇
〇
一
年
）、
波
多
野
敏
「
中
世

末
期
フ
ラ
ン
ス
に
お
け
る
婚
姻
の
成
立
（
一
）・（
二
）
完
」
法
學
論
叢
一
二
一
巻
二
号
（
一
九
八
七
年
）
三
九

－

六
三
頁
・
同
一
二
二
巻
二
号
（
一

九
八
八
年
）
三
〇

－

五
八
頁
、
波
多
野
敏
「
ア
ン
シ
ャ
ン
・
レ
ジ
ー
ム
に
お
け
る
婚
姻
の
成
立
（
一
）・（
二
）
完
」
法
學
論
叢
一
二
五
巻
一
号
（
一

九
八
九
年
）
三
一

－

五
四
頁
・
同
一
二
五
巻
三
号
（
一
九
八
九
年
）
二
三

－

四
六
頁
、
波
多
野
敏
「
フ
ラ
ン
ス
、
ア
ン
シ
ャ
ン
・
レ
ジ
ー
ム
に
お
け

る
結
婚
の
約
束
と
性
関
係
」
京
都
学
園
法
学
創
刊
号
（
一
九
九
〇
年
）
七
二

－

九
七
頁
、
辻
泰
一
郎
「
親
の
婚
姻
同
意
権
（
一
）・（
二
）
︱
近
世
バ

イ
エ
ル
ン
法
史
に
即
し
て
︱
」
明
治
学
院
論
叢
四
二
七
号
（
一
九
八
八
年
）
一

－

一
一
三
頁
・
同
四
四
四
号
（
一
九
八
九
年
）
一

－

一
七
〇
頁
参

照
。

⑹　

A
. LEFEB

V
R

E-TEILLA
R

D
, « N

O
M

EN
, TR

A
C

TATU
S, FA

M
A

 : variation sous un m
êm

e term
e », dans Autour de l’enfant : D

u droit 

canonique et rom
ain m

édiéval au C
ode C

ivil de 1804, supra note 5, p. 207-219 ; F. D
EM

O
U

LIN
-A

U
ZA

RY, Les actions d’état en droit 

rom
ano-canonique : m

ariage et filiation (XII  e et XV  e siècle) , L.G
.D

.J., 2004, thèse pour le doctorat de la Faculté de droit de l ’U
niversité de 

Paris Sud X
I ; A

. LEFEB
V

R
E-TEILLA

R
D

, « Les problèm
es juridique s posés par l ’édit de 1787 », dans Bulletin de la société de l’histoire 

du protestantism
e français, tom

e 134, avril-m
ai-juin, 1988, p. 241-259 ; C

. A
U

R
IO

L, D
u rôle de la possession d’état en droit rom

an et en 

droit civil français, 1884, thèse de la Faculté de droit de Toulouse.

⑺　

山
田
梨
花
「
フ
ラ
ン
ス
法
に
お
け
る
身
分
占
有
︱
要
素
・
性
質
・
証
明
︱
」
法
学
政
治
学
論
究
二
二
号
（
一
九
九
四
年
）
七
七

－

一
〇
五
頁
、
水

野
紀
子
「
フ
ラ
ン
ス
に
お
け
る
親
子
関
係
の
決
定
と
民
事
身
分
の
保
護
（
一
）・（
二
）・（
三
）」
民
商
法
雑
誌
一
〇
四
巻
一
号
（
一
九
九
一
年
）
二

－

三
四
頁
・
同
一
〇
四
巻
三
号
（
一
九
九
一
年
）
三
〇
六

－

三
三
二
（
三
四

－

六
〇
）
頁
・
同
一
〇
五
巻
一
号
（
一
九
九
一
年
）
二
五

－

五
〇
頁
、
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伊
藤
昌
司
「
フ
ラ
ン
ス
親
子
法
に
お
け
る
身
分
占
有
」
林
良
平
＝
甲
斐
道
太
郎
︹
編
集
代
表
︺﹃
谷
口
知
平
先
生
追
悼
論
文
集
一  

家
族
法
﹄（
信
山

社
・
一
九
九
二
年
）
二
〇
三

－

二
一
八
頁
、
星
野
茂
「
身
分
占
有
の
概
念
に
関
す
る
若
干
の
考
察
」
明
治
大
学
大
学
院
紀
要
第
二
五
集
（
１
）
法
学

編
（
一
九
八
七
年
）
二
三
七

－

二
五
〇
頁
、
伊
藤
昌
司
「
フ
ラ
ン
ス
一
九
七
二
年
親
子
法
に
お
け
る
身
分
占
有
︱
一
九
八
二
年
六
月
二
五
日
の
法
律

に
よ
る
再
改
正
の
周
辺
（
大
陸
法
部
会
）」
比
較
法
研
究
四
六
（
一
九
八
四
年
）
二
〇
二

－

二
一
三
頁
、
二
宮
周
平
「（
フ
ラ
ン
ス
判
例
研
究
二
〇
）

嫡
出
父
子
関
係
を
争
う
母
の
権
利
と
子
の
身
分
占
有
・
破
棄
院
民
事
第
一
部
一
九
七
七
年
二
月
一
八
日
判
決
」
判
例
タ
イ
ム
ズ
五
一
七
号
（
一
九
八

四
年
）
七
七

－

八
一
頁
、
二
平
先
麿
「
フ
ラ
ン
ス
法
に
お
け
る
嫡
出
の
推
定
と
否
認
」
戸
籍
時
報
三
二
一
号
（
一
九
八
四
年
）
四

－

一
三
頁
、
伊
藤

昌
司
「（
フ
ラ
ン
ス
判
例
研
究
五
）
嫡
出
否
認
に
よ
ら
ず
に
父
子
関
係
を
否
定
し
う
る
と
さ
れ
た
事
例
・
パ
リ
控
訴
院
一
九
七
八
年
一
月
二
四
日
判

決
」
判
例
タ
イ
ム
ズ
四
〇
二
号
（
一
九
八
〇
年
）
四
七

－

四
九
頁
、
田
中
通
裕
「
フ
ラ
ン
ス
に
お
け
る
自
然
親
子
関
係
に
関
す
る
一
考
察
」
法
と

政
治
二
八
巻
三
・
四
号
（
一
九
七
八
年
）
一
六
五

－

二
〇
九
（
四
八
一

－

五
二
五
）
頁
、
二
平
先
麿
「
フ
ラ
ン
ス
法
に
お
け
る
身
分
占
有
（
上
）・

（
下
）」
戸
籍
時
報
二
四
三
号
（
一
九
七
八
年
）
二
五

－

二
九
頁
・
同
二
四
四
号
（
一
九
七
八
年
）
二

－

八
頁
、
滝
沢
聿
代
「
民
集
二
九
巻
四
号
」
法

学
協
会
雑
誌
九
三
巻
八
号
（
一
九
七
六
年
）
一
五
一

－

一
五
九
（
一
三
〇
七

－

一
三
一
五
）
頁
、
有
地
亨
「
フ
ラ
ン
ス
に
お
け
る
親
子
法
の
近
時
の

展
開
」
ジ
ュ
リ
ス
ト
六
〇
五
号
（
一
九
七
六
年
）
一
〇
六

－

一
一
五
頁
、
青
山
尚
史
「
無
効
な
身
分
行
為
の
追
認
︱
判
例
の
追
認
理
論
を
中
心
に

︱
」
盛
岡
短
期
大
学
研
究
報
告
二
四
号
（
一
九
七
三
年
）
五
五

－

六
五
頁
、
青
山
尚
史
「
虚
偽
の
嫡
出
子
出
生
届
と
養
子
縁
組
」
法
律
論
叢
四
三
巻

四
・
五
号
（
一
九
七
〇
年
）
一
五
三

－

一
九
四
頁
、
中
川
善
之
助
「
養
子
縁
組
の
代
諾
者
と
家
に
在
る
父
母
の
意
義
︱
表
見
的
父
母
の
代
諾
に
よ
る

幼
者
縁
組
の
不
成
立
」
民
商
法
雑
誌
九
巻
二
号
（
一
九
三
九
年
）
三
一
七

－

三
二
六
頁
。

⑻　

山
田
・
前
掲
注
⑺
八
〇

－

八
一
頁
。

⑼　

水
野
「
フ
ラ
ン
ス
に
お
け
る
親
子
関
係
の
決
定
と
民
事
身
分
の
保
護
（
一
）」
前
掲
注
⑺
八
頁
参
照
。

⑽　

F. D
EM

O
U

LIN
-A

U
ZA

RY, supra note 6.
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⑾　
Jean-Louis H

A
LPÉR

IN
, L’im

possible C
ode civil, PU

F, Paris, 1992, p. 267.
⑿　

PO
RTA

LIS et PA
ZERY, « C

onsultation sur la validité des m
ariages des protestants en France » , 1770 ; PO

RTA
LIS, D

iscours, rapport et 

travaux inédits sur le C
ode civil, publié par le vicom

te Frédéric Portalis (son petit fils), Paris, 1844, p. 441-491.

⒀　

ISA
M

B
ERT, D

EC
R

U
SY

 et TA
ILLA

N
D

IER
, Recueil général des anciennes lois françaises, depuis l’an 420, jusqu’à la Révolution de 

1789, 30 volum
es, Paris, B

ELIN
-LEPR

IEU
R

, LIB
R

A
IR

E-ED
ITEU

R
, 1829.

⒁　

志
垣
嘉
夫
﹃
フ
ラ
ン
ス
絶
対
王
政
と
領
主
裁
判
権
﹄（
九
州
大
学
出
版
会
・
二
〇
〇
〇
年
）
二
二
七
頁
参
照
。

⒂　

[A
R

M
A

N
D

-G
A

STO
N

 C
A

M
U

S], C
ode m

atrim
onial, ou Recueil com

plet de toutes les loix canoniques et civiles de France, des 

dispositions des C
onciles, des C

apitulaires, O
rdonnances, Édits &

 D
éclarations ; &

 des Arrêts &
 Réglem

ens de tous les Parlem
ens &

 

Tribunaux Souverain, rangés par ordre alphabétique, sur les Q
uestions de M

ariage. N
ouvelle édition par M

***, 2 volum
es, Paris, 1770.

⒃　

カ
ミ
ュ
の
業
績
に
つ
い
て
は
、
以
下
の
論
文
が
参
照
さ
れ
る
。Q

uentin EPR
O

N
, « A

rm
and-G

aston C
am

us. D
u G

allicanism
e à la C

onstitution 

civil du C
lergé », dans D

roits, n˚ 39, 2004, p. 77-90.

⒄　

J. B
. D

EN
ISA

RT, C
ollection de décisions nouvelles et de notions relatives à la jurisprudence actuelle, 14 volum

es, Paris, 1771-1807 ; 

G
U

Y
O

T, Répertoire universel et raisonné de jurisprudence civil, crim
inelle, canonique et bénéficiale, 17 volum

es, Paris, 1784-1785.
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一
　
ト
リ
エ
ン
ト
公
会
議
前
夜
の
婚
姻
の
成
立

１　

両
当
事
者
の
合
意

西
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
に
お
い
て
は
、
宗
教
改
革
に
い
た
る
ま
で
、
カ
ト
リ
ッ
ク
教
会
の
カ
ノ
ン
法
が
婚
姻
に
関
す
る
至
高
の
立
法
で
あ

り
、
婚
姻
を
一
様
に
規
制
し
て
い
た((((
。
お
よ
そ
一
二
世
紀
以
降
の
カ
ト
リ
ッ
ク
教
会
法
が
承
認
し
て
い
た
と
こ
ろ
に
よ
れ
ば
、「
婚
姻

は
合
意
の
み
に
よ
っ
て
締
結
さ
れ
る
」
も
の
で
あ
っ
た((((
。
婚
姻
の
成
立
に
つ
い
て
、
カ
ノ
ン
法
は
多
く
の
慣
習
と
儀
式
を
持
つ
が
、
ト

リ
エ
ン
ト
の
公
会
議
ま
で
、
婚
姻
に
は
「
両
当
事
者
の
合
意
」
が
存
在
す
れ
ば
、
い
か
な
る
手
続
も
必
要
と
は
さ
れ
な
か
っ
た
の
で
あ

る((((
。エ

ラ
ス
ム
ス
は
、﹃
新
約
聖
書
註
解
﹄（
一
五
一
六
年
）
の
な
か
で
、「
今
日
広
く
諸
学
派
に
お
い
て
人
々
が
言
っ
て
い
る
と
こ
ろ
で

あ
る
が
、
合
意
た
だ
そ
れ
の
み
に
よ
っ
て
婚
姻
は
成
就
す
る
と
い
う
こ
と
を
、
現
在
受
け
入
れ
ら
れ
て
い
る
ほ
ど
に
、
天
が
歓
迎
さ
れ

ま
す
よ
う
に((((
」
と
述
べ
、
や
や
含
み
を
持
た
せ
て
い
る
も
の
の
「
合
意
た
だ
そ
れ
の
み
（solo consensu

）」
が
こ
の
時
代
の
婚
姻
成

立
の
要
件
で
あ
る
こ
と
を
示
唆
し
て
い
る
。

婚
姻
の
サ
ク
ラ
メ
ン
ト
の
根
拠
は
、
カ
ト
リ
ッ
ク
教
会
で
使
用
さ
れ
て
き
た
ウ
ル
ガ
ダ
版
聖
書
（
四
〇
五
年
頃
完
成
）
に
依
拠
す

れ
ば
、
新
約
聖
書
の
な
か
で
パ
ウ
ロ
が
婚
姻
を
指
し
て
「
こ
の
サ
ク
ラ
メ
ン
ト
は
偉
大
で
あ
る
（Sacram

entum
 hoc m

agnum
 est

）」

（
エ
フ
ェ
ソ
の
信
徒
へ
の
手
紙V

 132

）
と
述
べ
た
こ
と
に
あ
る
と
さ
れ
る
。
教
会
は
、
婚
姻
を
当
事
者
二
人
の
合
意
に
よ
る
純
粋
な
諾

成
行
為
で
あ
る
と
し
、
そ
の
婚
姻
の
紐
帯
を
聖
な
る
神
の
恵
み
の
し
る
し
と
考
え
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
婚
姻
を
七
つ
の
「
サ
ク
ラ
メ
ン

ト
（
秘
跡
）」
の
う
ち
の
ひ
と
つ
に
数
え
た
。
中
世
カ
ト
リ
ッ
ク
の
成
果
は
、
こ
こ
か
ら
「
婚
姻
非
解
消
の
原
則
」
を
打
ち
立
て
た
こ
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と
で
あ
る
。

し
か
し
、
カ
ト
リ
ッ
ク
の
内
部
で
も
、
婚
姻
が
本
当
に
サ
ク
ラ
メ
ン
ト
か
ど
う
か
と
い
う
議
論
は
続
け
ら
れ
て
い
た
。
エ
ラ
ス
ム
ス

は
、﹃
新
約
聖
書
註
解
﹄
に
お
い
て
、
聖
書
の
ギ
リ
シ
ャ
語
原
典
に
照
ら
し
、
こ
の
問
題
に
取
り
組
ん
で
い
る
。
彼
は
、
問
題
の
個
所

が
ギ
リ
シ
ャ
語
原
典
で
は
「
こ
の
神
秘
は
偉
大
で
あ
る
（Τò μυςτήριον το

το μέγα εσίν

）」
と
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
明
ら
か
に
し
た

上
で
、
こ
れ
を
あ
え
て
ラ
テ
ン
語
で
そ
の
ま
ま 

「
こ
の
神
秘
は
偉
大
で
あ
る
（M

ysterium
 hoc m

agnum
 est

）」
と
訳
し
て
い
る((((
。
そ

の
後
、
カ
ト
リ
ッ
ク
教
会
は
ト
リ
エ
ン
ト
の
公
会
議
に
お
い
て
婚
姻
を
サ
ク
ラ
メ
ン
ト
の
ひ
と
つ
で
あ
る
と
公
式
に
宣
言
す
る
が
、
エ

ラ
ス
ム
ス
に
代
表
さ
れ
る
よ
う
な
聖
書
研
究
の
成
果((((
は
、
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
が
婚
姻
の
サ
ク
ラ
メ
ン
ト
か
ら
袂
を
分
か
つ
上
で
、
理
論

上
の
根
拠
と
さ
れ
た
の
で
あ
る((((
。
カ
ト
リ
ッ
ク
教
会
は
、
神
聖
な
サ
ク
ラ
メ
ン
ト
で
あ
る
婚
姻
に
つ
い
て
、
聖
書
の
言
葉
「
神
が
結
び

付
け
た
も
の
を
、
人
は
断
ち
切
る
な
か
れ
（Q

uod D
eus conjunxit, hom

o non separet.

）」（
マ
タ
イX

IX
 6 ; 

マ
ル
コX

 9

）
を
繰
り

返
す
が
、
カ
ト
リ
ッ
ク
教
会
の
打
ち
立
て
た
「
婚
姻
非
解
消
の
原
則
」
は
、
批
判
に
さ
ら
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。

エ
ラ
ス
ム
ス
は
、
婚
姻
非
解
消
の
原
則
を
次
の
よ
う
に
告
発
し
て
い
る
。
神
が
結
び
付
け
た
も
の
を
人
は
断
ち
切
っ
て
は
な
ら
な
い

と
聖
書
は
教
え
て
い
る
が
、「
し
か
し
悪
く
子
供
時
代
（pueritia

）
が
結
び
付
け
る
の
な
ら
、
ワ
イ
ン
、
盲
目
無
知
の
場
合
に
も
、
売

春
の
あ
っ
せ
ん
女
と
売
春
の
あ
っ
せ
ん
業
者
を
通
じ
て
、
悪
く
悪
魔
が
自
分
の
手
下
た
ち
を
結
び
つ
け
た
の
な
ら
、
こ
れ
を
神
は
自
ら

の
僕
を
通
じ
て
正
し
い
や
り
方
で
お
断
ち
切
り
に
な
る((((
」 
と
述
べ
、
精
神
的
に
未
成
熟
な
子
供
が
取
り
交
わ
し
た
婚
姻
で
あ
っ
て
も
、

解
消
す
る
こ
と
の
で
き
な
い
サ
ク
ラ
メ
ン
ト
で
あ
る
と
考
え
る
こ
と
に
異
議
を
唱
え
た
の
で
あ
る
。

ル
タ
ー
は
﹃
卓
上
語
録
﹄
の
な
か
で
、
親
の
同
意
の
な
い
秘
密
婚
に
対
し
て
、「
も
し
私
の
同
意
な
し
に
、
私
の
娘
が
婚
約
し
、
約

束
を
立
て
よ
う
と
も
、
神
は
こ
の
よ
う
な
婚
姻
を
解
か
れ
る
。
そ
し
て
娘
が
私
の
意
思
を
知
る
と
き
、
神
の
意
思
も
知
る
。
な
ぜ
な

ら
、
そ
れ
こ
そ
神
が
語
っ
た
こ
と
な
の
だ
か
ら((((
」
と
、
自
ら
親
の
立
場
で
語
っ
て
い
る
。
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こ
れ
に
対
し
、
カ
ト
リ
ッ
ク
教
会
は
、
婚
姻
当
事
者
で
あ
る
子
に
対
し
て
、
親
の
同
意
を
得
る
よ
う
勧
告
し
て
は
い
た
が
、
親
の
同

意
を
婚
姻
有
効
の
要
件
と
は
し
て
い
な
か
っ
た
。
カ
ト
リ
ッ
ク
教
会
は
、
両
当
事
者
の
合
意
が
あ
れ
ば
、
親
の
同
意
が
な
く
と
も
、
一

度
取
り
交
わ
さ
れ
た
婚
姻
を
有
効
と
考
え
て
い
た
の
で
あ
る
。

２　

婚
姻
の
約
束
（sponsalia

）
と
秘
密
婚

婚
姻
に
は
慣
例
と
し
て
、
ま
ず
「
未
来
の
言
葉
に
よ
る
婚
姻
の
約
束
（sponsalia per verba de futuro

）」
が
取
り
交
わ
さ
れ
、
将

来
婚
姻
す
る
こ
と
が
当
事
者
同
士
の
間
で
約
束
さ
れ
る
。
こ
れ
は
公
開
で
行
わ
れ
、
指
輪
が
手
渡
さ
れ
る
と
い
う
よ
う
な
象
徴
的

行
為
を
伴
う
。
こ
れ
に
よ
り
、
婚
姻
を
成
就
さ
せ
る
べ
き
道
徳
的
義
務
が
生
じ
る
。
次
い
で
、「
現
在
の
言
葉
に
よ
る
婚
姻
の
約
束

（sponsalia per verba de praesenti

）」
が
取
り
交
わ
さ
れ
る
。
教
会
の
前
に
、
婚
姻
当
事
者
は
お
互
い
に
相
手
を
夫
と
し
、
妻
と
す
る

現
在
形
の
文
言
を
取
り
交
わ
し
、
司
祭
は
二
人
の
結
合
を
祝
福
す
る
の
で
あ
る
。
カ
ト
リ
ッ
ク
教
会
に
と
っ
て
こ
の
瞬
間
は
、
婚
姻
の

祝
福
（bénédiction nuptiale

）
を
二
人
に
与
え
る
非
常
に
重
要
な
時
で
あ
る
。「
現
在
の
言
葉
（
現
在
形
の
言
葉
）」
に
よ
っ
て
結
婚

の
約
束
が
相
互
に
取
り
交
わ
さ
れ
た
結
果
と
し
て
、
自
動
的
に
、
婚
姻
当
事
者
に
サ
ク
ラ
メ
ン
ト
が
も
た
ら
さ
れ
、
解
消
不
可
能
な
婚

姻
の
紐
帯
が
夫
婦
の
間
に
創
造
さ
れ
る
と
考
え
ら
れ
る
か
ら
で
あ
る
。
カ
ト
リ
ッ
ク
教
会
で
与
え
ら
れ
る
婚
姻
の
祝
福
は
、
サ
ク
ラ
メ

ン
ト
が
創
造
さ
れ
た
こ
と
に
対
す
る
祝
福
だ
と
言
う
こ
と
が
で
き
る
で
あ
ろ
う
。

つ
ま
り
、
司
祭
が
サ
ク
ラ
メ
ン
ト
を
も
た
ら
す
の
で
は
な
く
、
サ
ク
ラ
メ
ン
ト
の
原
因
は
、
あ
く
ま
で
も
両
当
事
者
の
合
意
に
お

か
れ
た
。
し
か
し
、
こ
の
合
意
主
義
の
思
想
は
教
会
の
与
り
知
ら
ぬ
と
こ
ろ
で
行
わ
れ
る
秘
密
婚
の
問
題
を
孕
む
も
の
で
あ
っ
た
。

copula carnalis 

の
((((

問
題
も
含
め
、
両
当
事
者
し
か
知
ら
ぬ
婚
姻
の
成
就
の
秘
密
性
、
つ
ま
り
非
公
開
性
と
証
人
の
欠
如
は
、
特
に
批
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判
に
さ
ら
さ
れ
た
。
秘
密
婚
の
問
題
は
、
当
事
者
の
一
方
が
婚
姻
を
否
認
し
第
二
の
婚
姻
を
行
っ
た
場
合
に
は
、
二
重
婚
姻
と
い
う
婚

姻
障
害
を
生
じ
さ
せ
て
し
ま
う
危
険
性
を
孕
ん
で
い
た
か
ら
で
あ
る
。

「
現
在
の
言
葉
」
で
二
人
だ
け
で
婚
姻
を
取
り
交
わ
し
た
場
合
で
あ
れ
、「
未
来
の
言
葉
」
の
後
に
性
関
係
を
持
つ
こ
と
に
よ
っ
て

婚
姻
が
成
立
し
た
場
合
で
あ
れ
、
秘
密
婚
の
問
題
は
、
カ
ト
リ
ッ
ク
教
会
、
世
俗
国
家
の
貴
族
た
ち
の
み
な
ら
ず
、
新
興
の
プ
ロ
テ
ス

タ
ン
ト
教
会
に
と
っ
て
も
、
解
決
す
べ
き
問
題
と
し
て
共
有
さ
れ
る
と
こ
ろ
と
な
る
。
そ
の
後
、
カ
ト
リ
ッ
ク
教
会
は
一
五
四
五
年
か

ら
ト
リ
エ
ン
ト
の
公
会
議
を
開
催
す
る
。
こ
の
公
会
議
に
は
世
俗
国
家
の
代
表
も
派
遣
さ
れ
、
婚
姻
法
改
正
に
向
け
て
始
動
す
る
こ
と

に
な
る
。
一
方
、
フ
ラ
ン
ス
の
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
も
、
独
自
に
婚
姻
に
関
す
る
立
法
を
行
う
動
き
を
見
せ
る
。

３　

フ
ラ
ン
ス
改
革
教
会
の
婚
姻
法

カ
ト
リ
ッ
ク
教
会
は
一
五
四
五
年
か
ら
ト
リ
エ
ン
ト
公
会
議
を
開
催
し
て
い
た
が
、
公
会
議
に
よ
っ
て
婚
姻
法
改
正
の
決
議
が
行
わ

れ
た
の
は
、
一
五
六
三
年
一
一
月
第
二
四
回
総
会
で
の
こ
と
で
あ
っ
た
。
一
方
、
フ
ラ
ン
ス
の
カ
ル
ヴ
ァ
ン
派
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
は
、

公
会
議
の
決
議
よ
り
早
い
一
五
五
九
年
第
一
回
フ
ラ
ン
ス
改
革
派
教
会
全
国
会
議
に
お
い
て
婚
姻
立
法
を
行
っ
て
い
る
。
こ
の
会
議
は

パ
リ
で
開
催
さ
れ
、
そ
の
多
く
が
カ
ル
ヴ
ァ
ン
の
手
か
ら
な
る
と
言
わ
れ
る
﹃
信
仰
告
白
﹄
と
﹃
教
会
規
則
﹄
が
受
け
取
ら
れ
た
。
こ

の
会
議
に
お
け
る
成
果
は
、
婚
姻
訴
訟
を
受
理
す
る
意
向
で
、
婚
姻
に
関
す
る
立
法
を
行
っ
た
こ
と
で
あ
る
。

ベ
ル
（B

EL

）
に
よ
れ
ば
、
パ
リ
に
お
け
る
教
会
会
議
の
決
定
が
婚
姻
に
関
す
る
最
初
の
教
義
を
構
成
す
る
。
そ
し
て
、
そ
の
内
容

は
次
の
六
条
に
と
ど
め
ら
れ
た((((
。
夫
婦
は
契
約
を
取
り
交
わ
し
た
後
、
婚
姻
公
示
（bans

）
を
さ
せ
、
自
ら
の
婚
姻
を
祝
福
さ
せ
な
け

れ
ば
な
ら
な
ら
ず
（
三
三
条
）、
挙
式
が
執
り
行
わ
れ
た
婚
姻
を
登
録
簿
に
記
載
す
る
こ
と
（
三
四
条
）。
各
地
方
の
改
革
派
教
会
に
対
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し
て
は
、
血
縁
関
係
と
姻
戚
関
係
の
婚
姻
障
害
に
関
し
、
カ
ト
リ
ッ
ク
教
会
に
よ
っ
て
禁
止
さ
れ
た
親
等
で
の
婚
姻
を
避
け
る
よ
う
慎

重
に
指
導
さ
れ
て
お
り
（
三
五
条
）、「
世
俗
の
司
法
官
の
権
威
を
何
ら
侵
害
す
る
こ
と
の
な
い
よ
う
に
」、
姦
通
を
理
由
と
し
て
婚
姻

を
解
消
さ
せ
る
権
能
を
持
た
な
い
こ
と
が
述
べ
ら
れ
る
（
三
六
条
）。
さ
ら
に
、「
年
齢
の
達
し
て
い
な
い
」
子
供
は
両
親
の
同
意
が
な

け
れ
ば
婚
姻
す
る
こ
と
が
で
き
ず
、
子
供
の
親
権
に
つ
い
て
は
、
改
革
派
教
会
の
宗
務
局
が
こ
れ
を
制
御
し
う
る
こ
と
（
三
七
条
）。

最
後
に
、「
婚
姻
の
約
束
（sponsalia

）」
の
非
解
消
性
が
肯
定
さ
れ
、
婚
姻
を
不
意
に
襲
う
で
あ
ろ
う
係
争
の
管
轄
権
は
宗
務
局
に
付

与
さ
れ
る
こ
と
が
定
め
ら
れ
て
い
る
（
三
八
条
）。

そ
も
そ
も
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
の
婚
姻
は
、
教
会
組
織
が
立
ち
上
が
る
以
前
か
ら
の
慣
行
と
し
て
、
公
証
人
を
前
に
「
現
在
の
言
葉

で
」
婚
姻
契
約
を
取
り
交
わ
し
た
後
、
牧
師
に
よ
っ
て
祝
福
さ
れ
る
も
の
で
あ
っ
た
。
こ
れ
を
「
ジ
ュ
ネ
ー
ヴ
様
式
（à la m

ode de 

G
enève

）」
の
婚
姻
と
呼
ん
だ((((
。
こ
の
「
ジ
ュ
ネ
ー
ヴ
様
式
」
の
婚
姻
は
、
そ
の
後
、
ア
ン
リ
三
世
が
一
五
七
九
年
五
月
ブ
ロ
ワ
の
オ

ル
ド
ナ
ン
ス
四
四
条
で
公
証
人
に
対
し
「
現
在
の
言
葉
で
」
婚
姻
契
約
を
受
け
と
る
こ
と
を
禁
じ
る
ま
で
続
い
て
い
た
と
考
え
ら
れ

る
。
公
証
人
の
前
で
「
現
在
の
言
葉
で
」
取
り
交
わ
さ
れ
る
婚
姻
契
約
（contrat de m

ariage

）
は
、
カ
ト
リ
ッ
ク
、
プ
ロ
テ
ス
タ
ン

ト
を
問
わ
ず
行
わ
れ
て
い
た
が
、
こ
の
慣
行
を
国
王
立
法
が
禁
止
し
た
の
で
あ
る
。
公
証
人
の
婚
姻
と
の
関
わ
り
は
、
こ
の
ブ
ロ
ワ
の

オ
ル
ド
ナ
ン
ス
以
降
、
教
会
で
の
婚
姻
挙
式
に
先
立
っ
て
行
わ
れ
る
夫
婦
財
産
契
約
な
ど
、
財
産
に
関
す
る
婚
姻
前
の
取
り
決
め
に
立

ち
合
い
、
証
書
を
作
成
す
る
役
割
に
特
化
さ
れ
る
。contrat de m

ariage 

の
語
が
、
婚
姻
契
約
と
い
う
意
味
と
と
も
に
夫
婦
財
産
契
約

の
意
味
も
持
っ
て
い
る
こ
と
は
以
上
の
通
り
、
歴
史
的
に
興
味
深
い
と
こ
ろ
で
あ
る((((
。

と
こ
ろ
で
、
ド
ゥ
ニ
ザ
ー
ル
に
よ
れ
ば
、「
ド
イ
ツ
の
宗
務
局
は
、
婚
姻
を
サ
ク
ラ
メ
ン
ト
と
し
て
で
は
な
く
、
民
事
契
約
と
し
て

し
か
み
な
さ
な
い
と
い
う
自
称
改
革
派
婚
姻
思
想
の
原
則
に
従
っ
て
、
婚
姻
の
解
消
を
言
い
渡
し
、
離
婚
を
認
め
る
こ
と
が
で
き
た
」。

し
か
し
、
ア
ン
シ
ャ
ン
・
レ
ジ
ー
ム
の
フ
ラ
ン
ス
で
は
、
カ
ル
ヴ
ァ
ン
派
は
も
ち
ろ
ん
、
ア
ル
ザ
ス
の
ル
タ
ー
派
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
に
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お
い
て
も
離
婚
は
認
め
ら
れ
て
い
な
か
っ
た((((
。
こ
の
カ
ル
ヴ
ァ
ン
派
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
教
会
が
、
一
五
五
九
年
第
一
回
フ
ラ
ン
ス
改
革

派
教
会
全
国
会
議
に
お
い
て
、
す
で
に
「
婚
姻
の
約
束
（sponsalia

）」
の
非
解
消
性
を
肯
定
し
、
婚
姻
を
不
意
に
襲
う
で
あ
ろ
う
係

争
の
管
轄
権
を
宗
務
局
に
付
与
し
て
い
る
点
は
、
婚
姻
の
裁
判
管
轄
権
を
考
察
す
る
上
で
は
重
要
で
あ
ろ
う
。

ト
リ
エ
ン
ト
公
会
議
前
夜
に
お
い
て
カ
ト
リ
ッ
ク
教
会
の
裁
判
管
轄
権
は
、
サ
ク
ラ
メ
ン
ト
が
関
わ
る
婚
姻
の
絆
が
介
在
し
て
い
る

問
題
だ
け
に
照
準
を
定
め
て
い
た((((
。
一
六
世
紀
に
お
い
て
、
カ
ト
リ
ッ
ク
教
会
は
、
婚
姻
の
約
束
の
実
行
、
婚
姻
故
障
の
申
立
て
、
婚

姻
無
効
の
申
立
て
、
別
居
に
関
す
る
領
域
の
訴
訟
を
管
轄
し
て
い
た
の
で
あ
る((((
。
つ
ま
り
、
そ
れ
以
外
の
民
事
効
果
の
領
域
が
世
俗
の

裁
判
官
の
管
轄
で
あ
っ
た
。
と
こ
ろ
が
、
宗
教
改
革
が
お
こ
る
と
婚
姻
の
領
域
に
も
影
響
が
も
た
ら
さ
れ
る
。
ル
タ
ー
も
、
カ
ル
ヴ
ァ

ン
も
、
婚
姻
が
サ
ク
ラ
メ
ン
ト
で
あ
る
こ
と
を
否
定
し
た
。
そ
し
て
、
フ
ラ
ン
ス
の
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
は
、
一
五
五
九
年
パ
リ
で
第
一

回
フ
ラ
ン
ス
改
革
派
教
会
全
国
会
議
を
開
催
し
、
独
自
の
教
義
を
持
つ
に
至
っ
た
が
、
そ
の
会
議
の
な
か
で
姦
通
と
い
う
重
要
な
問
題

を
世
俗
の
裁
判
官
の
手
に
委
ね
る
こ
と
が
決
議
さ
れ
て
い
る
。
姦
通
は
身
体
に
対
す
る
犯
罪
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
教
会
の
管
轄
権
か
ら

切
り
離
し
、
世
俗
の
裁
判
官
の
管
轄
権
に
委
ね
る
べ
き
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
た
の
で
あ
ろ
う
。
ま
た
、「
婚
姻
の
約
束
（sponsalia

）」

の
非
解
消
性
が
肯
定
さ
れ
、
婚
姻
に
関
す
る
係
争
の
裁
判
管
轄
権
が
宗
務
局
に
認
め
ら
れ
て
い
る
。

宗
教
改
革
以
降
、
フ
ラ
ン
ス
で
は
、
カ
ト
リ
ッ
ク
教
会
、
国
家
、
改
革
派
教
会
と
い
っ
た
三
つ
の
勢
力
が
そ
れ
ぞ
れ
婚
姻
に
関
す
る

立
法
を
行
う
時
代
に
入
っ
た
。
そ
の
い
ず
れ
が
婚
姻
の
裁
判
管
轄
権
を
持
つ
か
と
い
う
裁
判
管
轄
権
の
問
題
は
、
異
な
る
宗
教
間
の
婚

姻
（m

ariage m
ixte

）
に
お
い
て
顕
著
と
な
る
の
で
あ
る
。
こ
れ
よ
り
我
々
は
、
一
六
世
紀
に
お
い
て
は
、
婚
姻
に
関
す
る
裁
判
管
轄

権
が
、
婚
姻
の
立
法
の
管
轄
権
か
ら
演
繹
さ
れ
て
い
た
と
い
う
こ
と
を
確
認
す
る
で
あ
ろ
う
。
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注
⒅　

カ
ト
リ
ッ
ク
の
宗
規
で
あ
る
カ
ノ
ン
法
は
数
多
く
の
婚
姻
障
害
を
設
け
て
い
た
。
一
夫
一
婦
制
（m

onogam
ie

）。
男
一
四
歳
ま
で
、
女
一
二
歳
ま

で
の
婚
姻
の
禁
止
。
四
親
等
ま
で
の
婚
姻
の
禁
止
な
ど
で
あ
る
。
他
に
、
聖
職
者
や
修
道
士
の
婚
姻
の
禁
止
な
ど
が
あ
る
。
た
だ
し
、
教
会
は
場
合

に
よ
り
こ
れ
ら
の
障
害
に
免
除
を
認
め
る
こ
と
も
で
き
た
。
カ
ノ
ン
法
の
婚
姻
障
害
の
数
は
多
い
が
、
婚
姻
障
害
か
ら
逃
れ
る
た
め
の
口
実
も
ま
た

多
か
っ
た
と
い
え
よ
う
。A

. B
U

R
G

U
IER

E &
 F. LEB

R
U

N
, supra note 5, p. 21. 

オ
リ
ヴ
ィ
エ
＝
マ
ル
タ
ン
︹
著
︺
塙
浩
︹
訳
︺﹃
フ
ラ
ン
ス
法
制

史
概
説
﹄（
創
文
社
・
一
九
八
六
年
）
四
〇
二
頁
参
照
。

⒆　

辻
「
親
の
婚
姻
同
意
権
（
一
）
︱ 

近
世
バ
イ
エ
ル
ン
法
史
に
即
し
て 

︱
」
前
掲
注
⑸
三
頁
参
照
。

⒇　

J. B
A

SD
EVA

N
T, supra note 2, p. 61 ; J. G

A
U

D
EM

ET, « La form
ation de la théorie canonique du m

ariage », dans Revue de droit 

canonique, tom
e 32, n˚ 2, juin 1982, p. 108. 

オ
リ
ヴ
ィ
エ
＝
マ
ル
タ
ン
・
前
掲
注
⒅
九
七
二
頁
。

�　

ER
A

SM
E, C

O
M

PLEC
TEN

S N
O

VVM
 TESTAM

EN
TVM

, 1516 ; ER
A

SM
E, D

ESID
ERII ERASM

I RO
TERO

D
AM

I O
PERA O

M
N

IA 

EM
EN

D
ATIO

RA ET AVC
TIO

RA, AD
 O

PTIM
AS ED

ITIO
N

ES, PRAEC
IPVE Q

VAS IPSE ERASM
VS PO

STREM
O

 C
VRAVIT, SVM

M
A FID

E 

EXAC
TA, D

O
C

TO
RVM

Q
VE VIRO

RVM
 N

O
TIS ILLVSTRATA, TO

M
E SEX

TV
M

, LV
G

D
V

N
I B

ATAV
O

RV
M

, C
urâ et im

pensis PETR
I 

VA
N

D
ER

 A
A

, M
D

C
C

V, C
um

 speciali Privilegio Illustr. ac. Praepotent. O
rdd. H

oll. &
 W

est-Frisiae, 98, F (republished by The G
regg Press 

Lim
ited, London, Printed in B

elgium
, 1962).

�　

ER
A

SM
E, C

O
M

PLEC
TEN

S N
O

VVM
 TESTAM

EN
TVM

, supra note 21., 855, A
 ; 856, A

.

�　

エ
ラ
ス
ム
ス
の
﹃
新
約
聖
書
註
解
﹄（
一
五
一
六
年
）
は
、
新
約
聖
書
の
ギ
リ
シ
ャ
語
原
典
、
そ
の
新
ラ
テ
ン
語
訳
と
エ
ラ
ス
ム
ス
の
注
か
ら
構

成
さ
れ
て
い
る
。
慎
重
で
あ
っ
た
エ
ラ
ス
ム
ス
は
、
法
王
レ
オ
十
世
に
こ
れ
を
献
呈
し
て
い
る
が
、
エ
ラ
ス
ム
ス
の
ラ
テ
ン
語
訳
は
、
四
世
紀
か

ら
五
世
紀
に
か
け
て
聖
ヒ
エ
ロ
ニ
ム
ス
が
訳
し
た
ウ
ル
ガ
タ
と
は
相
当
異
な
る
も
の
と
な
っ
た
。
カ
ト
リ
ッ
ク
教
会
の
教
義
の
基
礎
で
あ
っ
た
も
の
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が
、
訂
正
さ
れ
た
と
い
う
点
で
、
エ
ラ
ス
ム
ス
は
後
世
に
影
響
を
与
え
る
画
期
的
な
事
業
を
行
っ
た
の
で
あ
っ
た
。
グ
ー
テ
ン
ベ
ル
ク
に
よ
る
活
版

印
刷
術
の
発
明
、
そ
れ
に
よ
る
印
刷
物
の
増
加
、
読
者
層
の
拡
大
が
こ
れ
を
支
え
た
こ
と
は
い
う
ま
で
も
な
い
。
こ
れ
に
対
し
、
カ
ト
リ
ッ
ク
教
会

は
、
ウ
ル
ガ
タ
を
一
五
四
六
年
ト
リ
エ
ン
ト
の
公
会
議
に
お
い
て
カ
ト
リ
ッ
ク
教
会
の
公
式
書
と
し
て
認
知
し
た
。
松
田
智
︹
責
任
編
集
︺﹃
世
界

の
歴
史
７
﹄（
中
央
公
論
社
・
一
九
六
九
年
）
二
八
〇

－

二
八
一
頁
参
照
。

�　

カ
ル
ヴ
ァ
ン
︹
著
︺
森
井
真
︹
訳
︺﹃
カ
ル
ヴ
ァ
ン
・
新
約
聖
書
註
解
Ｘ
ガ
ラ
テ
ヤ
・
エ
ペ
ソ
書
﹄（
新
教
出
版
社
・
一
九
八
五
年
九
版
）
二
五
八

－

二
五
九
頁
参
照
。

�　

ER
A

SM
E, C

O
M

PLEC
TEN

S N
O

VVM
 TESTAM

EN
TVM

, supra note 21, p. 698 D
-E.

�　

LU
TH

ER
, Propos de Table (Tischreden), trad. Louis Sauzin, Edition M

ontaigne, Paris, 1932, p. 351.

�　

カ
ト
リ
ッ
ク
教
会
が
婚
姻
に
関
し
て
法
律
を
制
定
す
る
た
め
の
唯
一
の
権
限
を
有
し
て
い
た
時
代
に
は
、「
未
来
の
言
葉
に
よ
る
婚
姻
の
約
束
」

の
後
、 copula calnalis

（
肉
体
関
係
）
が
生
じ
れ
ば
婚
姻
は
成
立
す
る
と
考
え
ら
れ
て
い
た
。A

. ESM
EIN

, Le m
ariage en droit canonique, tom

e 

prem
ier, supra note 5, p. 201 ; A

. LEFEB
V

R
E-TEILLA

R
D

, Autour de l’enfant D
u droit canonique et rom

ain m
édiéval au C

ode C
ivil de 

1804, supra note 5, p. 31.

�　

P. B
ELS, supra note 2, p. 97-98.

�　

P. B
ELS, supra note 2, p. 98 ; E. B

O
N

IFA
C

E, supra note 2, p. 45.

�　

contrat de m
ariage 

の
語
は
、
あ
る
と
き
は
、
夫
婦
を
か
た
ち
づ
く
る
合
意
（convention

）
を
意
味
す
る
。
婚
姻
に
関
す
る
概
論
を
執
筆
し
た
ポ

チ
エ
（PO

TH
IER

）
が
﹃
婚
姻
契
約
（contrat de m

ariage

）﹄
の
タ
イ
ト
ル
で
意
味
し
た
の
が
こ
れ
で
あ
る
。
ま
た
あ
る
と
き
は
、
ポ
チ
エ
は
婚
姻

を
目
指
し
て
決
定
さ
れ
る
民
事
的
合
意
（les conventions civiles

）
を
含
む
証
書
を
意
味
し
て
い
る
。
後
者
の
意
味
で
の contrat de m

ariage 

は
一

般
的
に
、
公
証
人
の
前
で
、
保
存
用
の
原
本
を
伴
い
取
り
交
わ
さ
れ
る
も
の
で
あ
る
。D

EN
ISA

RT, supra note 17, éd. 1786, « C
O

N
TR

AT D
E 
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M
A

R
IA

G
E », p. 477.

�　
D

EN
ISA

RT, supra note 17, éd. 1786, tom
e V, « C

O
N

SISTO
IR

E D
ES PR

O
TESTA

N
S », p. 333. 

ま
た
、
ド
イ
ツ
に
お
け
る
プ
ロ
テ
ス
タ
ン

ト
の
離
婚
の
問
題
に
関
し
て
は
以
下
の
文
献
が
参
照
さ
れ
る
。 

藤
田
貴
宏
「
別
居
か
ら
離
婚
へ
︱
一
七
世
紀
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
離
婚
法
学
（
一
）・

（
二
・
完
）」
独
協
法
学
七
四
（
二
〇
〇
八
年
）
二
六
四

－

一
八
三
頁
・
同
七
五
（
二
〇
〇
八
年
）
二
七
〇

－

一
七
一
頁
。

�　

J. B
A

SD
EVA

N
T, supra note 2, p. 137-138. 

�　

Ibid., p. 137-138.

二
　
国
家
に
よ
る
婚
姻
立
法

１　

国
王
に
よ
る
婚
姻
立
法
と
カ
ト
リ
ッ
ク
教
会

親
の
同
意
が
な
く
と
も
、
両
当
事
者
の
合
意
が
あ
れ
ば
婚
姻
を
有
効
と
考
え
る
カ
ト
リ
ッ
ク
教
会
に
真
っ
向
か
ら
反
対
し
た
の
は
、

プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
ば
か
り
で
は
な
か
っ
た
。
フ
ラ
ン
ス
の
貴
族
た
ち
も
、
親
の
同
意
の
な
い
秘
密
婚
を
問
題
と
し
て
い
た
の
で
あ
る
。

当
時
、
秘
密
婚
や
婚
姻
目
的
の
誘
拐
な
ど
、
親
の
意
に
添
わ
な
い
婚
姻
の
有
効
性
が
、
貴
族
た
ち
の
間
で
議
論
さ
れ
て
い
た((((
。
モ
ン
モ

ラ
ン
シ
ー
（M

O
N

TM
O

R
EN

C
Y

）
事
件((((
は
、
国
王
を
も
巻
き
込
ん
だ
秘
密
婚
の
事
件
で
あ
っ
た
が
、
こ
の
事
件
の
後
、
フ
ラ
ン
ス
国

王
ア
ン
リ
二
世
は
、
ト
リ
エ
ン
ト
の
公
会
議
が
婚
姻
に
つ
い
て
決
議
す
る
の
を
待
た
ず
、
国
家
法
で
秘
密
婚
に
対
抗
し
よ
う
と
す
る
。

秘
密
婚
を
防
ぐ
た
め
の
最
初
の
国
王
立
法
、
一
五
五
六
年
二
月
「
秘
密
婚
に
対
抗
す
る
た
め
の
勅
令((((
」
に
よ
っ
て
、
国
王
は
、
親
の
同
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意
の
な
い
秘
密
婚
を
し
た
子
を
相
続
廃
除
に
し
、
合
意
の
み
に
よ
る
婚
姻
を
有
効
と
認
め
な
い
態
度
を
明
ら
か
に
し
て
い
る
。
ア
ン
リ

二
世
は
、
国
王
立
法
を
通
じ
て
、
貴
族
た
ち
の
婚
姻
を
注
意
深
く
監
視
し
よ
う
と
し
た
の
で
あ
る((((
。

一
方
、
カ
ト
リ
ッ
ク
教
会
は
、
一
五
六
三
年
一
一
月
ト
リ
エ
ン
ト
の
公
会
議
第
二
四
回
総
会
に
お
い
て
、
婚
姻
に
関
す
る
重
要
な
決

議
を
行
っ
た
。
婚
姻
は
、
既
に
一
五
四
七
年
第
七
回
総
会
で
七
つ
の
サ
ク
ラ
メ
ン
ト
の
一
つ
で
あ
る
こ
と
が
確
認
さ
れ
て
い
た
が((((
、
第

二
四
回
総
会
に
お
い
て
は
、
婚
姻
を
サ
ク
ラ
メ
ン
ト
で
な
い
と
言
う
者
に
ア
ナ
テ
マ
（
破
門
制
裁
）
を
宣
言
し
、
改
め
て
サ
ク
ラ
メ
ン

ト
で
あ
る
こ
と
が
確
認
さ
れ
た
（「
婚
姻
の
サ
ク
ラ
メ
ン
ト
に
つ
い
て
の
規
定
」
カ
ノ
ン
一
条
）
の
で
あ
る((((
。
ま
た
、
自
由
な
合
意
に

も
と
づ
く
秘
密
婚
を
認
め
る
一
方
で
、
婚
姻
の
成
立
に
は
主
任
司
祭
と
証
人
の
立
ち
合
い
を
命
じ
て
い
る
（「
タ
ム
エ
ト
シ
令((((
」）。
こ

の
「
タ
ム
エ
ト
シ
令
」
は
、
親
の
同
意
を
婚
姻
の
要
件
と
し
た
い
貴
族
た
ち
の
意
向
を
退
け
る
一
方
で((((
、
主
任
司
祭
と
二
人
ま
た
は
三

人
の
証
人
の
面
前
で
挙
式
す
る
こ
と
を
条
件
に
、
両
者
の
合
意
が
あ
る
婚
姻
を
有
効
と
し
た
。
つ
ま
り
、
カ
ト
リ
ッ
ク
教
会
は
中
世
か

ら
の
伝
統
を
踏
襲
し
、
夫
婦
の
合
意
に
サ
ク
ラ
メ
ン
ト
の
成
立
を
見
て
い
る
が
、
た
だ
し
そ
の
成
立
は
司
祭
と
二
人
ま
た
は
三
人
の
証

人
の
立
ち
合
い
が
な
け
れ
ば
果
た
さ
れ
な
い
も
の
と
な
っ
た
の
で
あ
る
。

こ
の
「
婚
姻
の
サ
ク
ラ
メ
ン
ト
に
つ
い
て
の
規
定
」
カ
ノ
ン
一
二
条
は
次
の
よ
う
に
述
べ
、
婚
姻
に
関
す
る
教
会
の
裁
判
管
轄
権
を

侵
害
す
る
者
に
対
し
て
破
門
の
脅
か
し
で
牽
制
し
て
い
る
。

（
カ
ノ
ン
一
二
条
）
教
会
の
裁
判
官
に
よ
る
婚
姻
訴
訟
に
配
慮
し
な
い
と
い
う
者
は
、
破
門
と
な
る((((
。

ア
ン
リ
二
世
は
、
ト
リ
エ
ン
ト
の
公
会
議
の
決
定
を
待
た
ず
、
既
に
国
家
法
で
秘
密
婚
に
対
抗
す
る
た
め
の
立
法
を
行
っ
て
い
た

が
、
カ
ノ
ン
一
二
条
は
、
婚
姻
に
関
わ
る
立
法
を
行
う
と
同
時
に
、
婚
姻
に
関
す
る
裁
判
管
轄
権
を
教
会
か
ら
奪
お
う
と
す
る
世
俗
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の
権
威
に
対
す
る
カ
ト
リ
ッ
ク
教
会
か
ら
の
異
議
申
し
立
て
で
あ
る
と
言
う
こ
と
が
で
き
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。「
法
律
を
つ
く

る
権
利
は
、
お
の
ず
と
そ
の
法
律
自
体
へ
の
違
反
を
判
断
す
る
権
利
を
奪
う
も
の
で
あ
る
」（
ル
・
ヴ
ェ
イ
エ
ー
ル
・
ド
・
ブ
ー
テ
ィ

ニ ; Le Vayer de B
O

U
TIG

N
Y

）
((((

と
も
、「
婚
姻
を
裁
判
す
る
権
利
は
、
婚
姻
に
つ
い
て
立
法
す
る
権
利
の
必
然
的
帰
結
で
あ
る
」

（
ジ
ュ
ー
ル
・
バ
ス
ド
ゥ
ヴ
ァ
ン ; Jules B

A
SD

EVA
N

T

）
((((

と
も
言
わ
れ
て
い
る
。
そ
の
後
、
国
家
は
未
成
年
者
の
秘
密
婚
を
「
か
ど

わ
か
し
（rapt
）」
の
犯
罪
と
し
て
訴
追
す
る
た
め
の
立
法
を
立
て
続
け
に
行
う
。
一
五
七
九
年
五
月
「
ブ
ロ
ワ
の
オ
ル
ド
ナ
ン
ス
」、

一
六
二
九
年
一
月
オ
ル
ド
ナ
ン
ス
（「
ミ
シ
ョ
ー
法
典
」）、
一
六
三
九
年
一
一
月
二
六
日
国
王
宣
言
と
い
っ
た
国
王
立
法
は
、「
か
ど
わ

か
し
」
に
よ
る
婚
姻
を
犯
罪
と
し
て
禁
じ
て
い
る((((
。
一
五
五
六
年
二
月
勅
令
を
確
認
す
る
一
五
七
九
年
ブ
ロ
ワ
の
オ
ル
ド
ナ
ン
ス
は
、

婚
姻
当
事
者
が
二
五
歳
以
下
で
あ
り
、
親
の
同
意
の
な
い
場
合
に
は
、「
か
ど
わ
か
し
」
を
推
定
し
て
さ
え
い
る
。
親
の
同
意
の
な
い

秘
密
婚
は
決
し
て
有
効
で
は
な
い
と
す
る
立
場
の
者
か
ら
す
れ
ば
、
秘
密
婚
と
は
誘
拐
で
あ
り
、「
か
ど
わ
か
し
」
と
い
う
犯
罪
と
し

て
世
俗
の
権
力
が
罰
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
も
の
だ
っ
た
の
で
あ
る
。

こ
の
た
め
、「
か
ど
わ
か
し
」
の
審
理
が
国
王
裁
判
所
で
開
始
さ
れ
る
と
、
教
会
裁
判
所
は
既
に
開
始
さ
れ
て
い
た
婚
姻
の
有
効
性

を
問
う
審
理
を
や
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た((((
。
カ
ミ
ュ
の
﹃
婚
姻
法
典
﹄
に
よ
れ
ば
、
ブ
ロ
ワ
で
開
催
さ
れ
た
三
部
会
に
お
い
て
、

「
か
ど
わ
か
し
」
の
訴
え
に
よ
っ
て
婚
姻
に
関
す
る
教
会
の
裁
判
管
轄
権
が
妨
げ
ら
れ
る
こ
と
の
な
い
よ
う
、
聖
職
者
た
ち
は
は
や
く

も
一
五
七
七
年
二
月
八
日
付
の
陳
情
書
（cahier

）
の
な
か
で
国
王
に
懇
願
し
て
い
る((((
。
サ
ク
ラ
メ
ン
ト
に
関
わ
る
こ
と
ゆ
え
、
婚
姻

の
無
効
は
カ
ト
リ
ッ
ク
の
教
会
裁
判
所
で
し
か
宣
言
す
る
こ
と
を
許
さ
れ
な
い
は
ず
だ
が
、
一
方
の
当
事
者
に
対
し
て
行
使
さ
れ
た
暴

力
的
行
為
は
、
そ
の
者
の
同
意
を
無
効
に
す
る
と
解
し
、
国
家
は
「
か
ど
わ
か
し
」
の
結
果
と
し
て
の
婚
姻
に
つ
い
て
有
効
に
取
り
交

わ
さ
れ
て
い
な
い
と
宣
言
す
る
こ
と
が
で
き
た
の
で
あ
る((((
。
こ
の
よ
う
に
、「
か
ど
わ
か
し
」
の
犯
罪
は
、
国
家
が
カ
ト
リ
ッ
ク
教
会

か
ら
婚
姻
に
関
す
る
裁
判
管
轄
権
を
奪
う
上
で
の
突
破
口
と
な
っ
た
の
で
あ
る
。
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裁
判
管
轄
権
の
抵
触

一
六
世
紀
、
主
権
国
家
の
出
現
と
宗
教
改
革
が
ほ
ぼ
同
時
に
進
行
し
た
こ
と
は
興
味
深
い
。
カ
ノ
ン
一
二
条
は
婚
姻
訴
訟
に
対
し
て

教
会
の
裁
判
官
が
裁
判
管
轄
権
を
持
た
な
い
と
言
う
者
に
破
門
を
宣
言
し
た
が
、
こ
れ
は
カ
ト
リ
ッ
ク
教
会
が
婚
姻
法
を
制
定
す
る
た

め
の
唯
一
の
権
限
を
有
し
て
い
た
時
代
の
終
焉
を
示
唆
す
る
も
の
で
あ
る
。
国
家
は
自
ら
婚
姻
立
法
を
行
う
こ
と
に
よ
っ
て
、
そ
れ
ま

で
カ
ト
リ
ッ
ク
教
会
が
独
占
し
て
い
た
婚
姻
の
裁
判
管
轄
権
に
異
議
を
申
し
立
て
て
い
た
。
こ
の
動
き
に
対
し
て
、
フ
ラ
ン
ス
の
プ
ロ

テ
ス
タ
ン
ト
も
ま
た
宗
務
局
（consistoire

）
に
お
い
て
信
者
の
婚
姻
訴
訟
を
受
理
す
る
意
向
を
表
明
し
て
い
た
。
婚
姻
の
裁
判
管
轄

権
は
、
婚
姻
に
関
す
る
立
法
の
管
轄
権
か
ら
導
き
出
さ
れ
る
も
の
で
あ
る
。
フ
ラ
ン
ス
で
は
、
一
六
世
紀
半
ば
に
、
カ
ト
リ
ッ
ク
教

会
、
国
家
、
改
革
派
教
会
と
い
っ
た
三
つ
の
勢
力
の
裁
判
管
轄
権
が
競
合
す
る
時
代
に
入
っ
た
。
つ
ま
り
、
カ
ト
リ
ッ
ク
の
教
会
裁
判

所
、
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
の
宗
務
局
、
そ
し
て
国
王
裁
判
所
の
間
に
お
け
る
、
裁
判
管
轄
権
の
抵
触
（conflit de juridiction

）
が
問
題

と
な
る
。

婚
姻
訴
訟
に
お
け
る
裁
判
管
轄
に
つ
い
て
は
、
ア
ン
リ
四
世
の
一
五
九
八
年
「
ナ
ン
ト
の
勅
令
」（「
和
平
勅
令
（Édit de 

pacification

）」）
個
別
条
項
四
一
条((((
が
こ
れ
を
決
定
し
て
い
る
。
個
別
条
項
四
一
条
は
、
婚
姻
訴
訟
に
お
け
る
裁
判
管
轄
権
を
次
の
よ

う
に
規
定
す
る
。（　

）
内
補
足
は
、
引
用
者
に
よ
る
。

（
個
別
条
項
四
一
条
）
当
該
宗
教
の
者
（
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
）
た
ち
に
よ
っ
て
行
わ
れ
、
そ
し
て
取
り
交
わ
さ
れ
た
婚
姻
の
有

効
性
に
つ
い
て
判
断
し
、
婚
姻
が
合
法
か
ど
う
か
を
決
定
す
る
た
め
に
は
、
当
該
宗
教
の
者
（
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
）
が
被
告
な
ら

ば
、
こ
の
場
合
に
は
、
国
王
の
裁
判
官
が
当
該
婚
姻
の
事
実
の
裁
判
権
を
有
す
る
。
そ
し
て
、
当
該
宗
教
の
者
（
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
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ト
）
が
原
告
で
、
被
告
が
カ
ト
リ
ッ
ク
の
場
合
に
は
、
そ
の
裁
判
管
轄
権
は
カ
ト
リ
ッ
ク
教
会
裁
判
所
裁
判
官
（official

）
お
よ

び
教
会
の
裁
判
官
に
属
す
る
。
両
当
事
者
が
当
該
宗
教
の
者
（
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
）
で
あ
る
な
ら
ば
、
裁
判
管
轄
権
は
国
王
の
裁

判
官
に
属
す
る
。

第
一
に
、
原
告
も
被
告
も
カ
ト
リ
ッ
ク
の
場
合
に
は
、
カ
ト
リ
ッ
ク
の
教
区
裁
判
所
（officialité

）
の
教
会
裁
判
所
裁
判
官

（official

）
が
裁
判
管
轄
権
を
持
つ
。
こ
れ
は
条
文
に
明
記
さ
れ
て
い
な
い
が
、
国
家
に
と
っ
て
自
明
の
前
提
で
あ
る
と
指
摘
す
る
こ

と
が
で
き
る
。
実
際
、
革
命
ま
で
、
教
区
裁
判
所
は
カ
ト
リ
ッ
ク
教
徒
の
婚
姻
の
有
効
性
に
対
し
て
裁
判
管
轄
権
を
持
ち
続
け
る
の
で

あ
る
。

第
二
に
、
原
告
も
被
告
も
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
の
婚
姻
訴
訟
に
つ
い
て
は
、
国
王
裁
判
所
が
管
轄
す
る
こ
と
が
規
定
さ
れ
、
プ
ロ
テ
ス

タ
ン
ト
の
宗
務
局
の
裁
判
管
轄
権
を
完
全
に
否
定
し
て
い
る
。
事
実
、
そ
の
後
一
度
も
、
国
家
は
明
示
的
に
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
の
宗
務

局
に
対
し
て
婚
姻
訴
訟
の
管
轄
を
認
め
る
こ
と
は
な
か
っ
た
。
時
代
は
さ
が
る
が
、
ル
イ
一
四
世
は
、
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
の
宗
務
局
の

婚
姻
問
題
へ
の
介
入
を
国
王
立
法
で
明
確
に
阻
止
し
て
い
る
こ
と
を
指
摘
す
る
こ
と
が
で
き
る((((
。

第
三
に
、
カ
ト
リ
ッ
ク
と
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
の
婚
姻
の
有
効
性
を
判
断
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
場
合
に
は
、
被
告
が
カ
ト
リ
ッ
ク
で

あ
る
か
、
そ
れ
と
も
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
で
あ
る
か
に
よ
っ
て
、
管
轄
裁
判
所
が
決
定
さ
れ
た
。
こ
こ
で
は
、「
原
告
は
被
告
の
法
廷
に

従
う
（actor sequitur forum

 rei

）」
の
原
則
が
活
か
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
す
な
わ
ち
、
原
告
が
カ
ト
リ
ッ
ク
で
、
被
告
が

プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
の
場
合
に
つ
い
て
は
、
国
王
裁
判
所
が
裁
判
管
轄
権
を
持
つ
こ
と
が
規
定
さ
れ
て
い
る
。
つ
ま
り
、
こ
れ
は
婚
姻
の

他
方
当
事
者
で
あ
る
カ
ト
リ
ッ
ク
信
者
に
つ
い
て
カ
ト
リ
ッ
ク
教
会
は
裁
判
管
轄
権
を
持
た
な
い
こ
と
を
意
味
す
る
。「
ナ
ン
ト
の
勅

令
」
個
別
条
項
四
一
条
は
、
こ
う
し
て
婚
姻
訴
訟
の
裁
判
管
轄
権
を
主
張
す
る
カ
ノ
ン
一
二
条
を
侵
害
し
た
の
で
あ
る
。
こ
の
侵
害
は
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カ
ト
リ
ッ
ク
と
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
の
婚
姻
そ
れ
自
体
を
禁
止
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
予
め
封
じ
込
め
る
こ
と
が
可
能
で
あ
る
。
実
際
、
一

六
八
〇
年
カ
ト
リ
ッ
ク
教
会
か
ら
の
建
言
を
受
け
た
ル
イ
一
四
世
は
、
同
年
一
一
月
の
勅
令
に
よ
っ
て
、
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
と
カ
ト

リ
ッ
ク
の
婚
姻
を
禁
じ
て
い
る
。
こ
の
立
法
措
置
は
、
ロ
ー
マ
教
皇
と
の
緊
張
関
係
が
続
く
な
か
に
お
い
て
、
国
王
と
国
内
カ
ト
リ
ッ

ク
聖
職
者
た
ち
と
の
蜜
月
を
感
じ
さ
せ
る
も
の
で
あ
る((((
。

そ
も
そ
も
、
カ
ト
リ
ッ
ク
と
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
で
は
、
婚
姻
の
性
質
が
異
な
る
。
カ
ト
リ
ッ
ク
に
と
っ
て
婚
姻
は
合
意
を
神
聖
化
し

た
サ
ク
ラ
メ
ン
ト
と
し
て
考
え
る
の
に
対
し
、
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
に
と
っ
て
婚
姻
は
合
意
そ
の
も
の
で
あ
る
。
そ
し
て
、
国
家
は
プ
ロ

テ
ス
タ
ン
ト
の
婚
姻
を
民
事
契
約
で
あ
る
と
し
て
、
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
の
婚
姻
の
有
効
性
が
問
題
と
な
っ
て
い
る
事
件
を
自
ら
の
裁
判

管
轄
権
に
帰
属
さ
せ
る
こ
と
を
示
し
た
。
こ
の
管
轄
規
定
に
従
え
ば
、
原
告
が
カ
ト
リ
ッ
ク
で
被
告
が
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
の
場
合
に
お

い
て
、
そ
し
て
両
当
事
者
が
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
の
場
合
に
お
い
て
、
国
王
の
裁
判
官
は
裁
判
管
轄
権
を
持
ち
、
正
義
を
分
配
す
る
義
務

を
果
た
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

ド
ゥ
ニ
ザ
ー
ル
に
よ
れ
ば
、
裁
判
官
の
管
轄
と
は
、
裁
判
官
が
事
件
を
審
理
す
る
権
利
の
こ
と
で
あ
る((((
。
事
案
は
、「
純
粋
に
人
的

訴
え
（action purem

ent personnelle

）」
で
あ
る
の
か
、
そ
れ
と
も
「
純
粋
に
物
的
訴
え
（action purem

ent réelle

）」、
ま
た
は
「
混

合
の
訴
え
（action m
ixte

）」
で
あ
る
の
か
に
よ
っ
て
区
別
さ
れ
る
。
バ
ル
ト
ル
ス((((
（B

A
RTO

LU
S D

E SA
X

O
FER

R
ATO

 1314-

1357

）
を
代
表
と
す
る
イ
タ
リ
ア
学
派
の
法
規
分
類
学
説
（théorie des statuts

）
は
、
法
規
を
「
人
法
（statua personalia

）」、「
物
法

（statua realia

）」
に
分
け
法
規
の
抵
触
問
題
を
解
決
す
る
こ
と
を
主
張
し
て
い
た
が
、
一
六
世
紀
の
フ
ラ
ン
ス
学
派
の
ダ
ル
ジ
ャ
ン
ト

レ
（D

’A
R

G
EN

TR
É

）
は
こ
れ
ら
に
「
混
合
法
（statua m

ixta

）」
の
分
類
を
認
め
て
い
た((((
。
民
事
事
件
の
裁
判
管
轄
に
つ
い
て
は
、

次
の
二
つ
の
一
般
規
則
に
よ
っ
て
支
配
さ
れ
る
。

第
一
の
規
則
は
、「
純
粋
に
人
的
訴
え
」
に
関
す
る
規
則
で
あ
る
。
も
し
あ
る
者
が
「
純
粋
に
人
的
訴
え
」
を
提
起
す
る
こ
と
を
望
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む
な
ら
、
彼
は
訴
え
を
被
告
の
住
所
地
の
裁
判
官
の
前
に
届
け
出
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。「
原
告
は
被
告
の
法
廷
に
従
う
」
の
原
則
に

従
う
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。

第
二
の
規
則
は
、「
純
粋
に
物
的
訴
え
」
ま
た
は
「
混
合
の
訴
え
」
に
関
す
る
規
則
で
あ
る
。
も
し
「
純
粋
に
物
的
訴
え
」
ま
た
は

「
混
合
の
訴
え
」
で
あ
れ
ば
、
人
は
問
題
の
不
動
産
の
所
在
地
の
裁
判
官
の
前
か
、
被
告
の
住
所
地
の
裁
判
官
の
前
で
、
訴
え
を
提
起

す
る
選
択
権
を
持
つ
。

「
純
粋
に
人
的
訴
え
」
に
関
す
る
婚
姻
の
裁
判
管
轄
に
つ
い
て
規
定
し
た
「
ナ
ン
ト
の
勅
令
」
個
別
条
項
四
一
条
は
、
第
一
の
規
則

「
原
告
は
被
告
の
法
廷
に
従
う
」
の
原
則
に
基
づ
い
て
、
起
草
さ
れ
た
も
の
だ
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
の
規
定
は
、
特
に
法
廷
に
お
い
て

カ
ト
リ
ッ
ク
と
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
の
間
で
婚
姻
の
有
効
性
が
争
わ
れ
る
場
合
に
、
裁
判
管
轄
を
決
定
し
て
い
る
点
で
重
要
で
あ
る
。
プ

ロ
テ
ス
タ
ン
ト
が
原
告
で
カ
ト
リ
ッ
ク
が
被
告
な
ら
ば
、
カ
ト
リ
ッ
ク
教
会
の
裁
判
官
が
裁
判
管
轄
権
を
持
つ
。
対
し
て
、
カ
ト
リ
ッ

ク
が
原
告
で
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
が
被
告
の
場
合
に
は
、
国
王
の
裁
判
官
が
裁
判
管
轄
権
を
持
つ
と
規
定
さ
れ
た
。
同
じ
王
国
内
に
お
い

て
も
、
人
の
属
す
る
宗
教
に
よ
っ
て
、
婚
姻
の
裁
判
管
轄
が
異
な
る
当
時
に
お
い
て
は
、
管
轄
を
規
定
す
る
た
め
の
王
国
の
統
一
的
規

則
が
不
可
欠
で
あ
っ
た
の
で
あ
る
。
王
権
、
カ
ト
リ
ッ
ク
、
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
と
い
っ
た
三
つ
の
勢
力
の
う
ち
の
い
ず
れ
が
裁
判
管
轄

を
持
つ
か
と
い
う
点
を
規
定
し
た
の
が
、
一
五
九
八
年
「
ナ
ン
ト
の
勅
令
」
個
別
条
項
四
一
条
だ
っ
た
の
で
あ
る
。

ボ
ニ
フ
ァ
ス
は
個
別
条
項
四
一
条
に
つ
い
て
「
管
轄
の
規
定
を
確
認
」
し
た
も
の
で
あ
る
と
表
現
し
て
い
る((((
。
実
際
、
一
五
七
六
年

五
月
勅
令
（「
パ
リ
勅
令
」）
一
〇
条((((
、
一
五
七
七
年
九
月
勅
令
（「
ポ
ワ
チ
エ
勅
令
」）
個
別
条
項
八
条((((
が
、
王
国
の
裁
判
所
に
お
け
る

プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
の
婚
姻
に
関
す
る
裁
判
管
轄
権
を
既
に
明
示
し
て
い
た
。「
ナ
ン
ト
の
勅
令
」
個
別
条
項
四
一
条
は
、
こ
れ
ら
の
管

轄
規
定
を
受
け
継
ぐ
も
の
で
あ
る((((
。
和
田
光
司
は
、「
ナ
ン
ト
の
勅
令
」
の
成
立
過
程
に
つ
い
て
、
一
五
七
六
年
五
月
「
パ
リ
勅
令
」

が
王
国
全
土
で
の
礼
拝
の
自
由
を
認
め
て
い
る
の
に
対
し
て
、
一
五
九
四
年
九
月
「
ポ
ワ
チ
エ
勅
令
」
は
そ
の
時
代
に
現
実
に
維
持
さ
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れ
て
い
る
場
所
に
礼
拝
を
限
定
し
て
い
る
こ
と
な
ど
を
指
摘
し
て
、「
ナ
ン
ト
の
勅
令
は
パ
リ
王
令
よ
り
も
ポ
ワ
チ
エ
王
令
に
近
い
線

で
決
着
し
た
。
こ
れ
を
ポ
ワ
チ
エ
王
令
の
発
展
形
と
し
て
捉
え
る
こ
と
も
可
能
で
あ
ろ
う
」
と
論
じ
て
い
る((((
。
こ
れ
に
対
し
て
、
管
轄

規
定
に
関
す
る
条
項
の
た
ど
っ
た
軌
跡
は
、「
パ
リ
勅
令
」
か
ら
「
ポ
ワ
チ
エ
勅
令
」
を
経
て
、「
ナ
ン
ト
の
勅
令
」
に
至
る
ま
で
、
一

貫
し
て
い
る
。
そ
も
そ
も
、
宗
教
戦
争
に
お
け
る
一
連
の
和
平
勅
令
は
、
休
戦
協
定
の
性
格
を
色
濃
く
持
つ
も
の
で
あ
り
、
そ
の
法

的
根
拠
は
カ
ト
リ
ッ
ク
と
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
両
陣
営
の
合
意
に
あ
る((((
。「
パ
リ
勅
令
」
一
〇
条
、「
ポ
ワ
チ
エ
勅
令
」
個
別
条
項
八
条
、

「
ナ
ン
ト
の
勅
令
」
個
別
条
項
四
一
条
で
は
、
婚
姻
の
有
効
性
が
問
題
と
な
っ
て
い
る
場
合
に
、
裁
判
管
轄
を
持
つ
の
は
カ
ト
リ
ッ
ク

教
会
の
裁
判
官
ま
た
は
国
王
の
裁
判
官
で
あ
る
こ
と
が
規
定
さ
れ
た
。
つ
ま
り
、
カ
ト
リ
ッ
ク
と
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
両
陣
営
の
間
で
、

三
度
も
、
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
の
宗
務
局
の
裁
判
管
轄
権
が
否
定
さ
れ
て
い
た
こ
と
に
な
る
。

こ
の
点
に
つ
き
ボ
ニ
フ
ァ
ス
は
、「
民
事
上
の
正
義
（justice civil

）
は
自
ら
の
権
利
を
取
り
戻
さ
ね
ば
な
ら
な
か
っ
た
の
で
あ
ろ

う
。
す
な
わ
ち
、
民
事
契
約
で
あ
る
婚
姻
は
婚
姻
の
約
束
を
受
け
取
り
、
婚
姻
の
登
録
簿
を
維
持
す
る
と
い
う
純
粋
に
民
事
的
権
能
を

司
法
官
に
与
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
の
だ
ろ
う
。
と
こ
ろ
が
、
こ
の
純
粋
に
民
事
的
役
割
を
人
は
自
称
改
革
宗
教
の
牧
師
に
授
け

て
い
る
の
だ((((
」
と
指
摘
し
て
い
る
。
そ
の
後
、
ア
ン
リ
四
世
お
よ
び
ル
イ
一
三
世
の
治
世
下
で
、
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
の
宗
務
局
は
国
家

の
司
法
制
度
の
外
に
あ
っ
て
、
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
の
た
め
の
仲
裁
廷
の
よ
う
な
機
能
を
果
た
し
、
紛
争
解
決
に
あ
た
っ
て
き
た
の
で
は

な
い
か
と
考
え
ら
れ
る
。
と
こ
ろ
が
、
ル
イ
一
四
世
は
宗
務
局
に
婚
姻
の
有
効
性
を
判
断
す
る
こ
と
を
禁
じ
た
。
そ
れ
と
ほ
ほ
時
期
を

同
じ
く
し
て
、
牧
師
に
婚
姻
の
登
録
簿
を
作
成
し
、
国
王
裁
判
所
に
送
付
す
る
こ
と
を
命
じ
て
い
る
。
こ
の
帰
結
は
、
国
王
裁
判
所
の

裁
判
官
に
身
分
に
関
す
る
争
訟
を
集
中
さ
せ
、
身
分
訴
訟
の
た
め
の
証
拠
を
国
王
裁
判
所
に
集
中
さ
せ
る
こ
と
に
な
る
で
あ
ろ
う
。

一
八
世
紀
の
ポ
チ
エ
は
、「
契
約
で
あ
る
婚
姻
は
、
他
の
す
べ
て
の
契
約
と
同
様
に
、
政
治
的
秩
序
（ordre politique

）
に
属
す
る

も
の
で
あ
る
。
従
っ
て
、
契
約
で
あ
る
婚
姻
は
、
民
事
社
会
の
統
治
と
良
き
秩
序
に
属
す
る
す
べ
て
の
も
の
を
調
整
す
る
た
め
に
神
が
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築
き
上
げ
た
世
俗
権
力
の
諸
法
律
に
服
す
る((((
」
と
述
べ
て
い
る
。
国
家
は
婚
姻
の
裁
判
管
轄
権
を
握
る
過
程
で
、
民
事
契
約
で
あ
る
婚

姻
を
観
念
し
た
。
同
じ
頃
、
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
は
サ
ク
ラ
メ
ン
ト
で
あ
る
婚
姻
か
ら
袂
を
分
か
っ
て
い
る
。
国
家
も
、
プ
ロ
テ
ス
タ
ン

ト
も
、
人
が
ま
だ
婚
姻
を
サ
ク
ラ
メ
ン
ト
と
し
て
は
考
え
て
い
な
か
っ
た
古
の
思
想
に
立
ち
返
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
、

婚
姻
の
裁
判
管
轄
権
に
つ
い
て
の
考
察
を
通
し
て
見
る
限
り
、
ほ
ぼ
時
を
同
じ
く
し
て
主
権
国
家
が
現
れ
、
宗
教
改
革
が
起
こ
っ
た
こ

と
は
理
由
な
き
こ
と
で
は
な
い
よ
う
に
思
わ
れ
る
。「
ナ
ン
ト
の
勅
令
」
個
別
条
項
四
一
条
は
、
世
俗
国
家
に
よ
る
婚
姻
の
裁
判
管
轄

権
の
主
張
で
あ
り
、
そ
れ
を
確
立
し
て
い
く
上
で
重
要
な
一
歩
を
標
し
た
も
の
で
あ
る
と
言
え
よ
う
。
そ
の
過
程
で
、
国
家
が
プ
ロ
テ

ス
タ
ン
ト
の
婚
姻
に
対
す
る
裁
判
管
轄
権
を
主
張
し
た
こ
と
は
、
そ
れ
が
民
事
契
約
と
考
え
ら
れ
た
が
故
の
当
然
の
帰
結
で
あ
っ
た
。

３　

民
事
身
分
（état civil
）
の
立
証

フ
ラ
ン
ス
は
、
ト
リ
エ
ン
ト
の
公
会
議
の
決
議
を
受
け
入
れ
ず
、
国
家
は
独
自
に
婚
姻
手
続
を
立
法
す
る
道
を
取
る
。
こ
の
最
初
の

具
体
的
な
立
法
が
、
ア
ン
リ
三
世
に
よ
る
一
五
七
九
年
五
月
「
ブ
ロ
ワ
の
オ
ル
ド
ナ
ン
ス((((
」
で
あ
っ
た
。
こ
の
「
ブ
ロ
ワ
の
オ
ル
ド
ナ

ン
ス
」
は
、
王
国
の
婚
姻
手
続
に
関
す
る
い
く
つ
か
の
規
定
を
持
つ
が
、
カ
ト
リ
ッ
ク
教
会
の
洗
礼
、
婚
姻
、
埋
葬
の
登
録
簿
（
教
区

簿
冊 ; registres

）
を
王
国
の
裁
判
所
に
運
ぶ
よ
う
命
じ
て
い
る
一
八
一
条
に
つ
い
て
は
検
討
す
る
必
要
が
あ
る
で
あ
ろ
う
。
一
五
七

九
年
五
月
「
ブ
ロ
ワ
の
オ
ル
ド
ナ
ン
ス
」
は
一
八
一
条
で
次
の
よ
う
に
規
定
す
る
。

（
一
八
一
条
）
し
ば
し
ば
人
の
出
生
、
婚
姻
、
死
、
埋
葬
に
関
わ
る
裁
判
で
行
わ
れ
ざ
る
を
得
な
い
証
人
に
よ
る
証
明
を
避
け

る
た
め
、
余
の
裁
判
所
書
記
長
に
対
し
、
自
ら
の
裁
判
所
の
管
轄
の
主
任
司
祭
ま
た
は
そ
の
助
任
司
祭
を
毎
年
ご
と
に
追
及
し
、
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そ
の
年
に
行
わ
れ
た
自
ら
の
小
教
区
の
洗
礼
、
婚
姻
、
埋
葬
の
登
録
簿
を
毎
年
年
末
後
の
二
个
月
以
内
に
運
ぶ
こ
と
を
命
じ
る
。

民
事
身
分
（état civil

）
の
起
源
は
、
洗
礼
と
埋
葬
に
つ
い
て
定
め
た
一
五
三
九
年
「
ヴ
ィ
レ
ー
ル
・
コ
ト
レ
の
オ
ル
ド
ナ
ン
ス
」

に
ま
で
遡
る
こ
と
が
で
き
る((((
。「
ブ
ロ
ワ
の
オ
ル
ド
ナ
ン
ス
」
一
八
一
条
は
、
こ
の
「
ヴ
ィ
レ
ー
ル
・
コ
ト
レ
の
オ
ル
ド
ナ
ン
ス
」
の

規
定
を
出
生
や
死
亡
の
み
な
ら
ず
婚
姻
に
つ
い
て
も
広
げ
、
出
生
、
婚
姻
、
死
亡
の
民
事
身
分
（
戸
籍
）
の
証
書((((
（acte de l ’état 

civil

）
の
整
備
が
命
じ
ら
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。
こ
の
こ
と
は
、
フ
ラ
ン
ス
王
権
に
と
っ
て
、
カ
ト
リ
ッ
ク
の
教
会
組
織
が
臣
民
の
民

事
身
分
を
掌
握
す
る
た
め
の
重
要
な
支
柱
と
な
る
こ
と
を
意
味
す
る
。
ま
た
、
民
事
身
分
を
登
記
す
る
制
度
が
拡
充
さ
れ
た
こ
と
に
よ

り
、
身
分
訴
訟
に
お
い
て
は
、
書
類
に
よ
る
証
拠
が
証
人
の
証
言
に
と
っ
て
代
わ
る
こ
と
と
な
っ
た
。
こ
の
「
ブ
ロ
ワ
の
オ
ル
ド
ナ
ン

ス
」
一
八
一
条
の
内
容
は
、
表
現
を
変
え
つ
つ
も
、
そ
の
後
、
多
く
の
法
律
の
な
か
で
繰
り
返
さ
れ
て
い
る((((
。

そ
の
後
、「
ブ
ロ
ワ
の
オ
ル
ド
ナ
ン
ス
」
に
定
め
ら
れ
た
王
国
の
婚
姻
手
続
は
、
ル
イ
一
三
世
の
一
六
三
九
年
一
一
月
二
六
日
国
王

宣
言((((
に
よ
っ
て
新
た
な
解
釈
を
与
え
ら
れ
た
。
秘
密
婚
に
つ
い
て
は
、「
内
縁
関
係
の
恥
辱
の
影
響
を
強
く
受
け
、
そ
の
子
孫
に
至
る

ま
で
、
相
続
に
お
け
る
無
能
力
者
で
あ
る
」
こ
と
が
宣
言
（
五
条
）
さ
れ
、
婚
姻
当
事
者
の
み
な
ら
ず
、
秘
密
婚
か
ら
生
ま
れ
た
子
供

た
ち
ま
で
も
相
続
廃
除
に
す
る
こ
と
が
規
定
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
婚
姻
の
証
明
に
つ
い
て
は
、
世
俗
の
裁
判
官
と
教
会
の
裁
判
官
の

ど
ち
ら
に
対
し
て
も
、
書
面
以
外
の
方
法
で
、
婚
姻
の
約
束
の
証
拠
を
受
け
取
る
こ
と
が
禁
止
さ
れ
（
七
条
）、
そ
れ
ま
で
、
可
能
で

あ
っ
た
証
人
に
よ
る
婚
姻
の
証
明
は
認
め
ら
れ
な
く
な
る
。

但
し
、
婚
姻
の
登
録
簿
が
存
在
し
な
い
何
ら
か
の
事
情
が
あ
る
場
合
に
は
、
夫
婦
に
よ
る
身
分
占
有
（possession d ’état d ’époux

）

に
よ
っ
て
婚
姻
を
立
証
す
る
こ
と
が
こ
の
頃
は
ま
だ
可
能
で
あ
っ
た
。
こ
れ
を
示
す
一
六
七
六
年
一
月
七
日
パ
リ
高
等
法
院
（
パ
ル
ル

マ
ン
）
判
決((((
は
、
法
の
定
め
る
婚
姻
登
録
簿
が
存
在
し
な
い
カ
ト
リ
ッ
ク
の
夫
婦
の
事
件
で
あ
る
が
、
証
人
に
よ
る
婚
姻
の
証
明
を
認
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め
て
い
る
。﹃
婚
姻
法
典
﹄
は
こ
の
事
件
を
次
の
よ
う
に
伝
え
て
い
る
。

高
等
法
院
付
き
代
訴
士
、
ド
ー
ア
ン
（D

ohin

）
は
ラ
ク
ロ
（Laquelot

）
嬢
と
三
七
な
い
し
三
八
年
間
生
活
を
共
に
し
た
。

彼
ら
は
常
に
夫
と
妻
と
し
て
見
な
さ
れ
て
い
た
、
そ
し
て
彼
ら
は
こ
の
資
格
で
複
数
の
証
書
を
作
成
し
て
い
た
。
一
六
三
三
年
に

行
わ
れ
た
婚
姻
契
約
︹
書
︺
さ
え
も
提
出
さ
れ
て
い
た
。
し
か
し
、
婚
姻
挙
式
の
証
書
は
ラ
ク
ロ
嬢
が
自
ら
の
婚
姻
が
挙
式
さ
れ

た
と
主
張
す
る
小
教
区
の
登
録
簿
（
教
区
簿
冊
）
の
な
か
に
存
在
し
な
か
っ
た
。
彼
女
が
自
分
の
婚
姻
が
行
わ
れ
た
と
言
っ
て
い

た
日
に
は
別
の
証
書
が
見
出
さ
れ
て
い
た
。

ド
ー
ア
ン
氏
が
死
亡
す
る
と
、
夫
婦
財
産
契
約
書
に
よ
る
受
贈
者
で
あ
っ
た
ラ
ク
ロ
嬢
は
、
自
分
の
夫
の
傍
系
親
族
に
よ
っ
て

攻
撃
さ
れ
た
。
彼
ら
は
口
々
に
彼
女
を
合
法
的
な
妻
と
し
て
見
な
せ
な
い
と
言
っ
た
。
な
ぜ
な
ら
、
彼
女
は
自
分
の
婚
姻
挙
式
の

証
書
を
報
告
し
て
い
な
か
っ
た
か
ら
で
あ
る
。

し
か
し
、
ソ
エ
ヴ
（Soëfve

）
氏
の
言
う
と
こ
ろ
に
よ
れ
ば
、
長
い
占
有
は
、
と
り
わ
け
ド
ー
ア
ン
が
常
に
享
受
し
て
い
た
良

い
評
判
は
、
傍
系
親
族
の
要
求
を
拒
絶
す
る
こ
と
、
そ
し
て
ラ
ク
ロ
嬢
を
ド
ー
ア
ン
氏
に
よ
っ
て
残
さ
れ
た
財
産
の
占
有
の
な
か

に
維
持
す
る
こ
と
を
決
定
し
た
。
裁
決
は
一
六
七
六
年
一
月
七
日
に
下
さ
れ
た
。
人
は
ひ
と
つ
の
証
明
書
を
報
告
し
て
い
た
。
そ

れ
に
よ
れ
ば
、
婚
姻
が
行
わ
れ
る
は
ず
で
あ
っ
た
司
教
区
の
元
助
祭
が
、
自
分
が
一
六
三
四
年
に
ド
ー
ア
ン
氏
と
ラ
ク
ロ
嬢
と
を

婚
姻
さ
せ
た
こ
と
を
実
際
に
証
言
し
て
い
た
。

寡
婦
が
主
張
す
る
婚
姻
挙
行
日
の
カ
ト
リ
ッ
ク
教
会
の
証
書
の
な
か
か
ら
は
、
夫
婦
の
婚
姻
挙
式
の
証
書
は
発
見
さ
れ
ず
、
そ
の
こ

と
を
理
由
に
、
傍
系
親
族
が
相
続
問
題
の
先
決
問
題
で
あ
る
婚
姻
の
有
効
性
を
攻
撃
し
た
事
案
で
あ
る
。
し
か
し
、
法
廷
は
夫
婦
の
長
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い
身
分
占
有
を
根
拠
に
、
傍
系
親
族
の
請
求
を
退
け
て
い
る
。
こ
の
と
き
、
法
廷
に
お
い
て
、
決
定
的
証
拠
と
さ
れ
た
の
が
、
書
面
に

よ
る
も
の
と
思
わ
れ
る
が
、
元
助
祭
の
証
言
だ
っ
た
の
で
あ
る
。
婚
姻
が
主
任
司
祭
の
前
で
行
わ
れ
て
い
な
か
っ
た
に
も
か
か
わ
ら

ず
、
長
期
に
わ
た
る
身
分
占
有
を
婚
姻
に
転
換
さ
せ
、
遺
贈
を
認
め
、
夫
婦
が
と
も
に
培
っ
て
き
た
人
格
を
法
廷
が
保
護
し
た
点
は
注

目
さ
れ
る
。

で
は
、
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
の
婚
姻
に
つ
い
て
は
、
ど
の
よ
う
に
立
証
さ
れ
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
そ
も
そ
も
、
前
掲
一
六
三
九
年

一
一
月
二
六
日
国
王
宣
言
は
、
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
に
対
し
て
は
特
に
何
も
命
じ
て
は
い
な
か
っ
た
。
ル
イ
一
三
世
は
、
プ
ロ
テ
ス
タ
ン

ト
が
婚
姻
を
サ
ク
ラ
メ
ン
ト
と
し
て
考
え
て
い
な
い
こ
と
に
配
慮
し
、
あ
え
て
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
に
対
し
て
は
、
カ
ト
リ
ッ
ク
の
婚
姻

手
続
を
強
制
し
な
か
っ
た
の
だ
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
の
頃
、
身
分
占
有
は
ま
だ
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
に
と
っ
て
婚
姻
の
民
事
身
分
を
証
明

す
る
一
手
段
で
あ
っ
た
の
で
あ
る
。
と
こ
ろ
が
、
ル
イ
一
四
世
の
治
世
に
入
る
と
、
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
の
牧
師
に
対
し
て
も
婚
姻
登
録

簿
の
作
成
が
命
じ
ら
れ
る
。
一
六
六
四
年
九
月
二
二
日
国
王
国
務
会
議
裁
決
九
条
、
一
六
六
六
年
四
月
二
日
国
王
宣
言
一
〇
条
、
一
六

六
九
年
二
月
一
日
国
王
宣
言
九
条
は
、「
牧
師
は
、
自
称
改
革
宗
教
の
者
た
ち
に
よ
っ
て
行
わ
れ
る
洗
礼
と
婚
姻
の
登
録
簿
を
つ
け
ね

ば
な
ら
ず
、
三
个
月
ご
と
に
、
自
ら
の
管
轄
の
バ
イ
イ
裁
判
所
と
セ
ネ
シ
ャ
ル
裁
判
所
の
書
記
課
に
抄
本
を
納
め
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
」
と
規
定
し
た((((
。
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
に
と
っ
て
も
、
も
は
や
身
分
占
有
だ
け
で
は
婚
姻
の
民
事
身
分
を
立
証
す
る
こ
と
は
で
き
な
く

な
っ
た
の
で
あ
る
。
し
か
し
、
こ
の
ル
イ
一
四
世
の
立
法
に
よ
っ
て
、
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
の
牧
師
の
作
成
す
る
婚
姻
登
録
簿
に
は
、
カ

ト
リ
ッ
ク
教
会
の
婚
姻
登
録
簿
と
同
様
に
、
訴
訟
の
際
の
証
拠
と
し
て
の
地
位
が
与
え
ら
れ
る
で
あ
ろ
う
。

こ
の
ル
イ
一
四
世
の
時
代
、
長
靴
を
履
い
た
宣
教
師
と
よ
ば
れ
る
竜
騎
兵
（dragon

）
を
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
の
家
に
宿
泊
さ
せ
、
カ

ト
リ
ッ
ク
へ
の
改
宗
を
強
制
す
る
と
い
う
迫
害
、
ド
ラ
ゴ
ナ
ー
ド
（dragonnade

）
が
始
ま
っ
て
い
る
。
新
た
に
礼
拝
の
実
践
を
禁
じ

ら
れ
た
地
域
で
は
、
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
教
会
は
破
壊
さ
れ
、
牧
師
は
追
い
払
わ
れ
、
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
に
と
っ
て
は
婚
姻
の
予
告
を
す
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る
こ
と
も
、
婚
姻
を
挙
行
す
る
こ
と
も
難
し
く
な
っ
て
い
っ
た
。
そ
の
た
め
、
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
に
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
と
し
て
洗
礼
を

受
け
さ
せ
、
婚
姻
さ
せ
る
た
め
、
一
六
八
五
年
九
月
一
五
日
国
王
国
務
会
議
裁
決((((
が
国
家
選
任
の
牧
師
を
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
の
洗
礼
と

婚
姻
に
あ
た
ら
せ
る
こ
と
を
決
定
す
る
。
以
下
に
、
自
称
改
革
宗
教
の
者
た
ち
の
洗
礼
と
婚
姻
に
関
す
る
一
六
八
五
年
九
月
一
五
日
国

王
国
務
会
議
裁
決
の
内
容
を
確
認
す
る
。
こ
の
国
王
国
務
会
議
裁
決
に
は
改
行
に
よ
る
区
切
り
は
な
い
が
、
全
体
を
内
容
ご
と
に
四
分

割
し
、
検
討
す
る
。

①
国
王
は
、
会
議
に
臨
席
さ
れ
、
先
の
六
月
一
六
日
の
会
議
の
裁
決
を
介
し
て
、
次
の
必
要
を
満
た
し
た
。
自
称
改
革
宗
教
の

実
践
が
禁
止
さ
れ
て
い
る
諸
地
方
に
存
在
す
る
自
称
改
革
宗
教
の
者
た
ち
は
、
陛
下
の
州
に
配
属
中
の
ア
ン
タ
ン
ダ
ン
（
地
方
長

官 ; intendant

）
で
あ
り
、
親
任
官
僚
で
あ
る
者
た
ち
に
よ
っ
て
選
ば
れ
た
牧
師
た
ち
を
介
し
て
、
自
ら
の
子
供
た
ち
に
洗
礼
を

施
さ
せ
る
こ
と
を
許
さ
れ
る
。
ま
た
同
様
に
、
陛
下
は
、
当
該
地
方
の
婚
姻
を
望
ん
で
い
る
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
た
ち
に
安
楽
に
婚

姻
を
行
う
こ
と
の
で
き
る
方
法
を
与
え
る
こ
と
も
望
ま
れ
て
い
る((((
。

そ
も
そ
も
、
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
の
婚
姻
の
成
立
の
た
め
に
必
ず
し
も
牧
師
の
介
在
が
必
要
と
さ
れ
て
い
た
わ
け
で
は
な
か
っ
た
。
彼

ら
の
婚
姻
は
身
分
占
有
と
い
う
事
実
の
集
合
に
よ
っ
て
証
明
さ
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
ル
イ
一
四
世
に
よ
っ
て
牧
師

に
洗
礼
と
婚
姻
の
登
録
簿
を
作
成
す
る
こ
と
が
命
じ
ら
れ
て
か
ら
は
、
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
に
と
っ
て
も
婚
姻
の
登
録
簿
が
存
在
し
な
け

れ
ば
民
事
身
分
を
立
証
で
き
な
く
な
っ
て
い
た
。
婚
姻
の
民
事
身
分
と
そ
の
効
果
を
確
固
た
る
も
の
と
す
る
た
め
に
は
、
プ
ロ
テ
ス
タ

ン
ト
は
牧
師
の
前
で
婚
姻
を
行
う
必
要
が
あ
っ
た
の
で
あ
る
。
と
こ
ろ
が
、
ル
イ
一
四
世
は
ド
ラ
ゴ
ナ
ー
ド
よ
っ
て
、
多
く
の
地
方
で

プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
教
会
を
破
壊
し
、
牧
師
を
追
い
払
っ
て
い
っ
た
。
そ
の
た
め
、「
ナ
ン
ト
の
勅
令
」
の
撤
回
以
前
か
ら
、
い
た
る
と
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こ
ろ
で
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
の
間
で
婚
姻
は
困
難
な
も
の
と
な
っ
て
い
っ
た
の
で
あ
る
。
こ
の
問
題
を
解
決
す
る
た
め
、
ル
イ
一
四
世
は

ア
ン
タ
ン
ダ
ン
（
地
方
長
官
）
に
牧
師
を
選
任
さ
せ
、
こ
の
国
家
選
任
の
牧
師
に
洗
礼
と
婚
姻
の
登
録
簿
を
作
成
す
る
任
務
に
あ
た
ら

せ
よ
う
と
し
た
の
で
あ
る
。

②
陛
下
が
、
会
議
に
臨
席
し
、
命
じ
た
、
命
じ
て
い
る
と
こ
ろ
と
は
、
自
称
改
革
宗
教
の
者
た
ち
の
子
供
に
洗
礼
を
受
け
さ
せ

る
た
め
の
、
先
の
六
月
一
六
日
の
国
王
国
務
会
議
裁
決
の
遂
行
に
お
い
て
、
配
属
中
の
ア
ン
タ
ン
ダ
ン
で
あ
り
、
親
任
官
僚
で
あ

る
者
た
ち
に
よ
っ
て
設
け
ら
れ
る
の
と
同
じ
牧
師
を
介
し
て
、
新
教
徒
た
ち
は
お
互
い
に
婚
姻
す
る
こ
と
が
で
き
る
が
、
た
だ
し

そ
れ
は
牧
師
が
居
住
し
、
設
置
さ
れ
る
駐
在
地
の
裁
判
所
の
筆
頭
官
吏
（principal officier de justice

）
の
立
ち
合
い
が
あ
る
こ

と
、
そ
し
て
同
様
に
、
そ
の
駐
在
地
の
場
所
の
な
か
で
洗
礼
を
行
う
た
め
に
、
配
属
中
の
ア
ン
タ
ン
ダ
ン
で
あ
り
、
親
任
官
僚
で

あ
る
者
た
ち
に
よ
っ
て
決
定
さ
れ
た
日
程
で
あ
る
こ
と
。

一
六
八
五
年
六
月
一
六
日
国
王
国
務
会
議
裁
決
は
、
ア
ン
タ
ン
ダ
ン
が
設
け
る
牧
師
に
よ
っ
て
、
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
の
子
供
に
洗
礼

を
受
け
さ
せ
る
こ
と
を
決
定
し
て
い
た
と
解
さ
れ
る
。
一
六
八
五
年
九
月
一
五
日
国
王
国
務
会
議
裁
決
は
こ
の
洗
礼
の
た
め
の
ア
ン
タ

ン
ダ
ン
選
任
の
牧
師
に
、
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
の
婚
姻
を
行
わ
せ
よ
う
と
し
た
の
で
あ
る
。
恐
ら
く
、
裁
判
官
を
指
す
も
の
と
考
え
ら
れ

る
が
、
婚
姻
に
は
裁
判
所
の
筆
頭
官
吏
の
立
ち
合
い
が
義
務
づ
け
ら
れ
た
。
そ
し
て
、
婚
姻
の
挙
行
日
は
ア
ン
タ
ン
ダ
ン
に
よ
っ
て
決

定
さ
れ
る
こ
と
が
示
さ
れ
て
い
る
。
こ
こ
で
は
、
裁
判
官
に
は
婚
姻
挙
式
の
一
証
人
と
し
て
の
役
割
が
与
え
ら
れ
て
い
る
。

③
婚
姻
の
挙
式
に
お
い
て
は
、
牧
師
た
ち
は
、
自
称
改
革
宗
教
の
教
義
の
本
に
記
さ
れ
て
い
る
、
自
称
改
革
宗
教
の
説
教
、
講
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話
と
実
践
を
一
切
行
っ
て
は
な
ら
ず
、
四
親
等
ま
で
の
、
婚
姻
す
る
者
た
ち
の
近
親
者
以
外
の
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
は
一
切
出
席
す

る
こ
と
を
許
さ
れ
な
い
。
陛
下
は
、
婚
姻
に
先
立
っ
て
行
わ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
公
示
と
予
告
に
関
し
て
、
そ
れ
ら
が
お
互
い

に
婚
姻
す
る
こ
と
を
望
む
二
人
の
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
各
人
の
居
住
す
る
場
所
に
最
も
近
い
国
王
裁
判
所
（siège royal

）
に
お
い

て
、
た
だ
法
廷
（audience

）
に
お
い
て
だ
け
行
わ
れ
る
と
い
う
こ
と
を
、
望
ん
で
お
ら
れ
る
。

婚
姻
挙
式
に
つ
い
て
牧
師
に
与
え
ら
れ
た
役
割
は
、
非
常
に
消
極
的
な
も
の
で
あ
る
。
牧
師
は
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
の
教
義
の
本
に
記

さ
れ
て
い
る
よ
う
な
説
教
な
ど
は
行
っ
て
は
な
ら
な
い
。
ま
た
、
挙
式
に
立
ち
合
う
こ
と
が
で
き
る
の
は
、
四
親
等
ま
で
の
親
族
だ
け

に
限
定
さ
れ
た
。
婚
姻
予
告
に
つ
い
て
は
、
国
王
裁
判
所
の
法
廷
で
行
う
こ
と
が
決
定
さ
れ
て
い
る
。

④
陛
下
は
、
上
記
の
手
続
に
の
っ
と
ら
ず
、
遵
守
す
る
こ
と
な
く
婚
姻
を
行
っ
た
牧
師
た
ち
に
は
格
別
の
処
置
を
下
す
つ
も
り

で
あ
り
、
婚
姻
を
行
っ
た
者
た
ち
に
よ
っ
て
署
名
さ
れ
た
証
明
書
を
、
毎
月
月
末
に
、
最
も
近
い
国
王
の
裁
判
所
（juridiction 

royal

）
の
書
記
課
（greffe

）
に
報
告
し
、
費
用
な
し
に
、
登
録
簿
の
上
に
差
し
込
む
こ
と
を
彼
ら
に
は
っ
き
り
と
重
々
命
じ
る
。

こ
の
登
録
簿
に
は
筆
頭
裁
判
官
（prem

ier juge
）
に
よ
り
整
理
番
号
が
ふ
ら
れ
、
署
名
さ
れ
る
こ
と
。
五
〇
〇
リ
ー
ヴ
ル
の
罰

金
に
処
す
も
の
と
し
て
、
書
記
（greffier

）
が
こ
れ
を
行
う
こ
と
。
陛
下
は
、
陛
下
の
州
お
よ
び
総
徴
税
区
に
お
い
て
、
配
属
中

の
ア
ン
タ
ン
ダ
ン
（
地
方
長
官
）
で
あ
り
、
親
任
官
僚
で
あ
る
者
た
ち
に
、
自
ら
の
所
管
（départem

ent

）
の
中
で
各
々
目
下
の

裁
決
の
執
行
に
取
り
組
む
こ
と
を
命
じ
て
お
ら
れ
る
。
陛
下
臨
席
の
も
と
、
シ
ャ
ン
ボ
ー
ル
城
に
お
け
る
国
王
国
務
会
議
に
て

一
六
八
五
年
九
月
一
五
日
作
成
。
署
名
コ
ル
ベ
ー
ル
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以
上
の
通
り
、
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
の
婚
姻
は
、
国
王
裁
判
所
の
法
廷
で
、
裁
判
所
の
筆
頭
官
吏
の
立
ち
合
い
の
も
と
に
、
牧
師
に

よ
っ
て
執
り
行
わ
れ
る
こ
と
が
決
定
さ
れ
た
が
、
こ
れ
に
従
わ
な
い
牧
師
に
は
、
刑
事
罰
と
考
え
ら
れ
る
が
、「
格
別
の
処
置
」
が
下

さ
れ
る
こ
と
が
明
言
さ
れ
て
い
る
。
牧
師
に
は
、
婚
姻
の
際
に
作
成
さ
れ
た
証
明
書
を
国
王
の
裁
判
所
の
書
記
に
報
告
す
る
こ
と
、
登

録
簿
の
上
に
差
し
込
ま
れ
る
こ
と
が
命
じ
ら
れ
て
い
る
。
尚
、
こ
の
事
務
に
か
か
る
費
用
は
無
料
で
あ
る
。
ま
た
、
登
録
簿
上
に
差
し

込
ま
れ
た
証
明
書
に
は
、
筆
頭
裁
判
官
に
よ
っ
て
整
理
番
号
が
ふ
ら
れ
、
署
名
が
な
さ
れ
る
。
そ
し
て
、
以
上
の
事
務
を
怠
っ
た
裁
判

所
書
記
に
は
五
〇
〇
リ
ー
ヴ
ル
の
罰
金
が
明
言
さ
れ
て
い
る
。

こ
こ
ま
で
見
て
き
た
よ
う
に
、
一
六
八
五
年
九
月
一
五
日
国
王
国
務
会
議
裁
決
は
、
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
の
礼
拝
が
禁
止
さ
れ
た
地
方

の
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
の
た
め
に
、
ア
ン
タ
ン
ダ
ン
が
選
任
す
る
牧
師
を
配
置
し
、
洗
礼
と
婚
姻
の
民
事
身
分
の
登
記
手
段
を
与
え
る
も

の
で
あ
っ
た
。
し
か
し
、
こ
の
一
个
月
後
、
不
意
に
「
ナ
ン
ト
の
勅
令
」
が
撤
回
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
の
牧
師
は
、

「
ナ
ン
ト
の
勅
令
」
を
撤
回
し
た
「
フ
ォ
ン
テ
ー
ヌ
ブ
ロ
ー
の
勅
令
」
に
よ
り
、
王
国
全
土
か
ら
追
放
さ
れ
た
。「
フ
ォ
ン
テ
ー
ヌ
ブ

ロ
ー
の
勅
令
」
は
、
王
国
に
残
っ
た
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
か
ら
生
ま
れ
た
子
供
に
対
し
カ
ト
リ
ッ
ク
の
主
任
司
祭
に
よ
る
洗
礼
を
義
務
づ

け
て
は
い
る
が
、
婚
姻
の
民
事
身
分
（état civil
）
に
つ
い
て
は
何
も
規
定
し
て
い
な
い
こ
と
か
ら
問
題
が
生
じ
る
こ
と
と
な
る
。
実

際
、「
ナ
ン
ト
の
勅
令
」
撤
回
の
混
乱
の
中
、
一
六
八
五
年
九
月
一
五
日
国
王
国
務
会
議
裁
決
が
実
施
さ
れ
る
こ
と
は
な
か
っ
た
。

一
〇
〇
年
後
、
マ
ル
ゼ
ル
ブ
（M

A
LESH

ER
B

ES

）
は
、﹃
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
の
婚
姻
に
関
す
る
意
見
書
﹄（
一
七
八
五
年
）
の
な

か
で
、
こ
の
国
王
国
務
会
議
裁
決
に
注
目
し
て
い
る((((
。
王
国
全
土
で
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
の
婚
姻
が
禁
止
さ
れ
、
牧
師
は
王
国
か
ら
追
放

さ
れ
た
が
、
ル
イ
一
四
世
は
国
王
国
務
会
議
裁
決
に
従
い
、
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
の
洗
礼
と
婚
姻
に
あ
た
ら
せ
る
た
め
の
牧
師
を
帰
還
さ

せ
る
べ
き
だ
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
問
う
た
の
で
あ
る
。
そ
の
後
一
七
八
七
年
「
寛
容
令
」
起
草
に
携
わ
る
こ
と
に
な
る
マ
ル
ゼ
ル
ブ

で
は
あ
っ
た
が
、
こ
の
時
点
で
は
ま
だ
裁
判
官
は
婚
姻
挙
式
に
お
け
る
一
証
人
で
あ
っ
て
、
裁
判
官
に
婚
姻
を
執
り
行
わ
せ
る
と
い
う
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構
想
は
持
っ
て
い
な
か
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
で
あ
ろ
う
。

一
六
八
五
年
九
月
一
五
日
国
王
国
務
会
議
裁
決
は
、
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
の
た
め
に
裁
判
所
に
お
け
る
裁
判
官
の
面
前
で
の
婚
姻
挙
式

を
構
想
し
て
い
た
が
、
こ
の
時
点
で
は
、
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
の
婚
姻
は
、
そ
れ
が
民
事
契
約
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
て
い
た
に
せ
よ
、
婚

姻
の
合
意
を
受
け
取
り
、
民
事
身
分
の
登
録
簿
を
作
成
す
る
役
割
は
ま
だ
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
の
牧
師
に
委
ね
ら
れ
て
い
る
と
い
う
こ
と

に
我
々
は
気
づ
か
さ
れ
る
。
牧
師
に
か
え
て
、
世
俗
の
司
法
官
に
よ
る
婚
姻
挙
式
が
構
想
さ
れ
る
に
は
、
エ
ク
ス
の
検
事
総
長
モ
ン
ク

ラ
ー
ル
（M

O
N

C
LA

R
） 
に
よ
る
﹃
フ
ラ
ン
ス
の
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
の
秘
密
婚
問
題
に
お
け
る
神
学
的
・
政
治
的
意
見
書((((
﹄（
一
七
五

五
年
）
を
待
た
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
で
あ
る
。

注
�　

滝
澤
聡
子
「
一
五
世
紀
か
ら
一
七
世
紀
に
お
け
る
フ
ラ
ン
ス
貴
族
の
結
婚
戦
略
」
人
文
論
究
五
五
巻
一
号
（
二
〇
〇
五
年
）
二
九
三

－

三
〇
九
頁

参
照
。

�　

モ
ン
モ
ラ
ン
シ
ー
事
件
に
つ
い
て
、
メ
ル
シ
オ
ー
ル
＝
ボ
ネ
は
次
の
よ
う
に
伝
え
て
い
る
。「
モ
ン
モ
ラ
ン
シ
ー
大
元
帥
の
息
子
フ
ラ
ン
ソ
ワ
・

ド
・
モ
ン
モ
ラ
ン
シ
ー
（François de M

O
N

TM
O

R
EN

C
Y

）
は
、
下
級
貴
族
の
娘
ジ
ャ
ン
ヌ
・
ド
・
ピ
ア
ン
ヌ
（Jeanne de PIEN

N
ES

）
と
密

か
に
約
束
を
取
り
交
わ
し
、
婚
姻
は
成
就
し
た
。
し
か
し
、
自
分
の
息
子
を
ア
ン
リ
二
世
の
庶
子
で
あ
る
デ
ィ
ア
ー
ヌ
・
ド
・
フ
ラ
ン
ス
と
婚
姻
さ

せ
る
こ
と
を
望
ん
で
い
た
モ
ン
モ
ラ
ン
シ
ー
大
元
帥
は
、
こ
れ
を
無
視
す
る
こ
と
を
決
意
す
る
。
大
元
帥
は
、
国
王
の
同
意
を
と
り
つ
け
、
高
位
聖

職
者
か
ら
構
成
さ
れ
る
一
種
の
裁
判
所
を
招
集
し
、
聖
職
者
た
ち
は
、
大
元
帥
の
息
子
フ
ラ
ン
ソ
ワ
と
ジ
ャ
ン
ヌ
に
尋
問
手
続
を
行
っ
た
。
次
い

で
、
大
元
帥
は
、
教
皇
パ
ウ
ロ
四
世
に
対
し
、
婚
姻
の
合
意
の
交
換
を
無
効
と
み
な
す
よ
う
訴
え
た
。
聖
座
は
た
め
ら
い
の
態
度
を
見
せ
た
。
と
い

う
の
も
、
ト
リ
エ
ン
ト
の
公
会
議
は
ま
だ
こ
の
よ
う
な
問
題
に
つ
い
て
決
断
を
下
し
て
い
な
か
っ
た
か
ら
で
あ
る
。
ま
た
、
息
子
フ
ラ
ン
ソ
ワ
自
身
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も
あ
っ
さ
り
と
父
権
の
命
令
に
対
し
譲
歩
し
た
。
こ
の
間
、
何
の
知
ら
せ
も
与
え
ら
れ
な
い
ま
ま
、
ジ
ャ
ン
ヌ
は
修
道
院
に
送
ら
れ
て
い
る
。
つ

い
に
、
教
皇
は
自
身
の
意
見
を
与
え
た
。
婚
姻
は
、
ジ
ャ
ン
ヌ
自
身
が
こ
れ
を
放
棄
し
た
と
い
う
明
示
の
条
件
に
よ
っ
て
、
無
効
と
さ
れ
る
、
と
。

一
五
五
七
年
五
月
四
日
、
フ
ラ
ン
ソ
ワ
・
ド
・
モ
ン
モ
ラ
ン
シ
ー
と
デ
ィ
ア
ー
ヌ
・
ド
・
フ
ラ
ン
ス
は
盛
大
に
婚
姻
し
た
。」S. M

ELC
H

IO
R

-

B
O

N
N

ET, C
. SA

LLES &
 collectif, supra note 5, p. 456 ; J. G

A
U

D
EM

ET, supra note 5, p. 315 ; 

波
多
野
「
ア
ン
シ
ャ
ン
・
レ
ジ
ー
ム
に
お
け

る
婚
姻
の
成
立
（
二
）・
完
」
前
掲
注
⑸
二
七
頁
、
三
二

－

三
三
頁
（
注
一
）
参
照
。

�　

Édit contre les m
ariages clandestins (Paris, février 1556), dans ISA

M
B

ERT, supra note 13, tom
e X

III, p. 469-471 ; Édit de H
enri II, sur 

les m
ariages des enfants de fam

ille, dans C
ode m

atrim
onial, supra note 15, p. 99-103.

�　

S. M
ELC

H
IO

R
-B

O
N

N
ET, C

. SA
LLES &

 collectif, supra note 5, p. 454-456.

�　

波
多
野
「
ア
ン
シ
ャ
ン
・
レ
ジ
ー
ム
に
お
け
る
婚
姻
の
成
立
（
二
）・
完
」
前
掲
注
⑸
三
八
頁
。

�　
「（
カ
ノ
ン
一
条
）
婚
姻
が
真
に
、
本
質
的
に
、
新
約
の
七
つ
の
秘
跡
の
う
ち
の
一
つ
で
な
い
と
言
い
、
キ
リ
ス
ト
に
よ
っ
て
制
定
さ
れ
た
も
の
で

な
く
、
教
会
に
お
い
て
人
間
た
ち
に
よ
っ
て
発
明
さ
れ
た
も
の
、
恩
恵
を
も
た
ら
さ
な
い
と
言
う
者
は
破
門
で
あ
る
。」Isam

bert, supra note 13, 

tom
e X

IV, p. 151. 

�　
「
タ
ム
エ
ト
シ
令
」
第
一
章
︻
法
律
の
動
機
と
大
意
︼
教
会
が
秘
密
婚
を
無
効
で
あ
り
、
そ
し
て
そ
の
結
果
と
し
て
ま
さ
し
く
彼
ら
が
有
罪
で
あ

る
と
言
わ
な
い
限
り
、
契
約
者
双
方
の
自
由
な
合
意
に
よ
っ
て
結
ば
れ
た
秘
密
婚
が
認
証
さ
れ
た
真
の
婚
姻
で
あ
る
こ
と
を
疑
う
べ
き
で
は
な
い
に

せ
よ
、
そ
れ
ゆ
え
に
、
聖
な
る
公
会
議
は
破
門
の
刑
を
科
す
こ
と
に
よ
っ
て
、︹
秘
密
婚
が
︺
真
の
認
証
さ
れ
た
婚
姻
で
あ
る
こ
と
を
否
定
す
る
者
、

そ
し
て
両
親
の
合
意
な
し
に
結
ん
だ
家
子
に
よ
る
婚
姻
は
無
効
で
あ
る
と
か
、
両
親
が
婚
姻
を
認
証
で
き
る
と
か
無
効
に
で
き
る
と
、
誤
っ
て
肯
定

す
る
者
た
ち
を
断
罪
す
る
。
し
か
し
、
神
の
聖
な
る
教
会
は
最
も
正
当
な
理
由
か
ら
秘
密
婚
を
常
に
忌
み
嫌
い
そ
し
て
禁
止
し
て
き
た
。
事
実
、
聖

な
る
公
会
議
は
前
述
の
禁
止
が
人
間
の
不
服
従
の
た
め
に
役
に
立
っ
て
い
な
い
と
い
う
こ
と
に
気
づ
き
、
秘
密
婚
に
対
す
る
禁
止
か
ら
生
じ
た
と
こ
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ろ
の
重
罪
に
つ
い
て
検
討
し
て
い
る
。
特
に
、
実
際
、
恒
常
的
な
却ご
う
ば
つ罰
の
状
態
に
あ
る
と
こ
ろ
の
男
た
ち
に
つ
い
て
は
、
第
一
の
妻
と
は
こ
っ
そ
り

婚
姻
を
取
り
交
わ
し
、
捨
て
て
お
き
な
が
ら
、
別
の
女
と
公
に
︹
婚
姻
を
︺
取
り
交
わ
し
、
そ
の
女
と
永
続
的
な
姦
通
の
中
で
生
き
て
い
る
の
で
あ

る
。
教
会
は
隠
れ
た
こ
と
が
ら
に
つ
い
て
判
断
し
な
い
も
の
だ
が
、
別
の
解
決
策
を
効
果
的
に
適
用
す
る
こ
と
が
な
い
な
ら
ば
、
教
会
と
と
も
に
あ

り
、
教
会
か
ら
発
せ
ら
れ
る
、
悪
を
助
長
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
そ
の
点
に
つ
い
て
は
、
イ
ン
ノ
ケ
ン
テ
ィ
ウ
ス
三
世
の
頃
に
祝
わ
れ
た
ラ
テ
ラ

ノ
公
会
議
の
足
跡
に
固
有
の
も
の
に
対
し
て
助
言
を
与
え
る
も
の
で
あ
る
。
今
後
は
、
婚
姻
が
取
り
交
わ
さ
れ
る
前
に
、
婚
姻
当
事
者
の
主
任
司
祭

に
よ
っ
て
三
回
の
連
続
す
る
祝
日
に
教
会
に
お
い
て
ミ
サ
の
間
に
公
に
婚
姻
公
示
さ
れ
、
ミ
サ
の
間
に
婚
姻
が
取
り
交
わ
さ
れ
る
よ
う
に
。
そ
の
者

た
ち
の
婚
姻
予
告
を
な
し
て
も
、
も
し
い
か
な
る
法
的
障
害
も
も
ち
あ
が
ら
な
い
の
な
ら
ば
、
婚
姻
の
挙
式
に
向
け
て
教
会
の
方
式
で
進
め
ら
れ

る
。
そ
の
場
で
は
、
主
任
司
祭
は
、
男
と
女
に
尋
ね
、
男
女
の
相
互
の
合
意
を
認
め
、「
父
と
子
と
精
霊
の
名
に
お
い
て
、
私
は
汝
ら
を
婚
姻
の
な

か
に
結
び
ま
す
」
と
言
う
か
、
ま
た
は
各
地
方
の
慣
用
の
儀
式
を
同
様
に
別
の
言
葉
で
言
う
こ
と
。

︻
法
の
制
限
︼
も
し
も
婚
姻
予
告
が
執
り
行
わ
れ
る
こ
と
で
、
ひ
と
た
び
確
か
ら
し
い
疑
惑
が
去
ろ
う
と
も
、
婚
姻
が
悪
意
に
よ
っ
て
妨
げ
ら
れ

る
こ
と
が
あ
る
な
ら
、
そ
の
時
に
は
一
回
の
婚
姻
予
告
だ
け
行
え
、
少
な
く
と
も
主
任
司
祭
と
二
人
ま
た
は
三
人
の
立
ち
合
い
に
よ
っ
て
婚
姻
は
挙

式
さ
れ
る
こ
と
。
次
に
、
教
区
長
自
身
が
免
除
す
る
こ
と
を
判
断
し
た
の
で
は
な
い
な
ら
、
婚
姻
予
告
は
婚
姻
の
完
遂
の
前
に
教
会
で
行
わ
れ
、
何

か
し
ら
障
害
が
存
在
す
る
か
ど
う
か
、
た
や
す
く
発
見
さ
れ
る
よ
う
に
せ
よ
。
公
に
告
知
さ
れ
た
婚
姻
予
告
は
認
可
さ
れ
る
よ
う
に
、
こ
の
件
に
つ

き
聖
な
る
公
会
議
は
教
区
長
の
慎
重
な
判
断
に
委
ね
る
。

︻
処
罰
︼
主
任
司
祭
ま
た
は
主
任
司
祭
か
教
区
長
の
許
可
を
得
た
司
祭
と
、
二
人
な
い
し
三
人
の
証
人
の
立
ち
合
い
以
外
の
方
法
で
婚
姻
を
取
り

交
す
こ
と
を
企
て
る
者
た
ち
。
そ
れ
ら
の
者
た
ち
に
対
し
て
は
、
公
会
議
が
、
こ
の
よ
う
な
契
約
を
こ
の
デ
ク
レ
に
よ
っ
て
無
効
と
し
、
取
り
消
す

の
に
従
っ
て
、
そ
の
よ
う
に
婚
姻
す
る
資
格
が
全
く
な
い
も
の
と
し
、
さ
ら
に
こ
の
よ
う
な
契
約
を
効
果
が
な
く
、
無
効
で
あ
る
と
決
定
す
る
。

「
タ
ム
エ
ト
シ
令
」
原
文
に
つ
い
て
は
、
辻
「
親
の
婚
姻
同
意
権
（
一
）
︱
近
世
バ
イ
エ
ル
ン
法
史
に
即
し
て
︱
」
前
掲
注
⑸
一
〇
五

－

一
〇
六
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頁
参
照
。

�　

一
五
四
五
年
に
開
催
の
始
ま
っ
て
い
た
ト
リ
エ
ン
ト
の
公
会
議
に
対
し
、
フ
ラ
ン
ス
の
使
節
は
、
婚
姻
に
お
け
る
証
人
の
立
ち
合
い
を
強
く
求

め
、
親
の
同
意
の
な
い
二
五
歳
未
満
の
子
の
取
り
交
わ
し
た
婚
姻
は
無
効
で
あ
る
と
、
公
会
議
に
宣
言
さ
せ
よ
う
と
し
て
い
た
。R

. M
O

U
SN

IER
, 

Les institutions de la France sous la m
onarchie absolue 1598-1789, 1974 ; réim

pression à Paris, « Q
uadrige », PU

F, 2005, p. 57. 

実

際
、
一
五
六
三
年
七
月
二
四
日
、
フ
ラ
ン
ス
の
使
節
は
親
の
同
意
な
し
に
家
子
が
取
り
交
し
た
秘
密
婚
を
無
効
に
す
る
こ
と
を
求
め
て
い
る
。 J. 

B
A

SD
EVA

N
T,  supra note 2, p. 24.

�　

ISA
M

B
ERT, supra note 13, tom

e X
IV, p. 152 : « C

an. X
II : Si quis dixerit causas m

atrim
oniales non spectare ad judices ecclesiasticos : 

anathem
a sit. » 

�　

LE VAY
ER

 D
E B

O
U

TIG
N

Y, Traité de l’autorité des rois touchant l’adm
inistration de l’Église, 2

e partie, 3
e dissertation, p. 292 ; 

B
A

SD
EVA

N
T, supra note 2, p. 42. 

こ
の
著
作
はrégale

事
件
（
司
教
空
位
の
際
の
当
該
教
区
の
徴
税
権
（régale tem

porelle

）
と
教
座
の
教
会
禄

受
領
指
名
権
（régale spirituelle

）
を
め
ぐ
る
争
い
）
の
際
に
ル
イ
一
四
世
の
命
令
に
よ
り
書
か
れ
た
も
の
で
あ
る
。
出
版
さ
れ
る
こ
と
は
予
定
さ

れ
て
い
な
か
っ
た
が
、
多
か
れ
少
な
か
れ
正
確
な
コ
ピ
ー
が
出
回
っ
た
。
最
初
、
著
者
名
な
し
に
出
版
さ
れ
、
そ
の
後
タ
ロ
ン
（TA

LO
N

）
の
名
前

で
出
版
さ
れ
た
り
、
デ
ル
ペ
シ
ュ
（D

ELPEC
H

）
の
名
前
で
出
版
さ
れ
た
り
し
た
が
、
最
後
に
は
著
者
の
名
前
で
出
版
さ
れ
た
。

�　

J. B
A

SD
EVA

N
T, supra note 2, p. 134. 

�　

一
五
七
九
年
五
月
「
ブ
ロ
ワ
の
オ
ル
ド
ナ
ン
ス
」
四
〇
条
は
、
父
親
、
母
親
ま
た
は
後
見
人
の
同
意
を
確
認
し
な
い
で
婚
姻
を
執
り
行
っ
た
主
任

司
祭
、
助
祭
ま
た
は
そ
の
他
の
者
に
対
し
て
、「
か
ど
わ
か
し
の
犯
罪
の
扇
動
者
」
と
し
て
罰
す
る
こ
と
を
規
定
し
た
。
ま
た
、
四
二
条
は
、
二
五

歳
以
下
の
未
成
年
者
で
あ
る
息
子
や
娘
を
誘
惑
し
た
者
に
対
し
て
、
親
や
後
見
人
の
同
意
を
盾
に
取
る
こ
と
が
で
き
な
い
な
ら
ば
、
か
ど
わ
か
し
の

犯
罪
者
と
し
て
死
刑
に
処
す
こ
と
を
明
示
し
て
い
る
。
一
六
二
九
年
一
月
オ
ル
ド
ナ
ン
ス
（「
ミ
シ
ョ
ー
法
典
」）
一
六
九
条
は
、
父
親
、
母
親
、
後
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見
人
、
親
族
の
権
力
の
も
と
に
あ
る
寡
婦
、
息
子
や
娘
を
か
ど
わ
か
し
、
誘
拐
し
た
者
と
そ
の
幇
助
者
を
死
刑
と
財
産
没
収
の
刑
に
処
す
こ
と
を
命

じ
て
い
る
。
さ
ら
に
、
一
六
三
九
年
一
一
月
二
六
日
国
王
宣
言
は
前
文
で
、
主
任
司
祭
、
助
祭
、
そ
の
他
の
者
た
ち
に
対
し
て
、
父
親
、
母
親
、
後

見
人
、
保
佐
人
の
同
意
が
な
い
な
ら
ば
、
か
ど
わ
か
し
の
犯
罪
の
扇
動
者
で
あ
り
、
共
犯
者
で
あ
る
と
過
去
の
王
令
が
規
定
し
て
い
る
点
に
立
ち
返

り
、
婚
姻
予
告
を
行
う
こ
と
、
婚
姻
に
は
本
人
の
主
任
司
祭
と
証
人
が
立
ち
合
う
こ
と
を
求
め
て
い
る
。
ま
た
、
三
条
は
、
国
王
の
検
事
総
長
と
検

事
代
理
に
対
し
て
、
か
ど
わ
か
し
と
そ
の
共
犯
者
に
た
い
し
て
起
訴
を
行
う
よ
う
、
国
王
の
裁
判
官
に
対
し
て
は
、
私
訴
に
よ
る
告
訴
が
な
く
と

も
、
犯
罪
者
を
死
刑
と
財
産
没
収
の
刑
に
処
す
こ
と
を
命
じ
て
い
る
。

�　

判
例
は
、「
か
ど
わ
か
し
」
の
刑
事
訴
訟
上
の
審
理
が
開
始
さ
れ
た
に
も
関
わ
ら
ず
、
教
会
が
婚
姻
の
有
効
性
に
関
す
る
審
理
を
や
め
な
か
っ

た
場
合
、
教
会
が
権
限
の
踰
越
を
犯
し
た
と
判
断
し
て
い
る
（
一
五
九
二
年
二
月
一
九
日
デ
ィ
ジ
ョ
ン
高
等
法
院
ト
ゥ
ル
ネ
ル
審
理
部
裁
決
）。J. 

B
A

SD
EVA

N
T, supra note 2, p. 139.

�　

C
ode m

atrim
onial, supra note 15, p. 185.

�　

オ
リ
ヴ
ィ
エ
＝
マ
ル
タ
ン
・
前
掲
注
⒅
九
七
四
頁
参
照
。

�　

D
éclaration pour l ’enregistrem

ent des articles secrets de l ’édit de N
antes (N

antes, dernier avril 1598), dans Isam
bert, supra note 13, tom

e 

X
V, p. 200-210 ; A

rticles secrets relatifs à l ’édit de N
antes, arrêtés le dernier avril 1598, dans C

ode m
atrim

onial, supra note 15, p. 111-

112. 

「
ナ
ン
ト
の
勅
令
」
は
、
九
二
条
の
条
文
か
ら
構
成
さ
れ
、
さ
ら
に
個
別
条
項
と
呼
ば
れ
る
五
七
条
か
ら
構
成
さ
れ
る
国
王
宣
言
を
付
属
文

書
と
し
て
持
つ
。
こ
の
個
別
条
項
に
関
し
て
、
イ
ザ
ン
ベ
ー
ル
王
令
集
は
高
等
法
院
に
お
け
る
法
令
登
録
の
記
録
が
見
出
さ
れ
て
い
な
い
と
す
る

（Isam
bert, supra note 13, tom

e X
V, p. 200 en note.

）。
一
方
、
一
七
七
〇
年
の
﹃
婚
姻
法
典
﹄
は
、
個
別
条
項
は
高
等
法
院
に
お
い
て
法
令
の
点

検
こ
そ
行
わ
れ
な
か
っ
た
も
の
の
、
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
の
特
権
お
よ
び
特
別
待
遇
と
し
て
善
意
で
遵
守
さ
れ
て
い
た
と
す
る
（C

ode m
atrim

onial, 

supra note 15, p. 111-112 en note.

）。「
ナ
ン
ト
の
勅
令
」
に
つ
い
て
は
以
下
の
文
献
が
参
照
さ
れ
る
。
和
田
光
司
「
ナ
ン
ト
の
王
令
︱
史
料
と
内
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容
︱
（
上
）・（
下
）」
聖
学
院
大
学
総
合
研
究
所
紀
要
三
三
号
別
冊
（
二
〇
〇
五
年
）
四
九
〇

－

五
〇
四
頁
・
同
三
七
号
別
冊
（
二
〇
〇
七
年
）
九

一

－

一
四
二
頁
。
な
お
、
メ
ル
シ
オ
ー
ル
＝
ボ
ネ
は
、
教
会
裁
判
所
の
特
権
が
一
五
九
八
年
ナ
ン
ト
の
勅
令
以
降
徐
々
に
打
ち
負
か
さ
れ
、
プ
ロ
テ

ス
タ
ン
ト
の
婚
姻
に
関
す
る
訴
訟
に
よ
っ
て
世
俗
の
裁
判
官
の
価
値
が
高
め
ら
れ
た
と
指
摘
し
て
い
る
が
、
そ
の
根
拠
は
明
ら
か
に
さ
れ
て
い
な
い

（S. M
ELC

H
IO

R
-B

O
N

N
ET, C

. SA
LLES &

 collectif, supra note 5, p. 546.

）。

�　

バ
ス
ド
ゥ
ヴ
ァ
ン
も
指
摘
す
る
と
こ
ろ
で
あ
る
が
、
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
の
宗
務
局
の
婚
姻
問
題
へ
の
介
入
を
ル
イ
一
四
世
は
立
法
で
明
確
に
阻
止

し
て
い
る
。J. B

A
SD

EVA
N

T, supra note 2, p. 159.

①
一
六
六
二
年
一
月
一
六
日
ジ
ェ
ッ
ク
ス
地
方
に
対
し
て
与
え
ら
れ
た
国
王
国
務
会
議
裁
決
「
自
称
改
革
宗
教
に
対
し
、
カ
ト
リ
ッ
ク
教
会
が

禁
止
す
る
期
間
に
婚
姻
を
祝
福
す
る
こ
と
を
禁
止
し
⋮
牧
師
に
対
し
、
当
該
婚
姻
に
対
し
て
申
し
立
て
ら
れ
た
異
議
を
自
ら
の
宗
務
局
内
で
受
け

入
れ
、
裁
く
こ
と
を
禁
止
し
、
牧
師
は
バ
イ
イ
裁
判
所
へ
移
送
す
る
こ
と
。」 Arrêt du C

onseil d ’État, donné pour le pays de G
ex, le 16 janvier 

1662, dans C
ode m

atrim
onial, supra note 15, p. 125.

②
一
六
六
三
年
五
月
四
日
国
王
国
務
会
議
裁
決
「
国
王
国
務
会
議
は
、
そ
の
他
の
措
置
の
間
で
、
勅
令
の
国
王
親
任
官
の
分
担
を
空
に
す
る
こ
と

に
よ
っ
て
、
セ
イ
ヌ
、
マ
ノ
ス
ク 

、
ヴ
ル
ー
、
ル
・
リ
ュ
ッ
ク
の
牧
師
に
対
し
て
、
自
己
の
宗
務
局
内
で
婚
姻
の
異
議
申
し
立
て
を
受
け
入
れ
る

こ
と
、
そ
の
裁
判
管
轄
権
を
取
る
こ
と
を
禁
じ
る
。
し
か
し
、
婚
姻
へ
の
異
議
申
し
立
て
は
プ
ロ
ヴ
ァ
ン
ス
の
セ
ネ
シ
ャ
ル
裁
判
所
の
法
官
に
移
送

し
、
そ
の
望
む
と
こ
ろ
に
従
っ
て
判
断
す
る
こ
と
。」 Arrêt du C

onseil d ’Etat, du 4 m
ai 1663, dans C

ode m
atrim

onial, supra note 15, p. 125.

③
一
六
六
四
年
九
月
一
八
日
国
王
国
務
会
議
裁
決
「（
三
八
条
）
国
王
は
、
自
称
改
革
宗
教
に
行
わ
れ
、
取
り
交
わ
さ
れ
た
婚
姻
の
有
効
性
を
裁

く
こ
と
、
ナ
ン
ト
の
勅
令
個
別
条
項
四
一
条
に
照
ら
し
て
、
婚
姻
が
有
効
か
ど
う
か
を
決
定
す
る
こ
と
を
、
自
称
改
革
宗
教
の
牧
師
、
宗
務
局
等
に

禁
止
す
る
。」 Arrêt du C

onseil d ’État, du 18 septem
bre 1664, portant réglem

ens généraux sur le partage des com
m

issaires de l ’édit de N
antes 

en D
auphiné, dans C

ode m
atrim

onial, supra note 15, p. 126.
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④
一
六
六
六
年
四
月
二
日
国
王
宣
言
「（
一
九
条
）
自
称
改
革
宗
教
の
牧
師
、
宗
務
局
、
教
会
会
議
は
、
自
称
改
革
宗
教
に
よ
っ
て
行
わ
れ
取
り

交
わ
さ
れ
た
婚
姻
の
有
効
性
を
判
断
し
よ
う
な
ど
と
企
て
て
は
な
ら
な
い
。」  R

églem
ent sur l ’exercice de la religion prétendue réform

ée (Saint-

G
erm

ain-en-Laye, 2 avril 1666), dans Isam
bert, supra note 13, tom

e X
V

III, p. 77-85 ; D
éclaration donnée par le roi Louis X

IV, le 2 avril 

1666, qui règle les choses que doivent observer ceux de la religion prétendue réform
ée, dans C

ode m
atrim

onial, supra note 15, p. 127-128.

⑤
一
六
六
九
年
二
月
一
日
国
王
宣
言
「（
一
七
条
）
自
称
改
革
宗
教
の
牧
師
、
宗
務
局
、
教
会
会
議
は
、
自
称
改
革
宗
教
に
よ
っ
て
行
わ
れ
、
取

り
交
わ
さ
れ
た
婚
姻
の
有
効
性
を
判
断
し
よ
う
な
ど
と
企
て
て
は
な
ら
な
い
。」  D

éclaration touchant les religionnaires (Paris, 1
er février 1669), 

dans Isam
bert, supra note 13, tom

e X
V

III ; D
éclaration du R

oi, donnée le prem
ier février 1669, dans C

ode m
atrim

onial, supra note 15, p. 

129-130.

�　

一
六
八
二
年
、
王
権
神
授
説
の
代
表
的
な
演
説
家
（orateur

）
ボ
シ
ュ
エ
（B

O
SSU

ET

）
が
起
草
し
た
ガ
リ
カ
ニ
ス
ム
宣
言
の
四
条
項
は
、
教

皇
は
世
俗
の
事
柄
に
つ
い
て
は
権
力
が
な
く
、
国
王
は
教
皇
に
服
従
し
な
い
こ
と
を
宣
言
し
た
。
こ
こ
に
頂
点
を
迎
え
る
ロ
ー
マ
教
皇
と
フ
ラ
ン

ス
国
王
と
の
緊
張
関
係
が
国
王
と
国
内
聖
職
者
と
の
密
接
な
連
携
に
お
い
て
生
じ
た
と
い
う
こ
と
は
、
ガ
リ
カ
ニ
ス
ム
や
ガ
リ
カ
ン
教
会
（Église 

gallicane

）
の
性
格
を
考
え
る
上
で
見
落
と
し
て
は
な
ら
な
い
視
点
で
あ
る
だ
ろ
う
。C

leri gallicani de ecclesiasticâ potestate declaratio, 1682 ; 

B
O

SSU
ET, Œ

uvres com
plètes de Bossuet publiées d’après les im

prim
és et les m

anuscrits originaux purgées des interpolations et rendues 

à leur intégrité par F. Lachat, volum
e X

X
I, Paris, 1865, p. 1-4 ; 

エ
メ
＝
ジ
ョ
ル
ジ
ュ
・
マ
ル
テ
ィ
モ
ー
ル
︹
著
︺
朝
倉
剛
＝
羽
賀
賢
二
︹
訳
︺

﹃
ガ
リ
カ
ニ
ス
ム
︱
フ
ラ
ン
ス
に
お
け
る
国
家
と
教
会
﹄
文
庫
ク
セ
ジ
ュ
（
白
水
社
・
一
九
八
七
年
）
一
〇
〇

－

一
二
九
頁
（A

im
é-G

eorges 

M
A

RTIM
O

RT, Le gallicanism
e, collection Q

U
E SA

IS-JE ? n˚ 1537.
） ; 
オ
リ
ヴ
ィ
エ
＝
マ
ル
タ
ン
・
前
掲
注
⒅
七
三
三
頁
、
小
泉
徹
﹃
宗
教
改

革
と
そ
の
時
代
﹄
世
界
史
リ
ブ
レ
ッ
ト
二
七
（
山
川
出
版
社
・
一
九
九
六
年
）
四
三
頁
参
照
。

�　

D
EN

ISA
RT, supra note 17, éd. 1786, tom

e V, « C
O

M
PÉTEN

C
E », p. 8. 
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�　

ピ
ー
タ
ー
・
ス
タ
イ
ン
︹
著
︺
屋
敷
二
郎
︹
監
訳
︺
関
良
徳
＝
藤
本
幸
二
︹
訳
︺﹃
ロ
ー
マ
法
と
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
﹄（
ミ
ネ
ル
ヴ
ァ
書
房
・
二
〇
〇
三

年
）
九
一

－

九
四
頁
参
照

�　

法
規
分
類
学
説
（
条
例
理
論
あ
る
い
は
法
則
学
説
）
の
中
心
は
、
一
六
世
紀
に
入
る
と
イ
タ
リ
ア
か
ら
フ
ラ
ン
ス
に
移
っ
た
。
シ
ャ
ル
ル
・
デ
ュ

ム
ー
ラ
ン
（C

harles D
U

M
O

U
LIN

 1500-1566

）
と
ベ
ル
ト
ラ
ン
・
ダ
ル
ジ
ャ
ン
ト
レ
（B

ertrand D
’A

R
G

EN
TR

É 1519-1590

）
の
二
人
の
著

名
な
学
者
が
現
れ
、
フ
ラ
ン
ス
学
派
を
形
成
す
る
。
中
世
の
封
建
主
義
の
時
代
か
ら
、
極
端
な
属
地
主
義
が
行
わ
れ
て
い
た
フ
ラ
ン
ス
に
お
い
て
、

デ
ュ
ム
ー
ラ
ン
は
、
イ
タ
リ
ア
学
派
の
法
規
分
類
学
説
を
継
承
し
、
法
規
を
人
法
と
物
法
と
に
区
別
し
、
そ
れ
ぞ
れ
の
適
用
範
囲
を
定
め
る
こ
と
に

よ
っ
て
、
属
地
主
義
の
緩
和
に
努
め
た
。
一
方
、
ダ
ル
ジ
ャ
ン
ト
レ
は
、
人
法
を
例
外
と
し
て
認
め
た
に
す
ぎ
ず
、
人
の
身
分
に
よ
っ
て
不
動
産

の
相
続
性
を
異
に
す
る
よ
う
な
、
人
に
も
物
に
も
関
す
る
混
合
法
を
認
め
、
物
法
の
拡
大
に
つ
と
め
た
。
溜
池
良
夫
﹃
国
際
私
法
講
義　

第
三
版
﹄

（
有
斐
閣
・
二
〇
〇
五
年
）
四
三

－

四
七
頁
、
櫻
田
嘉
章
﹃
国
際
私
法 

第
五
版
﹄（
有
斐
閣
・
二
〇
〇
六
年
）
三
五

－

三
六
頁
、
ス
タ
イ
ン
・
前
掲

注
�
一
〇
八

－

一
一
〇
頁
参
照
。
な
お
フ
ラ
ン
ス
の
法
規
分
類
学
説
に
つ
い
て
は
以
下
の
著
作
が
参
照
さ
れ
る
。A

. LA
IN

É, Introduction au droit 

international privé, contenant une étude historique et critique de la théorie des statuts et des rapports de cette théorie avec le C
ode civil, 2 

volum
e, Verlag D

etlev A
uverm

ann K
G

 : G
lashütten im

 Taunus, 1970 ( l ’édition originale publié par F. Pichon, Paris, 1888). 

�　

E. B
O

N
IFA

C
E, supra note 2, p. 51.

�　

Édit sur la pacification des troubles du royaum
e, les protestans, les religionnaires fugitifs, la convocation des États-G

énéraux (Paris, m
ai 

1576), dans Isam
bert, supra note 13, tom

e X
IV, p. 280-302 ; Édit de H

enri III, donné à Paris, en m
ai 1576, registré au parlem

ent, le roi y 

séant, le 14 du m
êm

e m
ois, dans C

ode m
atrim

onial, supra note 15, p. 106.

�　

Édit de pacification des troubles du royaum
e (Poitiers, septem

bre 1577), dans Isam
bert, supra note 13, tom

e X
IV, p. 330-341 ; Édit de 

H
enri III, donné à Paris, au m

ois de septem
bre 1577, registré le 8 octobre suivant, dans C

ode m
atrim

onial, supra note 15, p. 106-107.
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�　

一
五
七
六
年
五
月
「
パ
リ
勅
令
」
一
〇
条
、
一
五
七
七
年
九
月
「
ポ
ワ
チ
エ
勅
令
」
個
別
条
項
八
条
の
管
轄
規
則
は
、「
さ
ら
に
、
改
革
宗
教
の

者
た
ち
に
よ
っ
て
な
さ
れ
、
取
り
交
わ
さ
れ
た
婚
姻
の
有
効
性
を
判
断
し
、
こ
れ
が
合
法
か
、
非
合
法
か
を
決
定
す
る
に
あ
た
っ
て
は
、
改
革
宗
教

の
者
が
被
告
で
あ
る
な
ら
ば
、
こ
の
場
合
、
王
国
の
裁
判
官
が
当
該
婚
姻
の
事
実
の
管
轄
権
を
持
ち
、
改
革
宗
教
の
者
が
原
告
で
、
カ
ト
リ
ッ
ク
が

被
告
で
あ
る
な
ら
ば
、
そ
の
管
轄
権
は
教
区
裁
判
所
と
教
会
の
裁
判
官
に
あ
る
も
の
と
す
る
」
と
規
定
す
る
。
こ
の
内
容
は
そ
の
ま
ま
「
ナ
ン
ト
の

勅
令
」
個
別
条
項
四
一
条
に
引
き
継
が
れ
た
。

�　

和
田
「
ナ
ン
ト
の
王
令
︱
史
料
と
内
容
︱
（
上
）」
前
掲
注
�
四
九
二

－

四
九
四
頁
参
照
。

�　
「
ナ
ン
ト
の
勅
令
」
の
原
典
は
そ
の
締
結
時
に
王
側
と
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
側
の
た
め
に
二
部
作
成
さ
れ
、
そ
れ
ぞ
れ
両
者
に
よ
っ
て
保
管
さ
れ
た
。

和
田
「
ナ
ン
ト
の
王
令
︱
史
料
と
内
容
︱
（
上
）」
前
掲
注
�
四
九
五
頁
参
照
。

�　

E. B
O

N
IFA

C
E, supra note 2, p. 51.

�　

PO
TH

IER
, C

ontrat de m
ariage, 1771; PO

TH
IER

, Œ
U

VRES D
E PO

TH
IER, C

O
N

TEN
AN

T LES TRAITÉS D
U

 D
RO

IT FRAN
Ç

AIS, 

N
O

U
VELLE ÉD

ITIO
N

 M
ISE EN

 M
EILLEU

R O
RD

RE ET PU
BLIÉE PAR LES SO

IN
S D

E M
. D

U
PIN

, tom
e 5

e, LIB
R

A
IR

IE B
EC

H
ET 

A
IN

É, PA
R

IS, 1825, p. 8 (n˚ 11). 

水
林
彪
﹃
国
制
と
法
の
歴
史
理
論
﹄（
創
文
社
・
二
〇
一
〇
年
）
五
一
九
頁
参
照
。

�　

O
rdonnance rendue sur les plaintes et doléances des états-généraux assem

blés à B
lois en novem

bre 1576, relativem
ent à la police générale 

du royaum
e (Paris, m

ai 1579), dans Isam
bert, supra note 13, p. 380-463 ; D

e l ’ordonnance de H
enri III, arrêtée aux états tenus à B

lois, en 

m
ai 1579, dans C

ode m
atrim

onial, supra note 15, p. 107-109.

�　

M
. M

A
R

IO
N

,  D
ictionnaire des institutions de la France XVII  e-XVIII  e S., Paris, 1923 ; réim

pression à 1999, « ÉTAT C
IV

IL », p. 215-

216 ; O
rdonnance sur le fait de la justice, dans Isam

bert, supra note 13, tom
e X

II, p. 600-640.

�　

フ
ラ
ン
ス
の
民
事
身
分
の
証
書
は
出
生 

、
婚
姻
、
死
亡
の
事
項
別
に
分
か
れ
、
個
人
別
に
記
載
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。
こ
の
た
め
、
夫
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婦
・
親
子
を
同
一
の
戸
籍
に
記
録
す
る
日
本
の
戸
籍
制
度
と
フ
ラ
ン
ス
の
民
事
身
分
の
制
度
と
は
か
な
り
の
違
い
が
み
ら
れ
る
。
し
か
し
、
日
本
で

は
「
民
事
身
分
」
と
い
う
用
語
に
あ
ま
り
な
じ
み
が
薄
い
た
め
、
個
人
の
家
族
関
係
を
公
示
す
る
と
い
う
点
で
同
じ
機
能
を
果
た
し
て
い
る
「
戸

籍
」
を
括
弧
書
き
で
補
足
し
た
。

�　
「
ブ
ロ
ワ
の
オ
ル
ド
ナ
ン
ス
」
一
八
一
条
の
内
容
は
、
そ
の
後
も
以
下
の
法
律
の
な
か
で
繰
り
返
さ
れ
て
い
る
。

①
一
五
九
五
年
六
月
勅
令
「
登
録
簿
の
写
し
（
抄
本
）
の
交
付
に
際
し
、
司
教
座
聖
堂
参
事
会
、
コ
レ
ー
ジ
ュ
、
修
道
院
、
主
任
司
祭
な
い
し

彼
ら
の
僕
た
ち
に
よ
っ
て
、
濫
用
が
犯
さ
れ
る
こ
と
を
防
ぐ
た
め
、
三
个
月
ご
と
に
、
こ
の
者
た
ち
が
司
る
洗
礼
、
婚
姻
、
遺
言
、
埋
葬
の
登
録

簿
を
、
余
の
通
常
裁
判
所
の
書
記
課
の
範
囲
で
持
ち
込
む
か
、
送
付
せ
よ
。
確
か
に
、
余
の
通
常
裁
判
所
の
書
記
課
は
休
廷
に
入
る
こ
と
が
で

き
な
い
が
、
当
該
登
録
簿
を
持
っ
て
こ
さ
せ
る
世
話
を
や
か
ず
と
も
よ
い
。」 Édit de création des greffiers des institutions ecclésiastiques en 

chaque diocèse (D
ijon, juin 1595), dans Isam

bert, supra note 13, tom
e X

V, p. 101 ; Édit de H
enri IV, concernant les greffes des insinuations 

ecclésiastiques, dans  C
ode m

atrim
onial, supra note 15, p. 109-110. 

ア
ン
リ
四
世
は
、
一
五
九
五
年
六
月
の
勅
令
に
お
い
て
、「
三
个
月
ご
と
に
」

教
会
の
登
録
簿
を
王
国
の
通
常
裁
判
所
へ
送
る
よ
う
命
じ
て
い
る
が
、
パ
リ
高
等
法
院
は
こ
れ
を
ブ
ロ
ワ
の
オ
ル
ド
ナ
ン
ス
と
同
様
に
「
一
年
ご
と

に
」
と
修
正
し
、
法
令
登
録
し
た
。
そ
の
後
、
ル
イ
一
四
世
の
時
代
に
、
一
六
六
七
年
民
事
王
令
等
の
規
定
が
こ
れ
を
踏
襲
し
、
一
年
ご
と
に
六
週

間
以
内
の
期
限
で
、
国
王
裁
判
所
に
教
会
の
登
録
簿
の
送
付
を
命
じ
て
い
る
。

②
一
六
二
九
年
「
ミ
シ
ョ
ー
法
典
」「（
二
九
条
）
余
は
す
べ
て
の
主
任
司
祭
に
厳
命
す
る
。
毎
年
ご
と
に
、
善
良
で
忠
実
な
洗
礼
、
婚
姻
、
死
亡

の
登
録
簿
を
つ
く
り
、
そ
れ
を
次
の
年
の
最
初
の
月
に
、
最
も
近
い
通
常
裁
判
所
の
書
記
課
に
運
べ
。
違
反
す
る
な
ら
、
五
〇
リ
ー
ヴ
ル
の
罰
金
を

科
す
。
裁
判
所
書
記
に
は
、
こ
の
者
た
ち
か
ら
い
か
な
る
も
の
で
あ
ろ
う
と
要
求
す
る
こ
と
を
禁
止
す
る
。」 O

rdonnance (C
ode M

ichaud) sur les 

plaintes des états assem
blés à Paris en 1614, et de l ’assem

blée des notables réunis à R
ouen et à Paris, en 1617 et 1626 (Paris, janvier 1629), 

dans Isam
bert, supra note 13, tom

e X
V

I, p. 223-344. 「
ミ
シ
ョ
ー
法
典
」
に
つ
い
て
、
カ
ミ
ュ
の
﹃
婚
姻
法
典
﹄
に
よ
れ
ば
、
一
六
二
九
年
一
月
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一
五
日
国
王
臨
席
の
も
と
、
パ
リ
高
等
法
院
に
お
い
て
読
ま
れ
、
国
璽
尚
書
マ
リ
ヤ
ッ
ク
（M

A
R

ILLA
C

）
が
通
常
の
法
令
登
録
に
よ
り
裁
決
さ
れ

た
こ
と
を
宣
言
し
た
が
、
高
等
法
院
が
裁
決
の
署
名
を
拒
否
し
た
と
も
、
書
記
が
一
応
署
名
し
た
も
の
の
執
行
は
審
査
後
ま
で
留
保
さ
れ
た
と
も
言

わ
れ
て
い
る
。
法
令
登
録
と
そ
の
効
果
に
つ
い
て
は
曖
昧
な
ま
ま
、
国
璽
尚
書
マ
リ
ヤ
ッ
ク
失
寵
の
た
め
、
引
用
す
る
に
足
る
権
威
の
な
い
、
滑
稽

の
代
名
詞
と
し
て
扱
わ
れ
た
と
い
う
。

③
一
六
三
五
年
五
月
勅
令
「
我
々
は
当
該
主
任
司
祭
と
助
祭
に
対
し
厳
命
す
る
。
当
該
登
録
簿
を
し
か
る
べ
く
し
て
証
明
し
、
署
名
し
た
後
で
、

こ
の
者
た
ち
は
先
例
に
よ
り
毎
年
年
頭
の
二
个
月
以
内
に
自
ら
の
管
轄
区
域
の
封
建
貴
族
と
国
王
裁
判
所
の
書
記
課
に
登
録
簿
を
運
ば
せ
、
送
ら

せ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。」 D

e l ’édit donné à N
euchâtel au m

ois de m
ai 1635, au sujet des registres de baptêm

e, m
ariages, etc., dans C

ode 

m
atrim

onial, supra note 15, p. 121. 

婚
姻
法
典
に
よ
れ
ば
、
一
六
三
五
年
五
月
一
六
日
、
ソ
ワ
ッ
ソ
ン
（Soissons

）
伯
の
指
揮
に
よ
っ
て
、
租
税

法
院
に
お
い
て
認
証
さ
れ
た
と
さ
れ
る
が
、
イ
ザ
ン
ベ
ー
ル
の
﹃
王
令
集
﹄
に
は
こ
の
勅
令
を
見
い
だ
せ
な
い
。

④
一
六
六
四
年
九
月
二
二
日
国
王
国
務
会
議
裁
決
「（
九
条
）
牧
師
は
、
当
該
自
称
改
革
宗
教
の
者
た
ち
に
よ
っ
て
行
わ
れ
る
洗
礼
と
婚
姻
の

登
録
簿
を
つ
け
ね
ば
な
ら
ず
、
三
个
月
ご
と
に
、
バ
イ
イ
裁
判
所
の
書
記
課
に
写
し
（
抄
本
）
を
納
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。」 Arrêt du C

onseil 

d ’Etat, du 22 septem
bre 1664, portant règlem

ent sur plusieurs entreprises de ceux de la religion prétendue réform
ée, dans C

ode m
atrim

onial, 

supra note 15, p. 127.

⑤
一
六
六
六
年
四
月
二
日
国
王
宣
言
「（
一
〇
条
）
牧
師
は
、
自
称
改
革
宗
教
の
者
た
ち
に
よ
っ
て
行
わ
れ
る
洗
礼
と
婚
姻
の
登
録
簿
を
つ
け

ね
ば
な
ら
ず
、
三
个
月
ご
と
に
、
自
ら
の
管
轄
の
バ
イ
イ
裁
判
所
と
セ
ネ
シ
ャ
ル
裁
判
所
の
書
記
課
に
写
し
（
抄
本
）
を
納
め
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
。」 Règlem

ent sur l ’exercice de la religion prétendue réform
ée (Saint-G

erm
ain-en-Laye, 2 avril 1666), dans Isam

bert, supra note 13, 

tom
e X

V
III, p. 77-85 ; D

éclaration donné par le roi Louis X
IV, le 2 avril 1666, qui règle les choses que doivent observer ceux de la religion 

prétendue réform
ée, dans C

ode m
atrim

onial, supra note 15, p. 127-128.
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⑥
一
六
六
七
年
民
事
王
令
「（
二
〇
章
一
一
条
）
主
任
司
祭
と
助
祭
は
、
毎
年
期
限
後
六
週
間
で
、
こ
の
者
た
ち
に
署
名
さ
れ
真
正
で
あ
る
と
証

明
さ
れ
た
登
録
簿
の
副
本
（
謄
本
）
ば
か
り
か
原
本
を
も
、
そ
れ
に
整
理
番
号
を
つ
け
花
押
を
行
う
こ
と
に
な
る
王
国
の
裁
判
官
の
書
記
課
へ
持
っ

て
行
く
か
送
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
そ
の
登
録
簿
を
受
け
取
る
裁
判
所
書
記
は
、
そ
の
登
録
簿
に
そ
れ
が
持
ち
込
ま
れ
た
日
付
の
記
載
を
し
、
そ

の
受
領
証
を
与
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
し
か
し
な
が
ら
、
副
本
（
謄
本
）
が
司
祭
ま
た
は
助
祭
の
も
と
に
残
る
こ
と
に
な
る
原
本
と
照
合
さ
れ
た

後
、
裁
判
所
書
記
は
す
べ
て
費
用
な
し
に
ひ
と
つ
ひ
と
つ
す
べ
て
の
余
白
と
余
っ
て
い
る
用
紙
に
線
を
引
い
て
消
し
た
後
で
、
そ
の
登
録
簿
の
副
本

（
謄
本
）
は
、
訴
訟
に
備
え
裁
判
所
書
記
に
よ
っ
て
保
管
さ
れ
る
こ
と
。」 Ordonnance civil touchant la réform

ation de la justice (Saint-G
erm

ain-

en-Laye, avril 1667), dans Isam
bert, supra note 13,  tom

e X
V

III, p. 103-180 ; D
e l ’ordonnance de Louis X

IV, concernant la procédure civile, 

dans C
ode m

atrim
onial, supra note 15, p. 128-129.

⑦
一
六
六
九
年
二
月
一
日
国
王
宣
言
「（
九
条
）
牧
師
は
、
当
該
自
称
改
革
宗
教
の
者
た
ち
に
よ
っ
て
行
わ
れ
る
洗
礼
と
婚
姻
の
登
録
簿
を
つ
け

ね
ば
な
ら
ず
、
三
个
月
ご
と
に
、
自
ら
の
管
轄
の
バ
イ
イ
裁
判
所
と
セ
ネ
シ
ャ
ル
裁
判
所
の
書
記
課
に
写
し
（
抄
本
）
を
納
め
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。」 Déclaration touchant les religionnaires (Paris, 1

er février 1669), dans Isam
bert, supra note 13, tom

e X
V

III, p. 199-204 ; D
éclaration du 

R
oi, donnée le prem

ier février 1669, dans C
ode m

atrim
onial, supra note 15, p. 129-130.

�　

D
éclaration sur les form

alités du m
ariage, les qualités requise, le crim

e de rapt, etc. (Saint-G
erm

ain-en-Laye, 26 novem
bre 1639), dans 

Isam
bert, supra note 13, tom

e X
V

I, p. 520-524 ; D
éclaration de Louis X

III, du 26 novem
bre 1639, portant règlem

ent sur l ’ordre qui doit être 

observé en la célébration des m
ariages, &

 contre ceux qui com
m

ettent le crim
e de rapt, dans C

ode m
atrim

onial, supra note 15, p. 121-125.

�　

C
ode m

atrim
onial, supra note 15, « PO

SSESSIO
N

 D
’ÉTAT », p. 770-771.

�　

前
掲
注
�
④
⑤
⑦
参
照
。

�　

A
rrêt du C

onseil, du 15 septem
bre 1685, concernant les baptêm

es &
 les m

ariages de ceux de la religion prétendue réform
ée, dans C

ode 
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m
atrim

onial, supra note 15, p. 139-140 ; A
R

R
ÊT D

U
 C

O
N

SEIL, D
u 15 Septem

bre 1685, C
oncernant les B

aptêm
es &

 les M
ariages de ceux 

de la R
. P. R

. Extrait des R
egistres du C

onseil d ’Etat, dans M
A

LESH
ER

B
ES, M

ém
oire sur le m

ariage des Protestans en 1785, [s. l.], [s. d.], p. 

194-196 ; A
rrêt du conseil suivi de lettres-patentes portant que les baptêm

es et m
ariages des religionnaires seront célébrés par des m

inistres 

choisis par les intendans, à charge par lesdits m
inistres de ne pas faire de prêches ni exercices autres que ce qui est m

arque (C
ham

bord, 15 

septem
bre), dans Isam

bert, supra note 13, tom
e X

IX
, p. 529.

�　

一
六
八
五
年
九
月
一
五
日
国
王
国
務
会
議
裁
決
の
原
文
に
つ
い
て
は
、
カ
ミ
ュ
﹃
婚
姻
法
典
﹄（
一
七
七
〇
年
）
と
﹃
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
の
婚
姻

に
関
す
る
第
二
の
意
見
書
﹄（
一
七
八
七
年
）
の
間
で
若
干
用
語
の
ず
れ
が
あ
る
た
め
、
こ
こ
で
は
﹃
婚
姻
法
典
﹄
を
参
照
し
た
。

�　

M
A

LESH
ER

B
ES, supra note 70, p. 61 (42˚).

�　
［R

ipert de M
O

N
C

LA
R

］, M
ém

oire théologique et politique au sujet des m
ariages clandestins des Protestans de France, [s. l.], 1755.

三
　
一
八
世
紀
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
の
婚
姻

１　
「
も
は
や
フ
ラ
ン
ス
に
は
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
は
い
な
い
」

一
六
四
八
年
ウ
エ
ス
ト
フ
ァ
リ
ア
条
約
で
は
、「
一
人
の
支
配
者
の
い
る
と
こ
ろ
、
一
つ
の
宗
教
（cujus regio, ejus religio.

）」
と

い
う
一
般
原
則
の
再
確
認
が
行
わ
れ
た
。
但
し
、
実
際
に
は
こ
の
原
則
に
は
制
約
が
設
け
ら
れ
、
宗
教
上
の
少
数
派
は
保
護
さ
れ
て
い

る((((
。
と
こ
ろ
が
、
フ
ラ
ン
ス
の
絶
対
王
政
の
な
か
で
、
こ
の
原
則
は
カ
ト
リ
ッ
ク
の
国
王
が
カ
ト
リ
ッ
ク
の
宗
教
を
す
べ
て
の
臣
民
に
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強
制
す
る
こ
と
が
で
き
る
と
い
う
よ
う
に
理
解
さ
れ
た
よ
う
に
思
わ
れ
る((((
。
ナ
ン
ト
の
勅
令
は
、
ル
イ
一
四
世
の
一
六
八
五
年
一
〇
月

「
フ
ォ
ン
テ
ー
ヌ
ブ
ロ
ー
の
勅
令
」（「
ナ
ン
ト
の
勅
令
の
撤
回
に
関
す
る
勅
令((((
」）
に
よ
っ
て
撤
回
さ
れ
、
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
は
宗
教
的

実
践
を
目
的
と
す
る
集
会
を
禁
止
さ
れ
た
（
二
条
）。
そ
し
て
、「
ナ
ン
ト
の
勅
令
」
撤
回
後
も
王
国
に
残
っ
た
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
は
、

い
つ
し
か
カ
ト
リ
ッ
ク
へ
の
新
改
宗
者
で
あ
る
と
み
な
さ
れ
て
い
く
。「
一
つ
の
信
仰
、
一
つ
の
法
、
一
人
の
王
（une foi, une loi, un 

roi.

）」
を
目
指
し
た
ル
イ
一
四
世
は
、
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
の
礼
拝
場
所
を
制
限
し
、
教
会
堂
を
破
壊
し
、
暴
力
に
よ
っ
て
強
引
に
改
宗

を
推
し
進
め
て
き
た
が
、
こ
の
国
家
統
合
の
理
想
は
、「
も
は
や
フ
ラ
ン
ス
に
は
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
は
い
な
い
」
と
い
う
虚
構
（
フ
ィ

ク
シ
ョ
ン
）
の
上
に
実
現
さ
れ
た
と
言
え
る
で
あ
ろ
う
。

一
六
八
五
年
一
〇
月
一
八
日
署
名
さ
れ((((
、
二
二
日
に
パ
リ
高
等
法
院
に
登
録
さ
れ
た
「
フ
ォ
ン
テ
ー
ヌ
ブ
ロ
ー
の
勅
令
」
は
、
カ
ト

リ
ッ
ク
に
改
宗
し
な
い
牧
師
に
対
し
て
、
ガ
レ
ー
船
徒
刑
の
刑
を
科
し
て
フ
ラ
ン
ス
か
ら
の
退
去
を
命
じ
た
が
（
四
条((((
）、
一
般
信
徒

で
あ
る
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
に
は
、
勅
令
の
最
後
に
お
い
て
、
神
に
よ
っ
て
光
で
照
ら
さ
れ
る
べ
き
時
、
つ
ま
り
改
宗
の
時
を
待
つ
な
か

で
、
王
国
に
残
る
こ
と
が
許
さ
れ
た
。
マ
ン
ト
ノ
ン
夫
人
は
、
一
六
八
五
年
一
〇
月
二
五
日
付
の
手
紙
の
中
で
、「
ル
イ
一
四
世
は
、

教
会
に
異
端
者
た
ち
が
集
合
す
る
と
い
う
偉
大
な
る
業
績
に
最
後
の
一
手
を
お
与
え
に
な
り
ま
し
た
。
ラ
・
シ
ェ
ー
ズ
神
父
は
一
滴
の

血
も
失
う
と
こ
ろ
が
な
い
と
約
束
し
て
く
れ
ま
し
た
し
、
そ
れ
に
ル
ー
ヴ
ォ
ワ
氏
も
同
じ
こ
と
を
申
し
て
お
り
ま
す
」
と
語
っ
て
い

る((((
。
一
滴
の
血
も
流
さ
ず
に
、
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
た
ち
を
カ
ト
リ
ッ
ク
に
改
宗
さ
せ
、
信
仰
の
国
内
的
統
一
を
成
し
遂
げ
る
こ
と
、
ル

イ
一
四
世
は
「
フ
ォ
ン
テ
ー
ヌ
ブ
ロ
ー
の
勅
令
」
に
よ
っ
て
そ
れ
が
可
能
に
な
る
と
考
え
て
い
た
ふ
し
が
あ
る((((
。「
フ
ォ
ン
テ
ー
ヌ
ブ

ロ
ー
勅
令
」
の
最
後
の
段
落
は
次
の
よ
う
に
言
っ
て
い
る
。（　

）
内
補
足
は
、
引
用
者
に
よ
る
。

自
称
改
革
宗
教
の
者
た
ち
は
、
神
が
こ
の
者
た
ち
（
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
）
を
他
の
者
た
ち
（
カ
ト
リ
ッ
ク
）
と
同
様
に
光
で
照
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ら
す
こ
と
を
お
望
み
に
な
る
こ
と
を
待
つ
な
か
で
、
違
反
す
れ
ば
上
記
の
身
体
と
財
産
の
刑
罰
に
科
す
も
の
と
し
て((((
、
い
か
な
る

性
質
で
あ
れ
当
該
宗
教
の
祈
祷
ま
た
は
礼
拝
の
口
実
で
実
践
し
た
り
、
集
ま
っ
た
り
し
な
い
こ
と
を
条
件
に
し
て
、
自
称
改
革
宗

教
で
あ
る
こ
と
を
口
実
に
妨
害
さ
れ
る
こ
と
も
、
邪
魔
さ
れ
る
こ
と
も
な
く
、
我
々
の
支
配
す
る
地
方
や
土
地
、
我
々
の
王
国
の

町
や
場
所
に
居
住
し
、
そ
こ
で
自
ら
の
商
売
を
継
続
し
、
自
ら
の
財
産
を
享
受
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
は
自
分
た
ち
の
宗
教
を
「
改
革
宗
教
（religion réform

ée

）」
で
あ
る
と
自
負
を
持
っ
て
呼
ん
で
い
た
。
し
か
し
、

カ
ト
リ
ッ
ク
を
国
家
の
宗
教
と
す
る
フ
ラ
ン
ス
の
国
王
立
法
の
な
か
で
、
彼
ら
は
「
自
称
改
革
宗
教
（R

. P. R
. ; religion prétendue 

réform
ée

）」
の
者
た
ち
と
呼
ば
れ
る
に
過
ぎ
な
い
存
在
で
あ
っ
た
。
ル
イ
一
四
世
は
、
改
宗
ま
で
の
間
、
礼
拝
を
は
じ
め
と
し
て
集

会
を
行
わ
な
い
こ
と
を
条
件
に
、
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
で
あ
る
こ
と
を
理
由
に
妨
害
さ
れ
る
こ
と
も
、
邪
魔
さ
れ
る
こ
と
も
な
く
、
彼
ら

に
王
国
に
居
住
し
、
商
売
を
継
続
し
、
財
産
を
享
有
す
る
こ
と
を
保
証
し
て
い
る
。
し
か
し
、
王
国
で
は
既
に
こ
れ
ま
で
、
プ
ロ
テ
ス

タ
ン
ト
に
対
し
て
改
宗
を
迫
る
竜
騎
兵
が
展
開
す
る
ド
ラ
ゴ
ナ
ー
ド
と
呼
ば
れ
る
迫
害
に
よ
っ
て
、
暴
力
で
改
宗
が
強
制
さ
れ
、
多
く

の
血
が
流
さ
れ
て
い
た
。
特
に
、「
ナ
ン
ト
の
勅
令
」
の
撤
回
に
先
立
つ
九
な
い
し
一
〇
週
間
で
は
、
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
が
多
数
居
住

す
る
ロ
ワ
ー
ル
河
以
南
の
諸
州
に
お
い
て
、
ド
ラ
ゴ
ナ
ー
ド
は
猛
威
を
ふ
る
っ
て
い
た
の
で
あ
る((((
。
実
際
、「
フ
ォ
ン
テ
ー
ヌ
ブ
ロ
ー

の
勅
令
」
が
「
ナ
ン
ト
の
勅
令
」
を
撤
回
す
る
以
前
か
ら
、
す
で
に
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
は
迫
害
の
恐
怖
を
覚
え
て
い
た
と
言
っ
て
よ
い

で
あ
ろ
う
。

そ
の
後
、
国
王
ル
イ
一
四
世
は
、
一
六
九
七
年
三
月
勅
令((((
に
よ
っ
て
、
臣
民
全
体
に
対
し
「
本
人
の
主
任
司
祭
の
立
ち
会
い
」
を
命

じ
て
い
る
。
こ
の
勅
令
の
冒
頭
は
、
教
会
と
国
家
が
こ
れ
ま
で
そ
れ
ぞ
れ
婚
姻
の
サ
ク
ラ
メ
ン
ト
の
成
立
に
主
任
司
祭
の
立
ち
会
い
を

命
じ
て
き
た
こ
と
に
つ
い
て
、「
聖
な
る
公
会
議
は
、
婚
姻
の
サ
ク
ラ
メ
ン
ト
に
対
し
て
不
可
欠
な
正
規
の
手
続
の
ひ
と
つ
と
し
て
、
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婚
姻
を
取
り
交
わ
す
者
た
ち
の
司
祭
自
身
の
立
ち
会
い
を
命
じ
、
余
の
先
代
の
国
王
た
ち
は
い
く
つ
も
の
オ
ル
ド
ナ
ン
ス
で
非
常
に
賢

明
な
規
則
の
執
行
を
認
め
た
た
め
、
不
幸
な
夫
婦
を
有
益
に
も
防
ぐ
こ
と
が
で
き
た
」
と
述
べ
て
い
る
。
し
か
し
、
こ
の
箇
所
で
着
目

さ
れ
る
の
は
、
そ
の
よ
う
な
不
幸
な
夫
婦
を
防
ぐ
た
め
に
、
婚
姻
に
立
ち
会
う
の
は
実
際
に
婚
姻
す
る
当
事
者
の
主
任
司
祭
で
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
こ
と
が
明
言
さ
れ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
カ
ノ
ン
法
も
こ
れ
ま
で
の
王
令
も
、
主
任
司
祭
の
立
ち
会
い
を
求
め
て
は
い
た

が
、
こ
の
点
を
曖
昧
に
し
て
い
た
。
一
六
九
七
年
三
月
勅
令
以
降
、
婚
姻
に
立
ち
会
う
の
は
主
任
司
祭
で
あ
れ
ば
だ
れ
で
も
よ
い
の
で

は
な
く
、
本
人
の
主
任
司
祭
と
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
そ
し
て
、「
婚
姻
の
挙
式
に
関
す
る
聖
な
る
カ
ノ
ン
法
と
余
の
先
人
た
る
国
王
た

ち
の
王
令
の
規
定
・
条
項
、︹
婚
姻
を
︺
取
り
交
わ
す
者
た
ち
の
司
祭
自
身
の
立
ち
会
い
を
必
要
と
し
て
い
る
こ
れ
ら
の
規
定
が
固
く

遵
守
さ
れ
る
よ
う
に
」
と
重
ね
て
述
べ
る
と
と
も
に
、
主
任
司
祭
な
ら
び
に
修
道
会
に
属
し
て
い
よ
う
と
い
ま
い
と
司
祭
の
す
べ
て
に

対
し
て
、
婚
姻
を
取
り
交
わ
す
者
た
ち
の
主
任
司
祭
ま
た
は
司
教
区
の
大
司
教
ま
た
は
司
教
の
書
面
に
よ
る
婚
姻
許
可
が
な
け
れ
ば
、

彼
ら
の
「
本
当
の
、
通
常
の
」
小
教
区
の
人
々
以
外
の
者
た
ち
を
婚
姻
で
結
び
付
け
る
こ
と
を
禁
止
し
、
初
犯
で
は
罰
金
刑
に
、
二
度

目
の
違
反
で
は
追
放
刑
を
宣
告
す
る
こ
と
を
規
定
し
た
の
で
あ
る
。

こ
の
勅
令
の
三
个
月
後
、
一
六
九
七
年
六
月
一
五
日
国
王
宣
言((((
は
、
契
約
当
事
者
の
主
任
司
祭
以
外
の
司
祭
に
よ
っ
て
行
わ
れ
る
婚

姻
を
改
め
て
明
確
に
禁
止
し
て
い
る
。
婚
姻
の
立
ち
会
い
に
本
人
の
主
任
司
祭
を
要
求
す
る
と
い
う
こ
と
は
、
婚
姻
当
事
者
が
ど
こ
か

の
小
教
区
に
属
し
て
い
な
け
れ
ば
婚
姻
で
き
な
い
こ
と
を
意
味
す
る
。
合
法
的
な
婚
姻
の
手
続
を
求
め
る
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
は
カ
ト

リ
ッ
ク
に
改
宗
し
、
婚
姻
を
挙
行
し
よ
う
と
し
た
。
新
改
宗
者
（N

. C
. ; nouveaux convertis

）
の
婚
姻
に
つ
い
て
は
、
一
六
九
八
年

一
二
月
一
三
日
国
王
宣
言((((
が
こ
れ
を
規
定
し
て
い
る
。

し
か
し
、
性
急
な
改
宗
は
、
戻
り
異
端
の
問
題
を
孕
む
も
の
で
あ
っ
た
。
戻
り
異
端
と
は
、
異
端
誓
絶
を
し
て
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
で

あ
る
こ
と
を
や
め
、
カ
ト
リ
ッ
ク
に
改
宗
し
た
後
に
、
再
び
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
に
戻
っ
て
し
ま
う
こ
と
を
言
う
。
異
端
に
対
す
る
刑
罰
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は
、
国
璽
尚
書
ミ
ッ
シ
ェ
ル
・
ド
・
ロ
ピ
タ
ル
（M

ichel de L ’H
O

PITA
L

）
の
も
と
で
出
さ
れ
た
一
五
六
一
年
七
月
勅
令
に
よ
り
追

放
刑
に
減
刑
さ
れ
て
い
た
が((((
、
国
外
へ
の
人
口
の
流
出
を
く
い
と
め
る
た
め
、
一
般
の
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
が
国
外
に
出
る
こ
と
が
固
く

禁
じ
ら
れ
て
い
っ
た
ル
イ
一
四
世
の
時
代
に
は
、
さ
ら
に
新
た
な
刑
罰
が
定
め
ら
れ
た
。
一
六
八
六
年
四
月
二
九
日
国
王
宣
言
は
、
カ

ト
リ
ッ
ク
に
改
宗
し
な
が
ら
、
終
油
の
サ
ク
ラ
メ
ン
ト
を
拒
み
、
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
と
し
て
死
去
し
た
者
に
つ
い
て
は
、
そ
の
死
体
ま

た
は
故
人
の
名
誉
に
対
し
て
、
訴
訟
が
提
起
さ
れ
る
こ
と
を
規
定
し
て
い
る((((
。
こ
の
国
王
宣
言
の
定
め
る
刑
罰
の
内
容
と
は
、
戻
り
異

端
の
罪
を
犯
し
て
死
ん
だ
者
の
死
体
を
す
の
こ
に
乗
せ
て
市
中
を
ひ
き
ま
わ
し
、
そ
の
あ
と
ご
み
捨
て
場
に
捨
て
、
生
前
の
財
産
を
没

収
す
る
と
い
う
も
の
で
あ
っ
た((((
。

と
こ
ろ
が
、
ル
イ
一
四
世
は
一
七
一
五
年
三
月
八
日
国
王
宣
言((((
の
な
か
で
次
の
よ
う
に
語
っ
た
。

余
が
王
国
に
お
い
て
自
称
改
革
宗
教
の
あ
ら
ゆ
る
実
践
を
廃
止
し
て
以
降
、
自
称
改
革
宗
教
出
身
の
者
た
ち
、
ま
た
は
プ
ロ
テ

ス
タ
ン
ト
の
両
親
か
ら
生
ま
れ
た
者
た
ち
が
、
余
の
王
国
に
留
ま
っ
た
と
い
う
こ
の
こ
と
が
、
彼
ら
が
王
国
で
苦
し
め
ら
れ
た

り
、
我
慢
を
し
た
り
す
る
こ
と
な
く
、
使
徒
伝
来
の
ロ
ー
マ
・
カ
ト
リ
ッ
ク
の
宗
教
を
抱
い
た
と
い
う
十
分
す
ぎ
る
ほ
ど
の
証
拠

な
の
で
あ
る
か
ら
。

ル
イ
一
四
世
自
身
、
こ
の
立
法
の
数
ヵ
月
後
に
は
世
を
去
る
が
、
こ
の
国
王
宣
言
で
国
王
は
、
新
改
宗
者
と
し
て
生
き
な
が
ら
臨
終

の
場
で
は
カ
ト
リ
ッ
ク
の
終
油
の
サ
ク
ラ
メ
ン
ト
を
拒
む
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
を
、
戻
り
異
端
の
犯
罪
か
ら
救
っ
た
の
で
あ
る
。
一
方

で
、
こ
の
国
王
宣
言
は
、「
も
は
や
フ
ラ
ン
ス
に
は
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
は
い
な
い
」
と
い
う
虚
構
（
フ
ィ
ク
シ
ョ
ン
）
に
、
法
の
後
ろ

盾
を
与
え
る
こ
と
と
も
な
っ
た
。
こ
の
一
七
一
五
年
三
月
八
日
国
王
宣
言
は
婚
姻
に
関
し
て
何
か
規
定
し
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
。
し
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か
し
、
国
王
に
よ
っ
て
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
は
も
は
や
フ
ラ
ン
ス
に
は
い
な
い
と
宣
言
さ
れ
た
以
上
、
王
国
の
臣
民
は
す
べ
て
カ
ト
リ
ッ

ク
で
あ
る
と
擬
制
さ
れ
、
一
六
九
七
年
三
月
勅
令
に
な
ら
い
、
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
も
カ
ト
リ
ッ
ク
教
会
の
主
任
司
祭
の
前
で
婚
姻
を
挙

行
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
く
な
っ
た
と
言
う
こ
と
は
で
き
る
で
あ
ろ
う
。

そ
の
後
、
王
位
を
継
い
だ
ル
イ
一
五
世
は
、
成
年
に
達
す
る
と
、
一
七
二
四
年
五
月
一
四
日
国
王
宣
言((((
の
前
文
で
、「
亡
き
国
王
、

余
の
非
常
に
敬
愛
す
る
陛
下
で
あ
り
曾
祖
父
が
な
し
た
あ
ら
ゆ
る
偉
大
な
構
想
の
な
か
で
も
、
自
分
の
王
国
の
な
か
か
ら
異
端
を
完

全
に
撲
滅
す
る
こ
と
を
着
想
し
た
も
の
以
上
に
、
余
が
熱
意
を
燃
や
し
て
従
い
、
執
行
し
よ
う
と
し
て
い
る
も
の
は
な
い
」
と
宣
言

し
、
異
端
撲
滅
の
意
思
を
表
明
し
、
真
摯
に
カ
ト
リ
ッ
ク
教
会
に
集
わ
な
い
人
々
の
い
る
こ
と
を
憂
い
て
い
る
。
そ
し
て
、
ル
イ
一
五

世
は
、
な
か
で
も
即
効
性
あ
る
対
処
が
求
め
ら
れ
て
い
る
悪
弊
の
ひ
と
つ
と
し
て
婚
姻
の
挙
式
を
挙
げ
、
改
め
て
新
改
宗
者
に
も
カ

ト
リ
ッ
ク
の
婚
姻
手
続
を
厳
命
し
て
い
る
。
こ
の
国
王
宣
言
で
は
、「
も
は
や
フ
ラ
ン
ス
に
は
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
は
い
な
い
」
と
擬
制

す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
を
戻
り
異
端
の
罪
か
ら
救
済
し
よ
う
と
し
た
ル
イ
一
四
世
の
立
法
動
機
は
忘
れ
去
ら
れ
て
い

る
。
一
七
二
四
年
五
月
一
四
日
国
王
宣
言
は
、
新
改
宗
者
と
み
な
さ
れ
た
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
に
も
十
把
一
絡
げ
に
カ
ト
リ
ッ
ク
の
婚
姻

手
続
を
強
制
し
て
い
る
点
で
、
過
酷
な
法
律
で
あ
る
と
い
え
よ
う
。

こ
こ
ま
で
「
ナ
ン
ト
の
勅
令
」
撤
回
後
の
国
王
立
法
の
展
開
を
概
観
し
た
が
、「
も
は
や
フ
ラ
ン
ス
に
は
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
は
い
な

い
」
と
さ
れ
、
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
は
新
改
宗
者
で
あ
る
と
み
な
さ
れ
て
い
た
に
せ
よ
、
法
を
遵
守
し
、
カ
ト
リ
ッ
ク
教
会
の
前
で
婚
姻

挙
式
を
行
う
た
め
に
は
、
カ
ト
リ
ッ
ク
の
聖
職
者
に
よ
る
改
宗
の
許
可
が
必
要
で
あ
っ
た
。
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
が
真
摯
に
改
宗
を
望
ん

で
い
た
に
せ
よ
、
合
法
的
な
婚
姻
の
た
め
だ
け
に
改
宗
を
望
ん
で
い
た
に
せ
よ
、
結
局
は
カ
ト
リ
ッ
ク
の
聖
職
者
が
介
入
す
る
必
要
性

が
、
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
の
婚
姻
を
事
実
上
困
難
に
し
て
い
た
の
で
あ
る
。
婚
姻
か
ら
生
ま
れ
て
く
る
子
供
た
ち
の
身
分
を
確
実
に
す
る

た
め
に
は
、
カ
ト
リ
ッ
ク
へ
改
宗
し
、
カ
ト
リ
ッ
ク
教
会
の
前
で
婚
姻
を
行
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
こ
の
よ
う
な
子
供
の
身
分
へ
の
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懸
念
が
多
く
の
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
の
足
を
カ
ト
リ
ッ
ク
教
会
へ
と
向
か
わ
せ
た
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
改
宗
と
婚
姻
の
許
可
を
望
む
プ
ロ

テ
ス
タ
ン
ト
に
対
し
、
カ
ト
リ
ッ
ク
教
会
が
与
え
た
試
練
と
は
、
カ
ト
リ
ッ
ク
の
礼
拝
に
参
加
す
る
こ
と
で
あ
っ
た
。
し
か
し
、
改
宗

を
認
め
ら
れ
る
ま
で
教
会
に
通
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
期
間
は
司
教
区
ご
と
に
決
め
ら
れ
て
い
た((((
。
そ
の
期
間
を
四
カ
月
と
す
る
司
教

も
い
れ
ば
、
六
か
月
、
一
年
と
い
う
よ
う
に
定
め
て
い
た
司
教
も
い
た
の
で
あ
る
。
試
練
は
よ
り
厳
し
く
、
そ
し
て
改
宗
は
困
難
な
も

の
と
な
っ
て
い
っ
た
。

そ
し
て
、
合
法
的
に
婚
姻
す
る
こ
と
を
諦
め
た
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
た
ち
の
な
か
に
は
、
次
第
に
、
外
国
で
婚
姻
挙
式
を
行
う
者
た
ち

が
あ
ら
わ
れ
た
。
ま
た
、
王
国
内
に
潜
入
す
る
か
、
潜
伏
し
て
い
た
牧
師
た
ち
の
前
で
、
秘
密
裏
に
自
分
た
ち
の
婚
姻
を
挙
行
す
る
者

た
ち
も
あ
ら
わ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
彼
ら
の
中
に
は
、
カ
ト
リ
ッ
ク
の
主
任
司
祭
か
ら
サ
ク
ラ
メ
ン
ト
と
し
て
の
婚
姻
を
受
け
取
る

こ
と
を
あ
え
て
拒
ん
だ
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
も
い
た
で
あ
ろ
う
。
こ
の
よ
う
に
、
カ
ト
リ
ッ
ク
教
会
の
前
で
、
国
家
法
の
定
め
る
手
続
に

の
っ
と
ら
ず
婚
姻
し
た
一
八
世
紀
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
の
婚
姻
を
人
々
は
「
荒
野
の
婚
姻
（le m

ariage désert

）」
と
呼
ん
だ
の
で
あ
る((((
。

プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
が
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
と
し
て
婚
姻
す
る
た
め
の
法
律
は
不
必
要
で
あ
る
と
当
時
考
え
ら
れ
て
い
た
。
な
ぜ
な
ら
「
も

は
や
フ
ラ
ン
ス
に
は
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
は
い
な
い
」
か
ら
で
あ
る
。
こ
の
法
的
擬
制
と
法
律
の
沈
黙
は
、「
カ
ト
リ
ッ
ク
に
あ
ら
ざ
る

者
た
ち
」
に
出
生
、
婚
姻
、
死
亡
の
民
事
身
分
を
与
え
た
一
七
八
七
年
一
一
月
「
寛
容
令
」
ま
で
約
一
〇
〇
年
間
続
く
の
で
あ
る
。

注
�　

一
六
四
八
年
の
ウ
エ
ス
ト
フ
ァ
リ
ア
条
約
は
、
神
聖
ロ
ー
マ
皇
帝
と
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
女
王
を
主
た
る
当
事
者
と
す
る
オ
ス
ナ
ブ
リ
ュ
ッ
ク
講
和
条

約
と
同
皇
帝
と
フ
ラ
ン
ス
国
王
を
主
た
る
当
事
者
と
す
る
ミ
ュ
ン
ス
タ
ー
講
和
条
約
か
ら
な
る
。
一
五
五
五
年
ア
ウ
グ
ス
ブ
ル
ク
宗
教
和
議
に
よ
っ

て
確
立
さ
れ
た« cujus regio, ejus religio. » 

の
原
則
は
、
オ
ス
ナ
ブ
リ
ュ
ッ
ク
講
和
条
約
五
条
一
項
に
よ
り
確
認
さ
れ
た
。
し
か
し
、
明
石
欽
司
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に
よ
れ
ば
、
こ
の
原
則
は
様
々
な
制
約
の
下
に
置
か
れ
て
お
り
、
条
約
当
事
者
が
自
領
内
の
宗
教
的
少
数
者
を
迫
害
す
る
こ
と
に
は
な
ら
な
い
。
確

か
に
高
澤
紀
恵
も
一
六
二
四
年
の
状
況
を
基
準
と
し
て
、
帝
国
内
の
諸
領
域
は
カ
ト
リ
ッ
ク
、
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
の
い
ず
れ
か
に
属
す
る
こ
と
に
な

り
、
ま
た
カ
ル
ヴ
ァ
ン
派
も
そ
の
存
在
を
認
め
ら
れ
て
い
る
が
、
オ
ー
ス
ト
リ
ア
を
除
い
て
、
公
認
宗
教
以
外
の
信
仰
を
奉
じ
る
者
に
は
、
移
住

の
自
由
に
加
え
、
良
心
の
自
由
と
私
的
礼
拝
の
自
由
が
許
さ
れ
た
こ
と
を
指
摘
す
る
。
さ
ら
に
明
石
は
、
ウ
エ
ス
ト
フ
ァ
リ
ア
条
約
に
お
け
る
宗

教
関
連
規
定
は
、
帝
国
内
に
お
け
る
宗
教
問
題
の
政
治
問
題
と
し
て
の
価
値
を
縮
減
、
低
下
さ
せ
る
も
の
で
あ
る
と
し
て
、
こ
の
よ
う
な
「
寛
容
」

や
「
宗
教
問
題
の
価
値
低
下
」
が
最
終
的
に
は
近
代
国
家
に
お
け
る
政
治
と
宗
教
の
分
離
に
繋
が
り
得
る
と
考
え
て
い
る
。
明
石
欽
司
﹃
ウ
エ
ス
ト

フ
ァ
リ
ア
︱
そ
の
実
像
と
神
話
﹄（
慶
應
義
塾
大
学
出
版
会
・
二
〇
〇
九
年
）
二
八
六

－

二
九
一
頁
、
高
澤
紀
恵
﹃
主
権
国
家
体
制
の
成
立
﹄
世
界

史
リ
ブ
レ
ッ
ト
二
九
（
山
川
出
版
社
・
一
九
九
七
年
）
二
六

－

二
七
頁
、
六
〇
頁
参
照
。

�　

オ
リ
ヴ
ィ
エ
＝
マ
ル
タ
ン
・
前
掲
注
⒅
七
四
二
頁
参
照
。
一
七
世
紀
に
お
け
る
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
弾
圧
政
策
に
つ
い
て
は
、
木
崎
・
前
掲
注
⑷
第

四
章
、
Ｓ
・
ム
ー
ル
︹
著
︺
佐
藤
泰
雄
︹
訳
︺﹃
危
機
の
ユ
グ
ノ
ー 

一
七
世
紀
フ
ラ
ン
ス
の
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
﹄（
教
文
館
・
一
九
九
〇
年
）
第
五
章

参
照
。

�　

Édit portant révocation de l ’édit de N
antes (Fontainebleau, octobre 1685), dans Isam

bert, supra note 13, tom
e X

IX
, p. 530-534.

�　

イ
ヴ
＝
マ
リ
ー
・
ベ
ル
セ
︹
著
︺
阿
河
雄
二
郎
＝
嶋
中
博
章
＝
滝
澤
聡
子
︹
訳
︺﹃
真
実
の
ル
イ
一
四
世
﹄（
昭
和
堂
・
二
〇
〇
八
年
）
一
〇
三

頁
、
ム
ー
ル
・
前
掲
注
�
三
五
〇
頁
参
照
。

�　

一
六
八
五
年
一
〇
月
「
フ
ォ
ン
テ
ー
ヌ
ブ
ロ
ー
の
勅
令
」「（
四
条
）
使
途
伝
来
ロ
ー
マ
・
カ
ト
リ
ッ
ク
教
を
抱
き
改
宗
す
る
こ
と
を
望
ま
な
い
自

称
改
革
宗
教
の
牧
師
全
員
に
対
し
、
余
の
目
下
の
勅
令
の
公
布
後
一
五
日
以
内
に
、
余
の
王
国
と
余
の
統
治
す
る
土
地
か
ら
出
て
い
く
こ
と
を
命
じ

る
。
ガ
レ
ー
船
徒
刑
に
課
す
も
の
と
し
て
、
一
五
日
を
超
え
て
残
る
こ
と
な
く
、
一
五
日
間
は
一
切
の
説
教
も
、
説
得
も
、
そ
の
他
の
職
務
も
行
う

こ
と
が
な
い
よ
う
に
せ
よ
。」
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�　
Réclam

ation du parlem
ent de Paris en faveur des Protestans de France, 1787, p. 3.

�　
「
教
会
に
戻
さ
れ
る
二
〇
〇
万
の
カ
ル
ヴ
ァ
ン
主
義
者
（V

ICIES CEN
TEN

A M
ILLIA CA

LV
IN

IA
N

O
RU

M
 A

D
 ECCLESIA

M
 REV

O
CATA

）」

と
銘
打
た
れ
た
「
ナ
ン
ト
の
勅
令
」
撤
回
の
記
念
メ
ダ
ル
は
、
当
時
の
公
式
見
解
を
今
に
伝
え
る
も
の
で
あ
る
。
ピ
ー
タ
ー
・
バ
ー
ク
︹
著
︺
石
井

三
記
︹
訳
︺﹃
作
ら
れ
る
太
陽
王 

ル
イ
一
四
世
﹄（
名
古
屋
大
学
出
版
会
・
二
〇
〇
四
年
）
一
四
一
・
一
七
八
頁
参
照
。

�　
（
引
用
者
注
）
男
に
は
ガ
レ
ー
船
徒
刑
が
、
女
に
は
拘
禁
と
財
産
没
収
の
刑
が
科
せ
ら
れ
た
。

�　

ム
ー
ル
・
前
掲
注
�
三
三
八
頁
参
照
。

�　

Édit portant règlem
ent pour les form

alités des m
ariages (Versailles, m

ars 1697), dans Isam
bert, supra note 13, tom

e X
X

, p. 287-291 ; Édit 

de Louis X
IV, du m

ois de m
ars 1697, concernant les form

alités qui doivent être observées dans les m
ariages, dans C

ode m
atrim

onial, supra 

note 15, p. 143-146.

�　

D
éclaration sur l ’invalidité des m

ariages faits par d ’autres prêtres que les curés des contractans (Versailles, 15 juin 1697), dans Isam
bert, 

supra note 13, tom
e X

X
, p. 292-295 ; D

éclaration de Louis X
IV, concernant les m

ariages faits par d ’autres prêtres qu e les curés des 

contractans, dans C
ode m

atrim
onial, supra note 15, p. 146-148.

�　

D
éclaration sur l ’édit d ’octobre 1685, contenant règlem

ent pour l ’instruction des nouveaux convertis et de leurs enfans (Versailles, 13 

décem
bre 1698), dans Isam

bert, supra note 13, tom
e X

X
, p. 314-319 ; D

éclaration du R
oi, du 13 décem

bre 1698, portant nouveau règlem
ent 

sur la révocation de l ’édit de N
antes, &

 sur les nouveaux convertis, dans C
ode m

atrim
onial, supra note 15, p. 148-149.

�　

Édit sur la religion, sur le m
oyen de tenir le peuple en paix, et sur la répression des séditieux (Saint-G

erm
ain en Laye, 17 janvier 1561), 

dans Isam
bert, supra note 13, tom

e X
IV, p. 110. 

こ
の
頃
は
復
活
祭
か
ら
暦
が
始
ま
っ
て
い
た
た
め
、
こ
の
勅
令
が
出
さ
れ
た
の
は
一
五
六
二
年

の
こ
と
で
あ
る
。
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�　
D

éclaration portant des peines les religionnaires qui, après leur abjuration refuseront de recevoir les sacrem
ents de l ’église dans leurs 

m
aladies. (Versailles, 29 avril 1686), dans Isam

bert, supra note 13, tom
e X

IX
, p. 545-546. 

�　

し
か
し
、
一
六
八
六
年
四
月
二
九
日
国
王
宣
言
は
、
一
六
八
七
年
末
に
は
す
で
に
、
わ
ず
か
の
例
外
を
除
き
、
適
用
さ
れ
な
く
な
り
、
終
油
の
秘

跡
を
拒
否
し
た
ま
ま
死
亡
し
た
者
に
対
し
て
は
訴
訟
が
行
わ
れ
、
有
罪
判
決
が
言
い
渡
さ
れ
、
財
産
没
収
の
上
、
そ
の
者
の
名
誉
は
剥
奪
さ
れ
た
と

い
う
。
木
崎
・
前
掲
注
⑷
一
四
二
頁
参
照
。

�　

D
éclaration portant les religionnaires convertis, qui dans leur m

aladies auront refusé aux curés de recevoir les sacrem
ents, et auront 

déclaré qu ’ils veulent persister, à m
ourir dans la R

. P. R
., soit qu ’ils aient fait abjuration, ou non, ou que les actes n ’en puissent être rapportés 

seront réputés relaps et com
m

e tels sujets aux peines prononcées par la déclaration du 29 avril 1686 (Versailles, 8 m
ars 1715), dans Isam

bert, 

supra note 13, tom
e X

X
, p. 640.

�　

D
éclaration concernant la religion (Versailles, 14 m

ai 1724), dans Isam
bert, supra note 13, tom

e X
X

I, p. 261-270 ; Extrait de la 

déclaration du R
oi, concernant la religion (donné à Versailles le 14 m

ai 1724), dans C
ode m

atrim
onial, supra note 15, p. 156-158.

�　

E. B
O

N
IFA

C
E, supra note 2, p. 95-96.

�　

一
七
六
一
年
、
カ
ラ
ス
事
件
と
同
じ
時
期
に
ト
ゥ
ー
ル
ー
ズ
で
起
き
た
、
ロ
シ
ェ
ッ
ト
牧
師
と
グ
ル
ニ
エ
三
兄
弟
の
事
件
で
は
、
拘
束
さ
れ
た

ロ
シ
ェ
ッ
ト
牧
師
の
携
帯
物
の
な
か
か
ら
、
荒
野
の
婚
姻
の
登
録
簿
が
発
見
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
事
件
で
、
ロ
シ
ェ
ッ
ト
牧
師
は
絞
首
刑
、
グ
ル

ニ
エ
三
兄
弟
は
貴
族
で
あ
る
こ
と
か
ら
斬
首
刑
に
処
せ
ら
れ
て
い
る
。Janine G

A
R

R
ISSO

N
, L’Affaire C

alas : M
iroir des passions françaises, 

Fayard, Paris, 2004, p. 52.




